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Ⅰ 水質管理責任者の仕事 

は じ  め に 

 

 水質管理責任者の業務は、 各事業場において、 適正な排水処理を 行う こ と によ り 、

河川や海等の水環境や下水道施設を 守り 、都民が安心し て生活する こ と につながる 責

任ある 重要な業務です。  

 本講習は、 新たに水質管理責任者に選任さ れる 方を 対象に法令義務及び排水処理、

維持管理実務等に関する 知識を身に付け、事業場が自ら 適切に排水処理を 行っ ていた

だく こ と を 目的と し ていま す。  

本講習を 修了し 、 業務を 行う 際には、 日頃から 水質管理責任者と し ての役割の重要

性を 認識し 、 事業場排水の適正な処理にご 尽力いただき ま すよ う お願いいたし ま す。 
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本テキス ト は、 以下の３ 部構成になっ ていま す。  

講習修了後も 、 みなさ ま がお勤めの各事業場に置いていただき 、 今後の水質

管理業務にご活用く ださ い。  

ま た、 Ⅲ資料編の最終ページに水質管理責任者の業務について、 掲示用にま

と めたも のがあり ま す。 各種連絡先をご記入の上、 みなさ ま の職場に掲示し て

いただき ま すよ う お願いいたし ま す。  

本講習において修得さ れた内容を 、 ほかの従業員の方々にも お伝えいただく

こ と で、 各事業場における 管理能力の向上に役立てていただければ幸いです。  
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関係法令略称一覧 

法 下水道法（ 昭和 33 年法律第 79 号）  

法施行令 下水道法施行令（ 昭和 34 年政令第 147 号）  

法施行規則 下水道法施行規則（ 昭和 42 年建設省令第 37 号）  

条例 東京都下水道条例（ 昭和 34 年東京都条例第 89 号）  

水濁法 水質汚濁防止法（ 昭和 45 年法律第 138 号）  

環境確保条例 
都民の健康と 安全を確保する 環境に関する 条例 

（ 平成 12 年東京都条例第 215 号）  

廃掃法 
廃棄物の処理及び清掃に関する 法律 

（ 昭和 45 年法律第 137 号）  

ダイ オキシン対策法 ダイ オキシン類対策特別措置法（ 平成 11 年法律第 105 号） 
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Ⅰ 水質管理責任者の仕事 

第１ 章 水質管理責任者の心構え 

１  水質管理責任者の業務の重要性 

現行の下水道シス テムは、 主に生活排水を 対象と し たも のであり 、 事業場排水を

完全に処理する こ と は困難です。 従って、 下水排除基準を超過し た水を 公共下水道

へ排除する こ と は、河川や海等の公共用水域の水質悪化と 下水道施設の損傷を も た

ら すだけでなく 、 人命にも 関わる 重大事故につながる 可能性があり ま す。  

こ のため、 有害物質の流出防止・ 排水の水質改善等の面で、 事業者の方の理解と

協力が是非と も 必要です。  

特に、各事業場において公共下水道へ排除する 汚水の水質を管理する 中心的な役

割を 担う 水質管理責任者の業務は、 非常に重要です。  

こ れから 水質管理責任者と なる 方には、 本講習でその役割を 十分に理解し 、 日頃

から 使命感を 持っ て水質管理責任者の業務を 行っ ていただく こ と が求めら れてい

ま す。  

２  日常管理 

水質管理責任者は、 日頃から 事業場内の汚水の発生施設の状況等を 把握し 、 排水

処理施設を 適切に管理する こ と で、常に公共下水道に排除する 汚水の水質が下水排

除基準を 満たすよ う にする 必要があり ま す。  

従って、 企業の大小にかかわら ず、 あら かじ め事業場内での水質管理責任者の位

置づけを 明確にし ておく こ と が大切です。  

水質管理責任者には、 必要な情報を管理し 、 場合によ っては生産ラ イ ンを 止める

こ と ができ る よ う な強い権限が必要です。  

３  危機管理 

  処理施設等を 設置し ていても 、薬品切れ等管理不十分によ り 有害物質や油が流出

する 水質事故が発生する こ と があり ま す。  

  ま た、 処理施設を 適切に管理し ていたと し ても 、 災害や事業場施設の不具合等、

予想外の出来事によ り 水質事故が発生する 可能性があり ま す。  

  水質事故をひと たび起こ せば、人体へのリ ス ク や操業停止、社会的信用の失墜等、

会社経営に大き な影響を及ぼし かねま せん。  

  日頃から 、 人身事故や設備関連事故等に対応する 観点と 同様のレ ベルで、 未然に

防ぐ 対策を 講じ 、突発的な水質事故にも 適切に対応でき る よ う に対処し ておく こ と

が大切です。  

 さ ま ざま な原因で発生する 水質事故に適切に対応する ため、日頃から 以下のよ う

な危機管理対策を講じ る こ と が大切です。  
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  例えば、 処理施設の運転管理を 行う 際にも 、 「 今、 水質事故が起き たら 」 と いう

こ と を想定し 、 対応を 考える 習慣を 身に付ける 等、 日頃から 危機発生時の対応を身

に付ける こ と が大切です。  

ま た、 も し 実際に事故によ り 有害物質・ 油等が流出し てし ま っ たら 、 速やかに以

下のよ う な事故対応が講じ ら れる よ う 日頃から 準備し ておき ま し ょ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

こ のよ う に予期せぬ事態が発生し た場合でも 適切に対応し 、被害を最小限に抑え、

再発防止に努める こ と が、 最大の危機管理と なり ま す。  

こ のこ と から 、 水質管理責任者を 中心に、 日頃から 制度、 技術についての知識と

同様に、 事故の未然防止に対する 強い意識を 持つこ と が重要です。  

４  水質管理責任者不在時の対応 

  事業場における 排水処理については、水質管理責任者不在時にも 適切に行わなけ

ればなり ま せん。 こ のため、 日頃から 事業場の従業員全員が排水処理について意識

し て仕事に取り 組むこ と が重要です。  

ついては、 水質管理責任者は従業員に対し て排水処理に関する 教育を行い、 事業

場全体の排水処理への意識向上を 図る こ と が望ま れま す。  

 

  

【日頃の危機管理対策】 

１  日頃から 排水処理施設の適正な管理を行う 。  

２  あら かじ め事業場における 危険因子を抽出し 、 事故予防策を策定する 。  

３  関連する 事故事例についての情報を 収集、 分析し 、 自ら の事業場におけ

る 事故予防策に反映さ せる 。  

４  発生し 得る 事故を 想定し 、 定期的に訓練を実施する 。  

【事故発生時の考え方】 

１  自ら の身の安全を 確保する 。  

２  施設・ 作業の停止等によ り 、 被害拡大防止を 図る 。  

（ 停止する こ と によ り 、 被害が拡大する 場合は除く 。 ）  

３  関係者や事故の影響が及ぶおそれがある 人たちへの通報・ 連絡を 行う 。  

４  事故発生の根本の原因を 突き 止める 。  

５  再発防止策を 構築し 、 実行する 。  
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第２ 章 排水処理の必要性 

東京都区部の下水道は、 平成 6 年度末に 100％普及概成し 、 安全で快適な生活環境

の確保や良好な水環境の形成に不可欠な役割を 担っ ていま す。 し かし 、 事業場から 下

水排除基準を 超過し た排水が流入する と 、下水道施設を 損傷さ せる おそれがある と と

も に、 水再生センタ ーにおける 処理機能の低下を も たら し 、 結果と し て処理し き れな

かっ た物質が、 河川や海等の公共用水域の水質を悪化さ せる おそれがあり ま す。  

こ のため、 下水道施設の機能及び構造を 保全し 、 公共下水道から の放流水の良好な

水質を 確保する ため、 各事業場における 適正な排水処理が必要です。  

 

第１節 水質規制制度の沿革 

１  水質規制制度の沿革 

下水道関連の水質規制制度の沿革を 表２ －１ に示し ま す。  

旧下水道法( 明治 33 年 3 月 7 日法律第 32 号) は、土地の清潔を 保つこ と を 目的と

し て制定さ れま し た。 し かし 、 下水道の整備を 図り 、 も って都市の健全な発達と 公

衆衛生に寄与する ため、 昭和 33 年 4 月 24 日に旧下水道法を全面改正し 、 現行の下

水道法が制定さ れま し た。こ のと き 初めて悪質下水を 排除する 公共下水道の使用者

に対し て除害施設の設置が義務付けら れま し た。  

戦後経済の飛躍的発展、 特に工業化や都市化が急速に進行し た結果、 昭和 30 年

頃から 水俣病、 イ タ イ イ タ イ 病等の公害問題が発生し ま し た。 その対策と し て、 昭

和 45 年第 64 回国会いわゆる「 公害国会」 において、 公害対策基本法の改正を はじ

め、 大気汚染防止法、 水質汚濁防止法等 14 の法律が改正又は制定さ れた際、 下水

道法も 改正さ れ、その目的に公共用水域の水質保全に資する こ と が追加さ れま し た。

さ ら に、除害施設を 検査する ための立入検査は日の出後日没前ま でし か行う こ と が

でき ま せんでし たが、こ の改正によ り 夜間でも 行う こ と ができ る よ う になり ま し た。 

昭和 51 年には、 直罰制度、 特定施設制度、 改善命令制度、 届出制度を導入し 、

公共下水道に下水を 排除する 者に対する 水質規制が強化さ れま し た。  

その後、 平成 17 年の下水道法改正によ り 特定事業場に対する 水質事故時の措置

が追加さ れ、 今日に至っていま す。  

２  水質管理責任者制度制定の経緯 

昭和 45 年当時、 規制が強化さ れた工場の多く は、 公害防止の組織的体制の整備

が不十分でし た。 こ のため昭和 46 年 6 月、 工場内に公害防止に関する 専門的知識

を 有する 人的組織の設置を 義務付けた「 特定工場における 公害防止組織の整備に関

する 法律（ 法律第 107 号） 」 が制定さ れ、 こ の法律の施行によ り 公共用水域へ排出

水を 排出する 特定工場等に対する 公害防止管理者制度が発足し ま し た。  

  東京都下水道局では、事業場から 公共下水道へ排除する 下水の水質の適正化を図 
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る こ と ､違反責任を 明確にする こ と ､公共用水域への公害防止管理者制度と の均衡

を 図る こ と を目的に､昭和 52 年条例の一部改正によ り 水質管理責任者制度を 制定し

ま し た。  

表２－１ 下水道関連の水質規制制度の沿革 

昭和 

33 年 

以降 

１  下水道法（ 昭和 33 年 4 月 24 日法律第 79 号） ( 昭和 34 年 4 月 23 日施行）  

  

( 1)  公共下水道と 都市下水路の管理主体は地方公共団体と し た。  

( 2)  公共下水道の放流水の基準を定めた。  

( 3)  悪質な下水を排除する も のに対する 除害施設設置義務を、条例によ り 課する こ と

ができ る よ う にし た。  

( 4)  除害施設設置義務の条例を定めた場合、こ の義務の違反者に対し 監督処分を行い

う る と し た。  

( 5)  公共下水道の使用料制度を設けた。  

２  東京都下水道条例 （ 昭和 34 年 12 月 28 日条例第 89 号)  

  

( 1)  悪質下水の排除の開始等の届出義務を 課し た。  

( 2)  悪質下水の排除者には個別に除害施設の設置等を 指示する こ と と し 、指示に従わ

なかった者に１ 万円の過料を科する こ と と し た。  

( 3)  排水設備及び除害施設の新設等に関し ては計画の確認制度及び完了検査制度を

と った。  

( 4)  公共下水道の使用料を 徴収する こ と と し た。 昭和 41 年３ 月改正によ り 、 前処理

料金制度を設けた。 （ 前処理料金は昭和 48 年３ 月ま で）  

昭和 

44 年 

以降 

１  東京都公害防止条例の制定（ 昭和 44 年 7 月 2 日条例第 97 号)  

２  水質汚濁防止法の制定（ 昭和 45 年 12 月公害国会） 昭和 46 年環境庁設置 

３   下水道法改正（ 昭和 45 年 12 月 25 日法律第 141 号) （ 昭和 46 年 6 月 24 日施行）  

  

( 1)  下水道法の目的と し て「 公共用水域の水質の保全に資する こ と 」 を追加し た。  

( 2)  放流水に水質汚濁防止法の排水基準を 適用する こ と と し た。  

( 3)  使用開始等の届出義務を規定し た。  

( 4)  除害施設等の検査のための立入検査権を強化し た。  

( 5)  除害施設等に関する 必要な報告を徴する こ と ができ る こ と と し た。  

４  特定工場における 公害防止組織の整備に関する 法律の制定( 昭和 46 年 6 月 10 日法律

第 107 号)  

５  東京都下水道条例改正( 昭和 47 年 3 月 31 日条例第 57 号) ( 昭和 47 年 10 月 1 日施行)  

  

( 1)  個別指示を改め、条例で一律に除害施設の設置等によ り 規制値に該当し ない水質

の下水にし て排除する よ う 義務付け（ 製造業基準は個別命令） 、 除害施設の指定

工事店制度廃止。  

( 2)  違反者に対する 改善命令又は排水一時停止命令の条文を設けた。  

( 3)  50m3/日未満の場合、 BOD等の裾き り を 設定し た。 （ 規程）  

昭和 

51 年 

以降 

１  下水道法改正（ 昭和 51 年 5 月 25 日法律第 29 号）  ( 昭和 52 年 5 月施行）  

  

( 1)  特定事業場から の下水排除の制限及び直罰制度 

( 2)  特定施設の届出制度 

( 3)  計画変更命令等 

( 4)  改善命令等 

２  東京都下水道条例改正 ( 昭和 52 年 3 月条例第 38 号）  ( 昭和 52 年 5 月施行）  

  

( 1)  特定事業場から 排除さ れる 下水の水質基準（ 処理可能項目） の設定 

( 2)  除害施設の設置等の義務 

( 3)  除害施設の届出制度（ 確認制度を改め届出制度と し 、 完了検査制度を廃止）  

( 4)  除害施設の新設等に係る 計画変更指示と 実施制限期間の設定 

( 5)  水質管理責任者制度（ 平成元年 4 月 1 日～甲乙二区分）  

平成 

17 年 

以降 

１  下水道法改正（ 平成 17 年 6 月 22 日法律第 70 号）  ( 平成 17 年 11 月１ 日施行）  
 特定事業場に対し て、有害物質又は油の下水道への流出事故時における 届出及び応急

措置を義務付けた。  
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第２節 水質汚濁の現状と対策 

１  水質汚濁の形態 

( 1)  重金属類等の有害物質によ る 汚染 

排水に含ま れる 重金属類等の有害物質は、自然界ではほと んど 分解さ れない上、

放流先の水域で十分に希釈さ れない場合に当該物質によ る 汚染が生じ ま す。特に、

ポリ 塩化ビ フ ェ ニルやアルキル水銀等の生物に蓄積さ れやすい物質については、

水中の濃度がご く 微量であっ ても 生物濃縮作用によ っ て生体内にかなり 高濃度

に蓄積さ れま す。  

( 2)  有機性汚濁物質 

排水に含ま れている 有機物質は、自然界の水域において好気性微生物の作用に

よ り 二酸化炭素等の安定し た物質に分解さ れま す。 その際、 水中に溶けている 酸

素（ 溶存酸素） が消費さ れま すが、 有機物質の流入が少なければ、 消費さ れた溶

存酸素量は水生植物の同化作用（ 光合成） や水面から の酸素の溶解によ り 補給さ

れ、 元の量に戻り ま す。 し かし 、 有機物質の量が多く なり 、 水中の溶存酸素が完

全に消費さ れる と 、 分解さ れずに残る も のがでてき ま す。 残っ た有機物質は嫌気

性微生物の作用によ り 分解（ 腐敗、 還元） さ れま すが、 アンモニアや硫化物等を

発生さ せ、 水が黒ずんだり 、 悪臭の原因と なっ てし ま いま す。  

( 3)  栄養塩類によ る 閉鎖性水域の富栄養化 

湖沼、内湾、内海等の閉鎖性の水域においては、水の交換が行われにく いため、

窒素やり ん等の栄養塩類を含む排水が多量に流入する と 、藻類やプラ ンク ト ン等

の水生生物が急激に増殖し 、 水質が悪化する 、 いわゆる 「 富栄養化」 の問題が生

じ ま す。 富栄養化によ り 赤潮や青潮の発生、 上水道の水源の汚染や水産被害が発

生し ま す。  

( 4)  ダイ オキシン類によ る 汚染 

ダイ オキシン類は、廃棄物の焼却等の燃焼過程で非意図的に生成さ れる こ と が

知ら れていま す。 そのほと んど が大気中に放出・ 拡散さ れ、 土壌や水に移っ てい

き ま す。   

ダイ オキシン類は発ガン性等を有する 物質であり 、人の生命及び健康に重大な

影響を 与える おそれがあり ま す。  

２  東京の水質汚濁の状況 

東京の河川や東京湾等の水質は、 多く の河川や運河部で、 過去、 悪臭を 発生する

ほど の汚濁が進行し た時期があり ま し たが、下水道の普及等によ り 近年は改善さ れ

てき ていま す。 し かし 、 東京湾の富栄養化等、 水質の改善はいま だに十分と はいえ

ない状況にあり ま す。  

ま た、 近年では、 地下水の汚染についても 関心が集ま っていま す。  
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３  東京における 水質汚濁の防止策 

( 1)  下水道の整備 

河川や海等の公共用水域の水質汚濁の原因に事業場排水や家庭排水等があり

ま す。 し かし 、 下水道の整備によ り 、 事業場又は家庭から 排除さ れた下水は水再

生センタ ーで処理し て放流さ れる ため、公共用水域の水質が改善さ れてき ていま

す。 区部の下水道整備と 隅田川の水質の推移を図２ －１ に、 多摩地区の下水道整

備と 多摩川の水質の推移を図２ －２ に示し ま す。  

      

    注１ ： 普及率は、 隅田川流域（ 板橋、 北、 練馬区） の普及率 

    注２ ： 水質は、 小台橋地点の年間の BODの値（ 75%水質値）  

（ 環境局の資料を も と に当局作成）  

図２ －１  隅田川の水質と 下水道の整備（ 区部）  

 

 

        

注１ ： 普及率は、 多摩川流域の普及率 

注２ ： 水質は、 多摩川原橋の年間の BODの値（ 75%水質値）  

       （ 環境局の資料を も と に当局作成）  

  図２ －２  多摩川の水質と 下水道の整備（ 多摩地区）  
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( 2)  工場又は事業場に対する 公共用水域への排水規制 

① 濃度規制 

 公共用水域へ汚水を 排除する 工場又は事業場のう ち、水濁法によ り 定めら れ

たも の（ 特定事業場） は、 届出義務を 課せら れている ほか、 放流水の濃度規制

を 受けま す。 水再生センタ ーも 特定事業場に該当し 、 放流水は濃度規制の対象

と なっ ていま す。  

② 総量規制 

 閉鎖性水域の水質改善を 図る ため、 国が定める 総量規制方針に基づき 、 知事

が総量削減計画と 総量規制基準と を 定め、 その水域に流入する 汚濁負荷量の総

量を計画的・ 総合的に削減する 制度です。 現在、 東京湾に流入する 河川のある

都県において、 COD（ 化学的酸素要求量） 、 全窒素、 全り んの総量規制が行わ

れていま す。 水再生センタ ーも 総量規制の対象と なっ ていま す。  

( 3)  東京湾富栄養化対策 

東京湾における 富栄養化対策を進める ため、 東京湾に接する 都県において、 窒

素・ り んの濃度規制を 強化し ていま す（ 水濁法の基準よ り 厳し い基準を上乗せ条

例によ り 定めていま す） 。 こ れによ り 、 東京湾へ流入する 窒素・ り んの一層の削

減を進めていま す。  

 

第３節 下水道の役割と下水処理のしくみ 

１  下水道の役割 

下水道は、 汚れた水を き れいにし て河川や海等に戻すほか、 道路や宅地に降った

雨水を速やかに排除する 等、安全で快適な生活環境の確保や良好な水循環の形成に

必要不可欠な役割を 担っていま す。  

( 1)  汚水の処理によ る 生活環境の改善 

家庭や工場から 排出さ れた汚水を 処理し て、 快適な生活環境を 確保し ま す。  

( 2)  雨水の排除によ る 浸水の防除 

道路や宅地に降っ た雨水を 速やかに排除し て、 浸水から 街を守り ま す。  

( 3)  公共用水域の水質保全 

汚水を 処理し 、 き れいにし た水を河川や海等に放流する こ と によ り 、 その水質

を 改善し 保全し ま す。  

最近では、 上述の基本的な役割の他に、 下水道が持つ資源・ エネルギーの有効利

用や下水道施設の多目的利用等によ り 、良好な都市環境を創出する と いう 新し い役

割を 担っ ていま す。  

・ 下水処理水（ 再生水） を 利用する 水循環 

・ 下水熱の利用や汚泥の資源化を 行う 、 資源・ エネルギーリ サイ ク ル 

・ 下水道施設の多目的利用 

( 例) 水再生センタ ーの上部利用や下水道管への光フ ァ イ バーケーブル設置 
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２  下水道の３ つの施設 

( 1)  下水道管 

   下水を 水再生センタ ーま で導く 管 

( 2)  ポンプ所 

下水道管が集めた汚水を地表近く ま でく み上げ、水再生センタ ーに送水し たり 、

雨水を 公共用水域に放流し たり する 施設 

( 3)  水再生センタ ー 

下水道管で運ばれた下水を 処理し て、河川や海等の公共用水域へ放流する 施設 

３  下水排除の方式 

下水排除の方式には、 合流式と 分流式と があり ま す。  

( 1)  合流式 

汚水と 雨水をひと つの下水道管で集め、 水再生センタ ーま で運ぶ方式。 工事費

が安く 、 １ 本の下水道管で汚濁対策と 浸水対策を同時に実施でき ま す。  

早く から 下水道を 整備し ている 大都市を 中心に採用さ れ、 東京都区部では、 約

８ 割のエリ アが合流式下水道と なっ ていま す。  

合流式下水道では、 大雨の際、 大量の雨水と 一緒に汚水の一部や下水道管内に

付着し た油やごみが河川や海等に押し 流さ れま す。 こ の汚染を 防止する ため、 現

在東京都下水道局では「 合流式下水道の改善対策」 を 推進し ていま す。  

( 2)  分流式 

汚水と 雨水を別々の下水道管で集め、 汚水は水再生センタ ーま で運び、 雨水は

そのま ま 河川や海等へ流す方式 

４  東京の下水道 

( 1)  公共下水道 

下水を 下水道管で排除し 、こ れに接続する 水再生センタ ーや流域下水道で処理

し 、公共用水域に放流する ための施設で、主に市町村が設置・ 管理等を 行いま す。  

( 2)  流域下水道 

都道府県が設置し て、 ２ 以上の市町村から 下水を 集めて処理する 下水道です。 

流域下水道のし く みを 図２ －３ に示し ま す。  

( 3)  東京の場合 

23 区では、 東京都が「 市町村」 の立場で公共下水道事業を行っ ていま す。  

多摩地域では、 市町村が単独で行う 単独公共下水道と 、 都と 市町村が共同し て

下水道事業を 行う 流域下水道等から 構成さ れていま す。  

流域下水道では、 都が流域下水道幹線と 水再生センタ ーを 、 市町村が各家庭や

事業場から 流域下水道幹線ま での施設を それぞれ設置・ 管理し ていま す。  
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５  下水処理のし く み 

( 1)  下水の処理 

① 沈砂池 

    下水が入る 最初の池で、 大き なゴミ を 取り 除き 、 土砂類を沈殿さ せま す。  

② 第一沈殿池 

    沈砂池で大き なゴミ や土砂を取り 除いた下水は、 第一沈殿池に入り ま す。 こ

の池を ゆっ く り と 流れていく 間（ 約２ ～３ 時間） に、 沈砂池では沈ま なかった

小さ なゴミ や土砂を沈殿さ せま す。  

③ 反応槽 

     微生物の入った泥（ 活性汚泥） を加え、 空気を 送り 込み６ ～８ 時間ほど かき

混ぜま す。 下水中の汚れを 微生物が分解し 、 細かい汚れも 微生物に付着し て沈

みやすい塊になり ま す。  

④ 第二沈殿池 

    反応槽で増殖し た活性汚泥のかたま り を３ ～４ 時間かけて沈殿さ せ、上澄み

水と 汚泥と に分離さ せま す。  

※ 高度処理 

高度処理と は、 上記①～④の処理に加えて、 さ ら に水質を 良好にする ため

の処理です。 東京都下水道局では、 窒素やり んを 取り 除く ために水再生セン

タ ーに高度処理の導入を 進めていま す。  

⑤ 塩素接触槽 

    最後に、 第二沈殿池の上澄み水を 消毒（ 塩素消毒） し てから 、 河川や海等に

放流し ま す。  

図２ －３  流域下水道のし く み 
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水再生センタ ーで行う 下水処理は主と し て微生物によ る 生物処理（ 活性汚泥法）

で、 処理対象は BOD（ 生物化学的酸素要求量） 、 SS（ 浮遊物質） 、 動植物油脂等

の有機物です。 そのため、 pH異常の下水や、 カド ミ ウ ム、 シアン等の有害物質が

流入する と 、 微生物に影響を 与え、 処理機能不全を 引き 起こ す原因と なり ま す。

銅・ 亜鉛・ 鉄等の重金属類は、 生物処理が困難なため、 処理水にそのま ま 出てし

ま いま す。  

ま た、 一部が汚泥に移行し 、 汚泥の処分・ 再資源化の障害と なり ま す。  

( 2)  汚泥の処理  

下水を 処理する と 、 大量の汚泥が発生し ま す。  

汚泥は水分を多く 含んでいる ため、 濃縮→脱水→焼却の工程を経て、 体積を減

量化し た上で、 埋立処分や資源化を 行っ ていま す。  

  

 

沈砂池 第一沈殿池 反 応 槽 第二沈殿池 

水再生センタ ー 

下水道管 

ポンプ所 

水再生センタ ーへ 

図２ －４  下水処理のし く み 

下
水
道
管
か
ら 
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第４節 事業場排水の影響 

１  下水道施設の損傷、 機能低下 

( 1)  酸性排水 

鉄やコ ンク リ ート ででき た下水道管、 ポンプ施設、 水再生センタ ー施設を 腐食

さ せま す。  

( 2)  シアンを含む排水、 硫化物を 含む排水等 

下水道管内で有毒ガス（ シアンガス 、硫化水素ガス 等）を 発生する 原因と なり 、

下水道管内での作業に支障を き たし ま す。  

硫化水素ガス は、 微生物の働き によ って酸に変化する ため、 下水道施設の腐食

の原因にも なり ま す。  

( 3)  高温排水 

下水道管内での作業を 妨げま す。  

ま た、 下水道施設の腐食、 悪臭発生の原因にも なり ま す。  

( 4)  油を 含む排水 

下水道管のつま り の原因と なり ま す。  

ま た、 火災が発生する おそれも あり ま す。  

２  下水処理機能の阻害、 処理効率の低下 

( 1)  シアン等の有害物質を 含む排水、 酸性排水、 アルカリ 性排水 

水再生センタ ーにおける 微生物（ 活性汚泥） の働き を 阻害し 、 処理効率を 低下

さ せる ため、 処理水質を 悪化さ せま す。  

( 2)  高濃度の汚濁物質を含む排水 

有機物や浮遊物質は水再生センタ ーで処理でき る も のですが、こ れら が高濃度

で多量に流入し た場合、 水再生センタ ーで処理し き れなく なり 、 処理水質を 悪化

さ せま す。  

ま た、 高濃度の汚濁物質は、 水再生センタ ーで発生する 汚泥量を 増加さ せ、 汚

泥処理費用を 増大さ せま す。  

３  水再生センタ ーで処理でき ない物質の流入によ る 二次公害の発生 

水再生センタ ーで処理でき ない重金属類等を含む排水が流入する と 、重金属類等

の一部が水再生センタ ーで発生する 汚泥の中に濃縮さ れま す。重金属類等を 含んだ

汚泥は、 最終処分が困難になったり 、 焼却する 際に大気汚染を引き 起こ すおそれが

あり ま す。  

ま た、 重金属類等の一部が処理水に残ったま ま だと 、 水再生センタ ーが排水基準

に違反する おそれも あり ま す。  

表２ ―２ に下水道に対する 各水質規制項目の影響と 主な排出業種を示し ま す。  
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表２ －２  下水道に対する 各水質規制項目の影響と 主な排出業種 

 規 制 項 目 下水道に対する影響 主 な 排 出 業 種 

有 
 

害 
 

物 
 

質 

シアン 

下水道管内の作業を 危険にし
ま す。  
水再生セ ン タ ーの生物処理機
能を低下さ せま す。  

めっき業、学校・試験研究・検査業、 
病院、化学工業、鉄鋼業（焼入れ） 

アルキル水銀、 有機燐、  
鉛、 総水銀、 カド ミ ウ ム、  
ひ素、 六価ク ロ ム、 銅、  
亜鉛、 総ク ロ ム、 溶解性鉄、
溶解性マンガン、  
ポリ 塩化ビフェ ニル、  
セレ ン、 ほう 素 

水再生センターの生物処理機能
を低下させます。 
水再生センター等で発生した汚
泥の処理、処分を困難にします。 

化学工業、窯業、金属製品製造業、 
めっき業、鉄鋼業、製版業 

トリクロロエチレン、 
テトラクロロエチレン、 
ジクロロメタン、四塩化炭素、
1,2-ジクロロエタン、 
1,1-ジクロロエチレン、 
シス-1,2-ジクロロエチレン、 
1,1,1-トリクロロエタン、 
1,1,2-トリクロロエタン、 
1,3-ジクロロプロペン、 
チウラム、シマジン、チオベン
カルブ、ベンゼン、ふっ素、 
1,4－ジオキサン 

下水道管内の作業を危険にします｡ 
水再生センターの生物処理機能
を低下させます。 

化学工業、機械器具製造業、 
学校・試験研究・検査業、病院、 
洗たく業、めっき業、金属製品製造業、 
製版業、出版・印刷業、 
機械器具製造業 

環 
 

境 
 

項 
 

目 
 

等 

水素イオン濃度 
（pH：酸性､アルカリ性の指
標） 

下水道施設を腐食させます。 
他の排水と混合すると有害ガスが
発生することがあります。 
水再生センターの生物処理機能
を低下させます。 

製版業、化学工業、 
なめし革・同製品・毛皮製造業、 
鉄鋼業、めっき業、 
金属製品製造業、写真現像業 

生物化学的酸素要求量 
（BOD：水中の有機物を微生
物が分解するときに消費する
酸素の量） 

高濃度になると水再生センター
の処理機能を低下させます。 

食料品製造業、繊維工業、化学工業、 
パルプ・紙・紙加工品製造業、飲食店 
 

浮遊物質（SS） 下水道管をつまらせます。 
食料品製造業、繊維工業、鉄鋼業、 
パルプ・紙・紙加工品製造業、 
窯業・土石製品製造業 

ノルマルヘキサン抽出物質 
（ﾍｷｻﾝ（ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ）に溶かして
分離し､ﾍｷｻﾝを揮散させた後に
残る油分のことで､鉱油類と動植
物油脂類に大別される｡） 

下水道管をつまらせます。 
火災の危険があります。 

食料品製造業、飲食店、化学工業、 
金属製品製造業、洗たく業、 
自動車整備業 

窒素、りん 
高濃度になると水再生センター
の生物処理機能を低下させます｡ 

食料品製造業、化学工業、 
金属製品製造業 

フェノール類 
水再生センターの生物処理機能
を低下させます。 

化学工業、病院 

よう素消費量 
（水中の還元性物質によって
消費されるよう素の量） 

下水道施設を腐食させます。 
硫化水素ガスを発生させるため下
水道管内の作業を危険にします｡ 

繊維工業、化学工業、 
なめし革・同製品・毛皮製造業、 
写真現像業 

温度 
下水道管内の作業を危険にします｡ 
下水道施設を腐食させます。 

繊維工業、化学工業、洗たく業 
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第５節 水質規制 

１  水質規制の目的 

 水質規制の目的は、 次の 2 点です。  

( 1)  公共下水道の機能及び構造を 保全する こ と （ 法第 12 条）  

酸性の排水は、 コ ンク リ ート 構造物を腐食し 、 油脂類を 含む排水は下水道管の

つま り の原因と なり ま す。 こ のよ う に下水道の機能を妨げ、 又は施設を損傷する

おそれのある 下水の排除を規制する こ と が必要と なり ま す。  

( 2)  公共下水道から の放流水の水質を 確保する こ と（ 法第 12 条の 2、第 12 条の 11）  

水再生センタ ーに流入する 下水に、 処理困難な物質、 ある いは処理は可能であ

っ ても 量が多いと 処理が困難になっ てし ま う 物質が含ま れる 場合は、水再生セン

タ ーで処理さ れずに公共用水域の水質を 汚濁し てし ま う こ と になり ま す。こ れを

防止する ために、 排水の規制を 行う こ と が必要と なり ま す。  

 

※ 公共下水道から の放流水の水質基準 

  水再生センタ ーで処理し た水を 河川や海等へ放流する 際の水質は、水濁法やダイ

オキシン対策法等の基準によ り 規制を 受けていま す。  

  こ のため、 各事業場から 水再生センタ ーに流入する 排水については、 水再生セン

タ ーで処理でき る 水質に規制する 必要があり ま す。  

２  水質規制の概要 

  公共下水道への排水は、上記のと おり 下水道施設の機能及び構造の保全と 公共用

水域の水質保全等の観点から 水質規制が行われていま す。  

東京都 23 区内の下水排除基準を表２ ―３ に示し ま す。  

 こ の下水排除基準に基づく 水質規制は、 公共下水道へ排除さ れる 下水の態様( 特

定事業場から 排除さ れる 下水かど う か。 下水に含ま れる 物質又は項目は何か。 １ 日

の平均排出量が 50m3 以上かど う か。 ) によ り 、 「 特定事業場に対する 直罰基準」 に

よ る 場合と 、 「 直罰基準のかから ない下水に対する 除害施設設置等基準」 によ る 場

合に分類さ れま す。  

・  法によ る 規制（ 直罰基準） ･･･下水排除基準表    の部分 

・  条例によ る 規制（ 除害施設設置等基準） ･･･下水排除基準表    の部分 
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令和6年4月1日現在

対象者
対象物質又は項目 50㎥/日以上 50㎥/日以上 50㎥/日未満

0.03mg/Ｌ以下 0.03mg/Ｌ以下 0.03mg/Ｌ以下
1mg/Ｌ以下 1mg/Ｌ以下 1mg/Ｌ以下
1mg/Ｌ以下 1mg/Ｌ以下 1mg/Ｌ以下

0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下
0.2mg/Ｌ以下 0.2mg/Ｌ以下 0.2mg/Ｌ以下
0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下

0.005mg/Ｌ以下 0.005mg/Ｌ以下 0.005mg/Ｌ以下
検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと
0.003mg/Ｌ以下 0.003mg/Ｌ以下 0.003mg/Ｌ以下
0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下
0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下
0.2mg/Ｌ以下 0.2mg/Ｌ以下 0.2mg/Ｌ以下

0.02mg/Ｌ以下 0.02mg/Ｌ以下 0.02mg/Ｌ以下
0.04mg/Ｌ以下 0.04mg/Ｌ以下 0.04mg/Ｌ以下

1mg/Ｌ以下 1mg/Ｌ以下 1mg/Ｌ以下
0.4mg/Ｌ以下 0.4mg/Ｌ以下 0.4mg/Ｌ以下
3mg/Ｌ以下 3mg/Ｌ以下 3mg/Ｌ以下

0.06mg/Ｌ以下 0.06mg/Ｌ以下 0.06mg/Ｌ以下
0.02mg/Ｌ以下 0.02mg/Ｌ以下 0.02mg/Ｌ以下
0.06mg/Ｌ以下 0.06mg/Ｌ以下 0.06mg/Ｌ以下
0.03mg/Ｌ以下 0.03mg/Ｌ以下 0.03mg/Ｌ以下
0.2mg/Ｌ以下 0.2mg/Ｌ以下 0.2mg/Ｌ以下
0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下
0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下 0.1mg/Ｌ以下
10mg/Ｌ以下 10mg/Ｌ以下 10mg/Ｌ以下
230mg/Ｌ以下 230mg/Ｌ以下 230mg/Ｌ以下
8mg/Ｌ以下 8mg/Ｌ以下 8mg/Ｌ以下
15mg/Ｌ以下 15mg/Ｌ以下 15mg/Ｌ以下
0.5mg/Ｌ以下 0.5mg/Ｌ以下 0.5mg/Ｌ以下

2mg/Ｌ以下 2mg/Ｌ以下 2mg/Ｌ以下 2mg/Ｌ以下 2mg/Ｌ以下

3mg/Ｌ以下 3mg/Ｌ以下 3mg/Ｌ以下 3mg/Ｌ以下
2mg/Ｌ以下 2mg/Ｌ以下 2mg/Ｌ以下 2mg/Ｌ以下
5mg/Ｌ以下 5mg/Ｌ以下 5mg/Ｌ以下 －
10mg/Ｌ以下 10mg/Ｌ以下 10mg/Ｌ以下 －
10mg/Ｌ以下 10mg/Ｌ以下 10mg/Ｌ以下 －

600mg/Ｌ未満 600mg/Ｌ未満
（300mg/Ｌ未満） （300mg/Ｌ未満）

600mg/Ｌ未満 600mg/Ｌ未満

（300mg/Ｌ未満） （300mg/Ｌ未満）
鉱 油 5mg/Ｌ以下 5mg/Ｌ以下 －
動 植 物 油 30mg/Ｌ以下 30mg/Ｌ以下 －

120mg/Ｌ未満 120mg/Ｌ未満 －
16mg/Ｌ未満 16mg/Ｌ未満 －

5を超え9未満 5を超え9未満 5を超え9未満
（5.7を超え8.7未満） （5.7を超え8.7未満） （5.7を超え8.7未満）

45℃未満 45℃未満 45℃未満
(40℃未満） (40℃未満） (40℃未満）

220mg/Ｌ未満 220mg/Ｌ未満 220mg/Ｌ未満

処
　
理
　
困
　
難
　
物
　
質

処
理
可
能
項
目

１  ダイオキシン類以外

２  ダイオキシン類

対象者

排除基準値

ダイオキシン類対策特別措置法に規定する水質基準施設の設置者

10pg-TEQ／Ｌ以下

有
　
害
　
物
　
質

1,4- ジ オ キ サ ン 0.5mg/Ｌ以下

　
　

－

－

－

－

－
－

0.02mg/Ｌ以下
0.04mg/Ｌ以下

1mg/Ｌ以下
0.4mg/Ｌ以下

ひ 素

0.1mg/Ｌ以下
0.2mg/Ｌ以下

1,1,1- ト リ ク ロ ロ エ タ ン
1,1,2- ト リ ク ロ ロ エ タ ン

東京23区内の下水排除基準

－

温 度

－

3mg/Ｌ以下

45℃未満

0.003mg/Ｌ以下
0.1mg/Ｌ以下

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン
ジ ク ロ ロ メ タ ン

カ ド ミ ウ ム
シ ア ン

3mg/Ｌ以下
0.06mg/Ｌ以下
0.02mg/Ｌ以下
0.06mg/Ｌ以下
0.03mg/Ｌ以下

1,3- ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン

水質汚濁防止法上の特定施設の設置者 水質汚濁防止法上の特定施設を設置していない者

220mg/Ｌ未満

(40℃未満）

よ う 素 消 費 量

環
　
境
　
項
　
目
　
等

2mg/Ｌ以下

－

銅
亜 鉛
フ ェ ノ ー ル 類
鉄 （ 溶 解 性 ）

ノ ル マル ヘキサ
ン抽出物質含有

量

－

－

（BOD)

浮 遊 物 質 量

り ん

水 素 イ オ ン 濃 度
（ｐH)

（SS）

窒 素

マ ン ガ ン ( 溶 解 性 ）

生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量

5を超え9未満
（5.7を超え8.7未満）

15mg/Ｌ以下

ほ う 素

ふ つ 素

総 ク ロ ム

四 塩 化 炭 素
1,2- ジ ク ロ ロ エ タ ン
1,1- ジ ク ロ ロ エ チ レ ン
シ ス -1,2- ジ ク ロ ロ エ チレ ン

シ マ ジ ン
チ ウ ラ ム

0.1mg/Ｌ以下

チ オ ベ ン カ ル ブ
ベ ン ゼ ン
セ レ ン

0.1mg/Ｌ以下

10mg/Ｌ以下
230mg/Ｌ以下
8mg/Ｌ以下

0.2mg/Ｌ以下

50㎥/日未満

0.1mg/Ｌ以下
0.005mg/Ｌ以下
検出されないこと

総 水 銀
ア ル キ ル 水 銀
ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ ル
ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン

有 機 り ん
鉛

六 価 ク ロ ム

0.03mg/Ｌ以下
1mg/Ｌ以下
1mg/Ｌ以下

0.1mg/Ｌ以下
0.2mg/Ｌ以下

1. ほう素、ふつ素の基準のうち上段は「河川その他の公共用水域を放流先としている公共下水道」に排除する場合、下段は「海域を放流先として

いる公共下水道」に排除する場合の基準値です。（事業場の所在地により異なりま す。）

2.   内のうち５０立方メートル／日未満の特定施設の設置者に係る総クロム の基準は、工場を設置している者又は平成１３年４月１日以降に

指定作業場を設置した者等に適用し、銅・亜鉛・フェノール類・鉄・マンガンの基準は、昭和４７年４月２日以降に工場を設置した者又は平成１３年

４月１日以降に指定作業場を設置した者等に適用する基準です。工場とは「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例(平成１２年東京都条

例第２１５号)」第２条第７号に規定するもの、指定作業場とは同条第８号に規定するものです。

3. ＢＯＤ、ＳＳ、ｐＨ、温度に係る（ ）内の数値は製造業又はガス供給業に適用しま す。

（備考）
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( 1)  特定事業場の直罰規制を 受ける 排水に係る 水質規制 

特定施設※1 を設置し ている 事業場（ 特定事業場） から の排水について、 直罰※2

制度が定めら れていま す。 （ 法第 12 条の 2）  

 

※1 特定施設 

    下水道法における 特定施設は、継続し て下水を 公共下水道へ排除し ている ①、

②の施設です。 （ 法第 11 条の２ 第２ 項）  

① 水質汚濁防止法に規定する 特定施設 

人の健康を 害する おそれのある も の、又は生活環境に対し て害をも たら す

おそれのある も のを 含む汚水又は廃液を排出する 施設で、水質汚濁防止法施

行令で具体的に定めら れていま す。  

② ダイ オキシン類対策特別措置法に規定する 水質基準対象施設 

ダイ オキシン類を 含む汚水又は廃液を排出する 施設で、ダイ オキシン類対

策特別措置法施行令で具体的に定めら れていま す。  

 

※2 直罰 

法違反の事実があれば、 行政が行う 改善命令等の処分を経ないで、 直ちに適用

さ れる 罰則のこ と 。 第三者によ る 告発も 可能です。  

 
（ 参考）  

基準値の根拠法令 

   （ ⅰ） 処理困難物質に係る 基準 

      ・ 前ページ表 2-3「 東京都 23 区内下水排除基準」 のカド ミ ウ ム～マンガン( 溶解性) ま で 

・ ダイ オキシン類（ ダイ オキシン対策法特定事業場のみ）  

ア 一律基準 

      法施行令第 9 条の 4 で基準値が一律に定めら れていま す（ 水濁法及びダイ オキシン対策

法と 同一の基準） 。  

      ただし 、 以下に該当する 場合は、 その基準が適用さ れま す。  

イ  上乗せ基準 

水質汚濁防止法第 3 条第 3 項に基づく 条例（ 東京都では環境確保条例） によ り 、 一律基

準よ り も 厳し い排水基準が公共下水道から の放流水について定めら れている と き は、 その

排水基準が下水道に排除する 水質の基準と なり ま す。 （ 法施行令第 9 条の 4 第 4 項）  

ウ  緩やか基準 

      特定事業場の排水を直接公共用水域に排除さ れる と し た場合に、 一律基準（ 上乗せ基準

が適用さ れる 場合は上乗せ基準） よ り も 緩やかな基準が適用さ れる と き は、 その緩やかな

基準が下水道に排除する 水質の基準と なり ま す。 （ 法施行令第 9 条の 4 第 5 項）  

例： 排水基準を定める 省令で特定の業種に暫定基準が定めら れている 場合 

エ 適用除外 

      特定事業場の排水を直接公共用水域に排除さ れる と し た場合に、 水濁法又はダイ オキシ

ン対策法に基づく 基準が適用さ れないと き は、 その排水を下水道に排除し ても 規制は適用

さ れま せん。 （ 法施行令第 9 条の 3）  

     例： 銅、 亜鉛、 フェ ノ ール類等･･･50m3/日未満の事業場は適用除外 

（ 排水基準を定める 省令別表第 2 の備考 2） 。  

※ただし 、 23 区内では上乗せ条例によ り 適用除外範囲が縮小さ れていま す。  

（ ⅱ） 処理可能項目に係る 基準 

      （ BOD、 SS、 ノ ルマルヘキサン抽出物質、 窒素、 り ん、 pH）  

      法施行令第 9 条の 5 で定める 基準値よ り 厳し く ない範囲で､条例で定める こ と ができ ま

す｡ 
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      有害物質等と は異なり 、 本来下水道で処理でき る 項目については、 下水道管理者がそれ

ぞれの終末処理場の能力等を勘案し て規制値を定める こ と が可能と なっていま す。  

ア 製造業基準 

製造業又はガス 供給業の用に供する 施設に対し ては、 よ り 厳し い基準を定める こ と がで

き ま す。  

      ただし 、 以下に該当する 場合は、 その基準が適用さ れま す。  

イ  緩やか基準 

      排水を直接公共用水域に排除さ れる と し た場合に、 上述の基準よ り も 緩やかな基準が適

用さ れる と き は、 その緩やかな基準が下水道に排除する 水質の基準と なり ま す。 （ 法施行

令第 9 条の 5 第 3 項）  

   ウ  適用除外 

      排水を直接公共用水域に排除さ れる と し た場合に、 水濁法に基づく 基準が適用さ れない

と き は、 その排水を下水道に排除し ても 規制は適用さ れま せん。 （ 法施行令第 9 条の 6）  

     例： BOD、 SS、 ノ ルマルへキサン抽出物質､窒素､り ん…50m3/日未満の事業場は適用除外 

( 2)  非特定事業場及び特定事業場で直罰規制を受けない排水に係る 水質規制 

特定施設を 設置し ていない事業場（ 非特定事業場） 及び、 特定事業場から の排

水で直罰規制を受けない排水については、 条例で除害施設を 設置する か、 必要な

措置を と る よ う に義務付ける こ と ができ ま す。（ 法第 12 条、 第 12 条の 11、 条例

第 11 条、 第 11 条の 2）  

 

（ 参考）  

・ 基準値の根拠法令 

（ ⅰ） 処理困難物質に係る 基準 

法施行令第 9 条の 10 で基準値が定めら れていま す（ 特定事業場に係る 一律基準と 同値） 。

ただし 、 上乗せ基準が適用さ れる 場合は、 その基準が適用さ れま す。  

 

（ ⅱ） 処理可能項目に係る 基準 

     （ BOD、 SS、 ノ ルマルヘキサン抽出物質、 窒素、 り ん、 pH、 温度、 よ う 素消費量）  

法施行令第 9 条の 11 で定める 基準値よ り 厳し く ない範囲で定めら れま す。  

ア 横出し 項目 

水濁法では規制の対象と なっていないが、地方公共団体の条例によ り 下水道から の放流

水について基準が定めら れた項目がある 場合は、その基準よ り 厳し く ない範囲で基準を定

める こ と ができ ま す。 （ ただし 、 BOD類似項目（ COD等） 及び大腸菌群数を 除く 。 ）  

現在、 東京都では下水排除基準に横出し 項目は定めていま せん。  

イ  製造業基準 

製造業又はガス 供給業の用に供する 施設に対し ては、よ り 厳し い基準を定める こ と がで

き ま す。  

 

（ ⅲ） 施設の保護に係る 基準 

       （ 温度、 pH、 ノ ルマルヘキサン抽出物質、 よ う 素消費量）  

        法施行令第 9 条で定める 基準の範囲内で、 条例で定める こ と ができ ま す。  

 

・ 除害施設 

一般的には、汚水を処理する 施設と いう 意味で使われていま すが、法では汚水の処理施設又は

除害施設と し て区別し ていま す。  

① 汚水の処理施設 

特定事業場において、 直罰対象下水を処理し て基準に適合さ せる 施設 

② 除害施設 

直罰規制のかから ない項目を処理し て基準に適合さ せる 施設 

       両者を示す用語と し て、 排水処理施設又は除害施設等と いいま す。  
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改善命令 

停止命令 

３  基準超過時の措置 

  前項で説明し た基準を超過し たと き は、以下のよ う な措置を適用さ れる こ と があ

り ま す。  

( 1)  行政指導 

行政機関がその任務又は所掌事務の範囲内において一定の行政目的を 実現す

る ため特定の者に一定の作為又は不作為を 求める 指導、 勧告、 助言その他の行為

であっ て処分に該当し ないも のを、 行政指導と いいま す。  

基準超過の程度に応じ て、 注意、 警告、 改善指導ま たは改善勧告を 行いま す。 

( 2)  行政処分 

行政は、 一定の行政目的を実現する ために、 法律で認めら れている 場合に、 一

定の者に対し て直接、 権利義務を 課すこ と 等ができ ま す。 こ れを 行政処分と いい

ま す。  

下水排除基準を 超過し た場合、 行政指導によ り 改善を 促し ま すが、 それでも 改

善が見ら れない場合は下水道法に基づく 行政処分を 行いま す。  

① 法第 37 条の 2 に基づく 改善命令等 

    特定事業場から 下水を排除し て公共下水道を 使用する 者が、基準に適合し な

い直罰の対象と なる 下水を排除する おそれがある と 認めら れる と き に行いま

す。  

ア 特定施設の構造の改善 

イ  特定施設の使用の方法の改善 

ウ  汚水の処理方法の改善 

エ 特定施設の使用の停止 

オ 下水の排除の停止 

改善命令と 停止命令は、 期限を 定めて、 選択的に又は同時に行う こ と がで

き ま す。  

② 法第 38 条第１ 項（ 監督処分） に基づく 改善命令等 

    公共下水道管理者は、法又は法に基づく 命令若し く は条例の規定に違反し て

いる 者に対し て、 必要な措置を命ずる こ と ができ ま す。  

ア 水質の改善 

イ  下水の排除の一時停止 

( 3)  罰則 

   水質規制に関する 違反行為に対する 罰則を、 表２ ―４ に示し ま す。  

法第 45 条から 第 49 条ま での違反行為を し たと き は、 行為者を罰する ほか、 そ

の法人又は人に対し ても 、 各条の罰金が科せら れま す（ 法第 50 条） 。 こ れは両

罰規定と 呼ばれる も ので、 法人の代表者、 法人又は人の代理人、 使用人、 その他

の従業員がその法人又は人の業務に関し て第 45 条から 第 49 条ま での違反行為を

し た場合には、 行為者だけでなく 、 その法人又は人に対し ても 各罰則が適用さ れ

ま す。  
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ま た、 水質規制のう ち直罰に係る 違反については、 過失によ っ て違反し た場合

にも 処罰の対象と なり ま す（ 法第 46 条第 2 項） 。  

   し たがって、 水質管理責任者は、 罰則の適用を受けないよ う 水質等の管理を十

分に行う 必要があり ま す。  

 

表２ ―４  罰則 

罰則の

条項 
違法行為の内容 罰則の限度 

両罰規定 

（法第 50 条） 

44 

① 
下水道施設の損壊、 その他施設機能に

障害を与えて、 下水の排除を妨害 

拘禁刑５ 年以下 

罰金 100 万円以下 
× 

② 
みだり に下水道施設を操作、 よ って下

水の排除を妨害 

拘禁刑２ 年以下 

罰金 50 万円以下 
× 

45 

第 12 条の 5（ 計画変更命令等） 違反 

拘禁刑１ 年以下 

罰金 100 万円以下 
○ 

第 37 条の 2（ 改善命令等） 違反 

第 38 条第 1 項若し く は第 2 項（ 監督処

分命令） 違反 

46 

① 

第 12 条の 2 第 1 項、 第 5 項（ 特定事業

場から の下水の排除の制限） 違反 

第 12 条の 9 第 2 項（ 事故時の応急措置

命令） 違反 

拘禁刑６ 月以下 

罰金 50 万円以下 
○ 

② 

第 12 条の 2 第 1 項、 第 5 項（ 特定事業

場から の下水の排除の制限） 違反 

（ 過失によ る も の）  

禁錮３ 月以下 

罰金 20 万円以下 
○ 

47 の 2 

第 12 条の 3 第 1 項（ 特定施設の設置等

の届出） 違反 拘禁刑３ 月以下 

罰金 20 万円以下 
○ 

第 12 条の 4（ 特定施設の変更等の届出）

違反 

49 

第 11 条の 2（ 使用開始等の届出） 違反 

罰金 20 万円以下 ○ 

第 12 条の 3 第 2 項若し く は第 3 項（ 特

定施設の設置等の届出） 違反 

第 12 条の 6 第 1 項（ 実施の制限） 違反 

第 12 条の 12（ 水質測定義務） 違反 

第 13 条第 1 項（ 排水設備等の検査） を

拒否・ 妨害・ 忌避 

第 39 条の 2（ 報告の徴収） 違反 

51 
第 12 条の 7（ 氏名変更等の届出） 違反 

過料 10 万円以下 × 
第 12 条の 8 第 3 項（ 承継届出） 違反 
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４  費用等の負担 

  事業場から の排水等が原因で、 以下に該当する 場合、 事業者の方は負担金を 求め

ら れる こ と があり ま す。  

( 1)  損傷負担金（ 法第 18 条）  

   公共下水道管理者は、公共下水道の施設を 損傷し た者に対し 、その行為（ 故意・

過失を 問わない） によ り 必要と なっ た公共下水道の施設に関する 工事に要する 費

用の全部又は一部を 負担さ せる こ と ができ ま す。  

( 2)  汚濁原因者負担金（ 法第 18 条の 2）  

公共下水道の水再生センタ ーから の放流水が原因（ 基準を満たすこ と なく 放流

さ れた場合） で公共用水域が汚染さ れ、 そのこ と によ り 人の健康が害さ れた場合

に、 公害健康被害補償法（ 昭和 48 年法律第 111 号） の規定に基づき 、 公共下水

道管理者が健康被害者に対し て医療費や障害補償費等に当てる ための賦課金を

徴収さ れる こ と になり ま す。 こ う いっ たこ と が起き たと き に、 汚濁の原因と なっ

た物質を 含む下水を 水再生セン タ ーに流入さ せた排水区域内の特定施設の設置

者に対し て、下水道管理者が賦課金の全部又は一部の負担をさ せる こ と ができ ま

す。  
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コ ラ ム ～ 水質規制と 環境改善 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道普及率

(区   部) 

昭和 3 5 年 昭和 4 5 年 昭和 5 1 年 平成 1 7 年 

2 1 ％ 4 ８ ％ 6 5 ％ 1 0 0 ％概成 

公衆衛生の向上

公共用水域の水質保全

特定施設制度等の水質規制強化

事故時の措置の追加

昭和 3 0 年代の高度経済成長によ り 、 東京を はじ めと する 大都市において、

公害問題等の都市問題が発生し ま し た。  

水質規制制度は、 昭和 3 3 年に公衆衛生の向上を 目的と し た下水道法全面改

正から 始ま り 、 昭和 4 5 年の公害国会において公共用水域の水質保全を目的に

加える 改正が行われ、 更に昭和 5 1 年に水質規制が強化さ れま し た。  

下水道の普及が進むと と も に、 事業場における 水質管理体制も 整備さ れ、 公

共用水域の水質改善が進みま し た。  

平成 17 年～ 

水質規制制度の沿革 

昭和 51 年～ 

昭和 45 年～ 

昭和 33 年～ 

上表のと おり 区部の下水道普及率は

上昇を 続け、 都内の河川では水質の改

善が進み、 昭和 5 3 年に隅田川で花火

大会が復活し たき っかけの一つになり

ま し た。  

その後、 平成 6 年度には下水道が 

１ ０ ０ ％普及概成と なり 、 現在、 隅田

川の両国橋付近では川を流れる 水の約

6 0 % が下水処理水と なっていま す。  

し かし 、 各事業場で排水処理を 適切

に行っ ていただかないと 、 河川や海等

の汚染につながる 可能性がある こ と

は、 現在でも 同じ です。  

白く 泡立った河川（ 昭和 4 0 年代）  

コラム～水質規制と環境改善～ 
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第３ 章 水質管理責任者 

第１節 水質管理責任者の制度と資格要件 

事業者は、 条例に定めら れている 水質管理責任者を選任し 、 排水処理施設を維持・

管理し なければなり ま せん。  

１  水質管理責任者制度( 水質管理責任者の選任)  

( 1)  選任を 必要と する 事業場 

条例第 7 条の 16 第１ 項において、 「 次に該当する 事業場は、 速やかに水質管

理責任者を選任し 、 その旨を 公共下水道管理者に届け出なければなら ない。  

ま た、 変更する 場合も 同様である 。 」 と 定めていま す。  

① 特定施設を設置し て公共下水道を使用する 者（ ただし 、 下水排除基準に適合

し ない水質の下水を排除する おそれのない事業場は除く ）  

② 条例第 11 条、第 11 条の 2 に定める 除害施設を 設置し ている 者又は必要な措

置を行っている 者 

( 2)  選任に係る 注意事項 

   原則と し て次の条件を 満たす者から 選任する 必要があり ま す。  

① 水質管理責任者の業務を 履行する こ と ができ る 者で、当該事業場に常時雇用

さ れている 者 

 ただし 、事業者の責任において排水処理施設の運転管理委託先の社員等を選

任する 場合は、 承諾書の提出を 以って当該事業場に常時雇用さ れている 者と み

なし ま す。  

② 他の事業場に選任さ れていない者 

 複数の事業場の水質管理責任者の業務を 同時に履行する こ と はでき ないた

め、 事業場ごと に選任し なければなり ま せん。  

③ 排水処理施設の維持管理に従事でき る 者 

事業者は、当該事業場から 公共下水道へ排除する 下水の水質等について責任が

あり 、委託によ り その責任を 転嫁する こ と はでき ないこ と に注意する 必要があり

ま す。  

２  水質管理責任者の資格要件 

  水質管理責任者と なる ための要件は以下のと おり です。  

( 1)  １ 日について 30 リ ッ ト ルを 超える 汚水を処理する 処理施設又は除害施設を有

する 事業場 

① 国の水質関係公害防止管理者の資格を 持つ者 
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② 東京都公害防止管理者の資格を 持つ者 

③ 東京都下水道局の行う 講習（ 甲） を 修了し た者 

④ 東京都下水道局長の指定し た講習（ 甲） を 修了し た者 

( 2)  1 日について 30 リ ッ ト ル以下の汚水を 処理する 処理施設又は除害施設を 有する

事業場 

① ( 1) の①～④に掲げる 者 

② 東京都下水道局の行う 講習（ 乙） を 修了し た者 

③ 東京都下水道局長の指定し た講習（ 乙） を 修了し た者 

  ④ 普通洗濯業の事業場に限っ ては、ク リ ーニング業法に基づく ク リ ーニング師 

    研修を修了し た者 

( 3)  ( 1) 、( 2) 以外の特定事業場等（ 全量を廃液回収等によ り 対応し ている 事業場等）  

① ( 2) の①～③に掲げる 者 

② 感染性廃棄物以外の特別管理産業廃棄物を 生ずる 事業場( すべての廃液を 業

者委託回収処分し ている 事業場に限る ｡) においては、当該事業場の特別管理産

業廃棄物管理責任者又は公益財団法人日本産業廃棄物処理振興セン タ ーが主

催する 特別管理産業廃棄物管理責任者に関する 講習を修了し た者 

 

第２節 水質管理責任者の業務 

 水質管理責任者は、事業場内で発生する すべての汚水の発生施設の状況等を 把握し 、

常に公共下水道に排除する 下水が、下水排除基準内の水質である こ と を確認する 必要

があり ま す。 汚水の処理に係る 故障又は事故が起こ っ た場合は、 迅速に対処し なけれ

ばなり ま せん。  

水質管理責任者と し て事業者から 選任さ れた場合､次の業務を 行う こ と になり ま す。 

１  施設の日常の運転管理 

・   汚水の発生施設の使用の方法並びに汚水の発生量及び水質の適正な管理を 行

う こ と 。  

・   汚水の処理施設及び除害施設の維持管理並びにこ れら の施設の運転日報の作

成並びに必要な措置に関する こ と 。  

・   汚水の処理施設及び除害施設から 発生する 汚泥を 把握する こ と 。  

２  公共下水道に排除する 下水の量及び水質の測定並びに記録 

  下水を 排除し ている 特定施設の設置者は、 その下水の水質を 測定し 、 測定結果を

記録し 、 ５ 年間保存し てく ださ い。  

 (参考) 

継続して公共下水道を使用する特定施設の設置者は、国土交通省令で定めるところにより、当該下

水の水質を測定し、その結果を記録しなければなりません（法第 12 条の 12）。水質の測定及び結果の記

録については次のとおりです（法施行規則第 15 条）。 
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( 1)  水質の測定は､下水の水質の検定方法等に関する 省令( 昭和 37 年厚生省・ 建設省令第 1 号) に

規定する 検定の方法によ り ､公共下水道又は流域下水道への排出口ごと に、 公共下水道又は流

域下水道に流入する 直前で､公共下水道又は流域下水道によ る 影響の及ばない地点で行いま す。 

( 2)  測定のための試料は最も 悪いと 推定さ れる 時刻に､水深の中層部から 採取し ま す｡ 

( 3)  測定の結果は､所定の水質測定記録表によ り 記録し ､５ 年間保存し なければなり ま せん。  

３  事故時及び緊急時の必要な措置 

  関係者、 関係機関等への連絡体制を整備し 、 水質事故時の対応を 明確にし ておき

ま し ょ う 。  

ま た、 事業場内で水質事故が発生し た場合には、 応急措置を講じ 、 速やかに東京

都下水道局、 関係者・ 関係機関へ通報・ 届出を行っ てく ださ い。  

 (参考) 

特定事業場には、水質事故時の応急措置と届出が義務付けられています。 

① 有害物質等（油類を含む）が公共下水道に流入する水質事故が発生した場合は、直ちに応急の措

置を講じ、速やかにその事故の状況、講じた措置の概要を公共下水道管理者に届け出なければなり

ません。（法第 12 条の９第１項） 

② 適切な応急の措置が講じられていない場合は、公共下水道管理者は応急の措置を講ずべきことを

命ずることができます。（法第 12 条の９第２項） 

③ 上記の命令に違反した者は、6月以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金に処せられます。（法第46

条第１項） 

※ 「水質事故時の措置」が必要な事故とは 

自然災害等発生原因を問わず、特定事業場内において火災の発生、停電等による除害施設等の

機能の停止、貯蔵タンクや配管等の破損、操作ミス等により、有害物質又は油を含む下水が公共下

水道に流入するような事態が発生したとき。 

４  東京都下水道局によ る 指導の窓口 

( 1)  立入検査時の対応 

   東京都下水道局が行う 立入検査時は、 その窓口と なり 対応し てく ださ い。  

 (参考) 

公共下水道を使用する者は、法や条例により排除基準を遵守するように義務付けられています。そ

の目的を達するため、下水道管理者はその職員をして立入検査を行うことができます。これは、法第 13

条第１項に規定されている強制力を有する法的権限です。 

立入検査を拒み、妨げ、忌避した者には罰則の適用があります（法第 49 条第 4 項）。 

○ 検査の対象となるもの 

・ 排水 

・ 特定施設 

・ 排水処理施設 

・ 特定施設以外の生産設備で､基準に適合しない下水を排出するおそれのあるもの 

・ 使用原料関係帳簿､排水処理に関する維持管理記録 

（水質測定記録、汚泥や廃液の処理処分記録・伝票類等） 

( 2)  報告対応 

   東京都下水道局が求めた報告に適切に対応し てく ださ い。  
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 (参考) 

公共下水道管理者は、公共下水道を適正に管理する ため必要な限度において、下水を排除する

事業場等の状況、除害施設又はその排除する 下水の水質に関し 必要な報告を徴する こ と ができ ま

す。 （ 法第 39 条の 2）  

( 3)  届出対応 

公共下水道管理者に提出する 届出書について表３ ―１ に示し ま す。  

ま た、 こ れら の届出書類は、 東京都下水道局のホームページから ダウ ンロ ード で

き ま す。  

ht t ps: //www. gesui . met ro. t okyo. l g. j p/cont r act or/d2/t odoke/sui si t u/i ndex. html  

 

表３ ―１  届出の種類と 提出期限 

 届出の種類 届出期限 

1 公共下水道使用開始（ 変更） 届 あら かじ め 

2 公共下水道使用開始届 あら かじ め 

3 特定施設設置届出書 

特定施設を設置し よ う と する 日の 60 日前

ま で。 届出受理後、 60 日経過後でなければ

着工でき ま せん。 ただし 、 こ の期間を短縮

でき る 場合があり ます。  

4 特定施設使用届出書 

① 特定施設と なった日から 30 日以内 

② 
公共下水道を 使用する こ と と なっ た

日から 30 日以内 

5 特定施設の構造等変更届出書 

特定施設の構造等を 変更し よ う と する 日

の 60 日前まで。 届出受理後、 60 日経過後

でなければ着工でき ま せん。 ただし 、 こ の

期間を短縮でき る 場合があり ま す。  

6 
除害施設の新設等及び使用の方法の変更届

出書 

除害施設の新設等又は使用の方法の変更

をし よ う と する 日の 60 日前ま で。 届出受

理後、60 日経過後でなければ着工でき ま せ

ん。 ただし 、 こ の期間を短縮でき る 場合が

あり ま す。  

7 工事等完了届出書 完了し た日から ５ 日以内 

8 氏名変更等届出書 変更し た日から 30 日以内 

9 承継届出書 
承継があった日から 30 日以内。 届出する

者は承継し た者です。  

10 水質管理責任者選任等届出書 選任後速やかに 

11 使用廃止届出書 廃止し た日から 30 日以内 

https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/contractor/d2/todoke/suisitu/index.html
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① 公共下水道使用開始（ 変更） 届と 公共下水道使用開始届 

ア 公共下水道使用開始（ 変更） 届（ 法第 11 条の 2 第 1 項）  

     届出が必要な場合は以下のと おり です。  

     ・ 排除する 汚水の量が、 １ 日あたり 最大で 50m3 以上ある 場合 

     ・ 公共下水道へ流す汚水の水質が排除基準に１ 項目でも 適合し ない場合 

※ BOD、 SS、 pH、 温度については表２ －３ における （  ） 内の製造業基準

値が適用さ れま す。 事業場に適用さ れている 適用除外項目も 含めて、 届出

が必要です。  

   イ  公共下水道使用開始届（ 法第 11 条の 2 第 2 項）  

     届出が必要な場合は以下のと おり です。  

     ・ 特定施設の設置者（ ただし 、 上記アに該当し ない場合に限り ま す。 ）  

      ただし 、 届出後に水量又は水質を 変更する 場合は、 アの変更届を 使用し

ま す。  

② 特定施設に関する 届出書 

特定施設の増設等を 行う 場合で、新たに特定施設番号が追加さ れる 場合には

特定施設設置届出書が必要と なり 、 同一の特定施設番号内である 場合には特定

施設の構造等変更届出書が必要と なり ま す。  

ま た、特定施設の変更又は廃止等によ り 特定施設番号が減る 場合には特定施

設の構造変更届及び特定施設使用廃止届が必要と なり ま す。  

③ 氏名変更等届出書と 承継届出書 

法人において、法人格には変更がなく 社名や代表者が変わる 場合には氏名変

更等届出書と なり ま す。 ただし 、 法人格に変更が生じ る 場合には承継届出書と

なり ま す。 （ 例： 合名会社から 株式会社に変更する 場合等）  

ま た、法人格を持たない個人会社において相続によ り 代表者が変わる 場合等

も 承継届出書と なり ま す。 こ れは、 特定施設又は除害施設は代表者個人の商人

に帰属し 、 その商人から 相続人等に譲り 渡さ れる ためです。  

④ 届出部数 

公共下水道管理者への届出は１ 部ですが、 届出者の控えが必要と なり ま す。

控えは、 立入検査において東京都下水道局から 指摘を受けた事項について確認

を 行う 際や、 施設の変更等に伴って届出を 行う 際に必要と なり ま す。 し たがっ

て、 届出書は控えを含め最低２ 部は必要です。  

 

 

 

  
※ 水質管理責任者の業務については、 「 Ⅲ資料編」 の最終ページに掲示用に 

ま と めたも のがあり ま すので、 緊急時等の連絡先を ご記入の上、 各事業場に 

掲示し ていただき ま すよ う お願いいたし ま す。  
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コ ラ ム ～ 酸性排水の影響 ～ 

 

 

 

 

 

  

コラム～酸性排水の影響～ 

断面図 

 

ま すの底部全体が腐食し て

おり 、大量の酸性排水が流れて

いたこ と が疑われま す。  

酸によ り 腐食し てし ま っ たま す 

酸性排水はコ ンク リ ート を 腐食し 、 下水道施設をぼろぼろにし てし ま いま す。  

事業場排水によ り 公共下水道の施設が損傷し た場合等、 修理にかかる 費用を 

負担し ていただく こ と があり ま す。  

底部Ｕ 字溝の水が流れる 部分（ 右側の断面図参照） が腐食し ていま す。  

更に腐食が進んだま す 
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第４ 章 下水道関連法規 

１  水質汚濁防止法（ 昭和 45 年 12 月 25 日法律第 138 号）  

  公共用水域及び地下水の水質汚濁を 防止する こ と を目的と し ていま す。  

特定事業場が公共用水域へ排水する 場合には、 同法によ り 規制さ れま す。  

下水道整備区域であっても 、 地下浸透防止、 健康被害防止については、 適用を受

けま す。  

( 1)  地下浸透の制限等（ 水濁法第 12 条の 3、 12 条の 4、 第 14 条の 3）  

   有害物質によ る 地下水の汚染を防止する ため、下水道が普及し ている 地域も 含

めて、 有害物質を 含む水の地下浸透を禁止し ていま す。  

平成 24 年の水濁法改正によ り 、 地下水汚染の未然防止を目的に、 届出対象を

有害物質貯蔵施設や全量を 下水道へ排除し ている 有害物質使用特定施設ま で拡

大し 、 構造基準の遵守、 定期点検等が義務付けら れま し た。  

なお、 人の健康に係る 被害を 防止する ため、 汚染さ れた地下水の水質浄化に係

る 措置等が命じ ら れる こ と があり ま す。  

( 2)  無過失責任（ 水濁法第 19 条第１ 項）  

事業活動によ り 発生し た有害物質が排出さ れ又は地下浸透し たこ と によ り 、人

の生命又は身体を 害し たと き は、 事業者がその賠償責任を 負いま す。  

こ の賠償責任は被害の原因と なっ た事業者の故意・ 過失を 問いま せん。  

ま た、 排出先は公共用水域に限ら ず、 事業場から 排出さ れる すべての汚水又は

廃液が対象と なり ま す。  

２  ダイ オキシン類対策特別措置法（ 平成 11 年 7 月 16 日法律第 105 号）  

ダイ オキシン類に関する 施策の基本と すべき 基準、 必要な規制、 汚染土壌に係る

措置等を 定め、 国民の健康の保護を図る こ と を目的と し ていま す。  

ダイ オキシン類を 排出する 特定施設が定めら れており （ 第 2 条第 2 項） 、 特定施

設の設置者はダイ オキ シン 類の排出基準に適合し ない排出ガス 又は排出水を 排出

する こ と が禁じ ら れていま す（ 第 20 条） 。 こ の特定施設には、 大気基準適用施設

と 水質基準対象施設と があり 、水質基準対象施設は下水道法においても 特定施設と

なり ま す。  

３  廃棄物の処理及び清掃に関する 法律（ 昭和 45 年 12 月 25 日法律第 137 号）  

廃掃法では、事業活動に伴っ て生じ た廃棄物のう ち、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、

廃アルカリ 、廃プラ ス チッ ク 類その他政令で定める 廃棄物を 産業廃棄物と 定義し て

いま す。 そし て、 事業者は、 その事業活動に伴っ て生じ た廃棄物を 自ら の責任にお

いて適正に処理し なければなら ないと さ れ、その処理に当たっては国内処理が原則

と なっていま す（ 第 2 条の 2） 。 し かし 、 事業者が自ら 産業廃棄物又は特別管理産

業廃棄物の処理ができ ない場合には、 政令に定める 基準に従い、 許可を 受けた産業
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廃棄物処理業者等又は特別管理産業廃棄物処理業者等に処理を 委託する こ と がで

き ま す（ 第 12 条第 5 項、 第 12 条の 2 第 5 項） 。  

産業廃棄物を 下水道に投棄する こ と は廃掃法違反と なり 、罰則の適用があり ま す。 

ま た、 何人も 、 みだり に廃棄物を 捨ててはなら ず、 こ の規定に違反し た者は５ 年

以下の拘禁刑若し く は 1, 000 万円以下の罰金に処せら れ、又は併科さ れま す（ 第 25

条第 14 号） 。  

廃掃法では、 産業廃棄物の不法投棄を 防止する 目的で、 マニフ ェ ス ト 伝票の発行

及び管理を 事業者に義務付けていま す。 事業者は、 産業廃棄物の許可を 受けた産業

廃棄物処理業者等に運搬又は処分を委託する 場合には、産業廃棄物の引渡し と 同時

に運搬又は処分を委託し た者に対し 、 産業廃棄物の種類及び数量、 運搬又は処分を

受託し た者の氏名又は名称等の事項を 記載し た産業廃棄物管理票（ マニフ ェ ス ト ）

を 交付し なければなら ないと し ていま す。  

委託処理をし た場合であっても 、産業廃棄物が処理の過程で不適正処理さ れた場

合は、 排出事業者にも 責任が及ぶこ と があり ま す。  

廃棄物の分類を図４ ―１ に示し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ―１  廃棄物の分類 

４  土壌汚染対策法（ 平成 14 年 5 月 29 日法律第 53 号）  

土壌汚染の状況把握に関する 措置、及びその汚染によ る 人の健康被害の防止に関

する 措置を 定める こ と によ って、 土壌汚染対策の実施を図り 、 国民の健康を 保護す

る こ と を 目的と し ていま す。  

有害物質使用特定施設の使用を 廃止する と き 等には、土壌汚染状況調査を 実施し 、

報告する こ と が義務付けら れていま す。  

※ 有害物質使用特定施設＝有害物質の製造、 使用又は処理をする 水濁法の特定施設 

都道府県知事は､土壌汚染の調査報告をせず､又は虚偽の報告をし たと き は、その

者に対し 、 調査報告及び調査内容の是正を 命ずる こ と ができ ま す。  

こ の命令に違反し た者は１ 年以下の拘禁刑又は 100 万円以下の罰金に処せら れま

す。  

土壌汚染対策法に規定さ れている 特定有害物質を表４ ―１ に示し ま す。  

 

廃棄物  特別管理産業廃棄物 (産業廃棄物のうち、爆発性、毒性、感染性その他の人の健康又
 　　　　　　　　　　　　　　は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状を有するもの)

 一般廃棄物  事業系一般廃棄物 (事業活動に伴って生じた廃棄物のうち、産業廃棄物以外のもの)

 家庭廃棄物 (一般家庭の日常生活に伴って生じた廃棄物)

 特別管理一般廃棄物 (一般廃棄物のうち、爆発性、毒性、感染性その他の人の健康
　 　　　　　　　　　　　　　又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状を有する
　 　　　　　　　　　　　　　ものとして政令で定めるもの)

 産業廃棄物 (事業活動に伴って生じた廃棄物のうち、法・政令で定めるもの)
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※  本章記載の法規についてご質問等ございま し たら 、 所管し ている 環境局にお問合

せく ださ い。  

表４ －１  特定有害物質一覧 

 

 

 

 

第一種特定 

有害物質 

（ 揮発性有機化合物）  

1 ク ロ ロ エチレ ン 

2 四塩化炭素 

3 1, 2-ジク ロ ロ エタ ン 

4 1, 1-ジク ロ ロ エチレ ン 

5 シス -1, 2-ジク ロ ロ エチレ ン 

6 1, 3-ジク ロ ロ プロ ペン 

7 ジク ロ ロ メ タ ン 

8 テト ラ ク ロ ロ エチレ ン 

9 1, 1, 1-ト リ ク ロ ロ エタ ン 

10 1, 1, 2-ト リ ク ロ ロ エタ ン 

11 ト リ ク ロ ロ エチレ ン 

12 ベンゼン 

 

 

 

第二種特定 

有害物質 

（ 重金属等）  

13 カド ミ ウ ム及びその化合物 

14 六価ク ロ ム化合物 

15 シアン化合物 

16 水銀及びその化合物 

17 セレ ン及びその化合物 

18 鉛及びその化合物 

19 ひ素及びその化合物 

20 ふっ素及びその化合物 

21 ほう 素及びその化合物 

 

第三種特定 

有害物質 

（ 農薬等）  

22 シマジン 

23 チオベンカルブ 

24 チウ ラ ム 

25 ポリ 塩化ビ フ ェ ニル（ PCB）  

26 有機り ん化合物 
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参考資料 水質規制関連法令の適用関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 環境基本法： 環境基準

② 水質汚濁防止法： 排水基準

   都民の健康と 安全を確保する 環境に関する 条例： 規制基準 

③ 下水道法・ 下水道条例： 下水排除基準 

④ ダイ オキシン類対策特別措置法： 水質排出基準

※ ダイオキシン類特定施設が、「水質汚濁防止法」の特定施設や「都民の健康と安全を確保する環境 
 に関する条例」の工場・指定作業場に該当する場合は、②も適用になる。

② 

②

②

④ 
②

④ 

④（ ②） ※ 

③ 

④（ ②）  ※

③ 

① 河川 ① 

① 

公共下水道

工場・事業場 

ダム・ 湖沼 海域

工場・事業場

水再生センター 

（水質汚濁防止法 特定施設）

（ダイオキシン類対策特別措置法
水質基準対象施設） 

（都民の健康と安全を確保する環境に
関する条例 指定作業場） 

ダイオキシン類 

特定施設
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コ ラ ム ～ 微生物図鑑 ～ 

 

 

 

コラム～微生物図鑑～ 

水再生センタ ーで、 下水中の汚れを 分解し 、 吸着する 微生物は処理過程の中心的

な役割を担っていま す。  

有害物質等が水再生センタ ーに流入する と 、 微生物の働き が阻害さ れ、 処理能力

が低下し 、 河川や海に未処理物質が流出し てし ま いま す。  

こ こ では、 水再生センタ ーで働いている 微生物の一部を ご紹介し ま す。  

水再生センタ ーでは、 こ れら 以外にも たく さ んの微生物が活躍し ていま す。

ホームページに掲載し ていま すので、 ぜひご覧く ださ い。 (動画も あり ま す。 ) 

https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/business/b3/corner/biozukan/index.html 

コ レ プス  

アメ ーバ アス ピ ディ ス カ 

マク ロ ビ オツ ス

（ ク マムシ）  ス ピ ロ ス ト ムム 

エピ ス ティ リ ス  
50μm 50μm 

50μm 50μm 

50μm 

(1μm = 1/1000mm) 

50μm 

コ レ プス  

アメ ーバ アス ピ ディ ス カ 

マク ロ ビ オツ ス

（ ク マムシ）  ス ピ ロ ス ト ムム 

エピ ス ティ リ ス  

https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/business/b3/corner/biozukan/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 排水処理の手引き  
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第１ 章 事業場排水の事前調査 

 

事前調査においては、 事業活動の内容、 排水の状況等を 正確に把握し 、 事業場から の排

水が下水排除基準を 超過し ないよ う 、 十分に検討を重ねる こ と が大切です。  

１  事業場に関する 一般的事項の把握 

( 1)  事業活動の規模 

原材料処理量、 生産量、 使用水量、 使用薬品量等の現状把握と 将来予測を行いま

す。  

( 2)  生産工程 

単一工程のみの事業場はま れであり 、 多く の事業場は複数の工程を も っ ていま す。

生産工程が異なる と 原材料や使用薬剤等も 異なる ので、 あら かじ め生産工程を把握し

ておき ま す。  

( 3)  操業形態 

１ 日の操業時間や１ 日のう ちの作業内容の変動は、 排水計画に影響し ま す。  

ま た、 季節によ っ て作業内容が異なる 事業場も ある ので、 年間を通し た操業形態を

調査し ま す。  

( 4)  排水処理施設用地 

排水処理施設用地の大小によ って排水処理方法が限定さ れま す。 良い処理方法であ

っ ても 用地が得ら れなければ、 他の処理方法を 採用し なければなら ないので、 処理計

画を 立てる 前に用地を 確認し ま す。  

ま た、 工場を 新設する 場合は、 排水処理施設用地を 確保し ておき ま す。  

重金属類、 化学物質等の毒性が明ら かになる につれ、 規制項目が追加さ れる こ と に

加え、 基準も 随時厳し く なっ ていく ので、 排水処理施設の用地は施設の増設等に応じ

ら れる よ う に余裕を 持って確保し ておき ま し ょ う 。  

( 5)  下水排除基準 

排水処理施設の処理目標を設定する ため、 下水排除基準を 把握し ておき ま す。  

２  排水発生場所の把握 

排水量と 水質はでき る 限り 実測し ま す。 工場を 新設する 場合は実測でき ないので、 同

種同規模の他工場の例を 数多く 調査し 、 排水量と 水質を推定し てく ださ い。  
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( 1)  工程別の排水量と 水質 

排水量と 水質は生産工程によ って異なり ま す。 排水の水質は、 使用原材料、 使用薬

品のみなら ず、 生産設備の材質( 鉛製の冷却管等) に起因する 溶出等によ っ ても 影響を

受ける ので、 生産設備の材質、 腐食対策等も 考慮する こ と が重要です。 各工程の排水

量と 水質を 把握する こ と で、 排水系統の合理的配列や処理方法について具体的に検討

でき ま す。  

( 2)  排水量と 水質の時間変動 

操業中連続し て排水する 工場がある 一方で、 限ら れた短時間のみに排水する 工場も

あり ま す。 水質が時間変動する 工場も 少なく あり ま せん。 そのため、 排水量と 水質の

時間変動を詳細に調査する 必要があり ま す。 特に、 時間最大排水量を 知る こ と は重要

です。  

( 3)  分別処理の可否 

事業場排水は、 一般的には水質、 濃度等で系統を 分けた方が、 処理が容易と なり ま

す。 し かし 、 複数の工程排水を 合わせて処理し たほう が良い場合も ある ので、 事前に

十分検討し てく ださ い。  
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第２ 章 工程改善 

 

事前調査の結果、 排水が下水排除基準を 超過する おそれがある 場合、 排水処理施設を計

画する 前に生産工程を 見直す必要があり ま す。 つま り 、 排水の水質を 改善する 方法はない

か、 排水量を 減少さ せる 方法はないか等を 検討する こ と です。 水質改善措置で下水排除基

準に適合さ せる こ と が可能であれば、 排水処理施設を 設置する 必要はなく なり 、 適合し な

い場合でも 排水処理設備への負荷量を 削減でき ま す。  

ま た、 一般に排水量を 削減でき れば、 処理施設の建設費や維持管理費を節約でき ま す。  

排水の水質改善、 排水量の削減の手法には次のよ う なも のがあり ま す。  

１  製造方法・ 工程等の変更 

例 ・ 金属表面処理における 酸洗いを 研磨に変更 

２  薬品、 原材料の変更、 削減 

例 ・ めっ き 業において、 めっ き 浴を シアン化合物の含ま ない方法に変更 

・ 使用する 薬剤を 処理困難物質等が含ま れない溶剤に変更 

・ 製版業において、 感光剤を 二ク ロ ム酸の含ま ないも のに変更 

・ 高濃度のめっ き 浴、 ク ロ メ ート 浴を 低濃度のも のに変更 

３  汚染物質、 有用成分の回収、 再利用 

例 ・ 製糖業において、 廃液中の糖分を発酵さ せる こ と によ り アルコ ールと し て回収

（ 再利用）  

・ 製紙業における 流出パルプの回収（ 再利用）  

・ めっ き 業において､回収槽の設置、 排水のイ オン交換等によ り めっ き 成分を回

収（ 再利用）  

４  廃液の委託処分 

例 ・ めっ き 業において、 濃厚シアン廃液の処分を 産業廃棄物処理業者に委託 

・ 写真製版業において、 現像液、 腐食液の処分を産業廃棄物処理業者に委託 

５  使用水量の削減 

例 ・ めっ き 後の製品の水洗を 連続流水方式から 、 製品が通過する と き だけ水洗水を

ス プレ ーする 自動ス プレ ー方式に変更 

・ 製品と 洗浄水の流れる 方向を逆にし た向流水洗の採用 

・ 機械や床の洗浄に使用する ホース の先へのハンド バルブの取付け 
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コ ラ ム ～ 有害物質と その影響 ～ 

 

 

 

   規制さ れている 有害物質は、 工場排水が原因で規制の対象と さ れた物質や、 毒性 

  や人体影響が大き い物質等に大別でき ま す。  

   主な有害物質と 、 その影響・ 特性について紹介し ま す。  

工場排水が原因で規制さ れた物質 

物  質  名 摂 取 原 因 主な人体影響 公 害 名 

カド ミ ウ ム 
米・ 野菜・ 水 

（ 植物濃縮）  
骨軟化症 イ タ イ イ タ イ 病 

アルキル水銀 
魚・ 水 

（ 食物連鎖濃縮）  
中枢神経疾患 水俣病 

規制さ れている 項目のう ち、 毒性や人体影響が大き い物質 

物  質  名 使 用 目 的 主な人体影響 発生事例 

有機り ん 殺虫剤・ 農薬 神経毒性 散布時の吸引事故 

シアン 薬品・ めっ き 溶液 呼吸麻痺 
酸と の混合によ る

シアンガス 発生事故 

ポリ 塩化ビフ ェ ニル ト ラ ンス の絶縁体 脂質代謝異常 食物への混入事故 

ひ素 木材防腐・ 農薬 
神経障害 

発がん性 

散布時の吸引事故 

食物への混入事故 

重金属類 

（ 鉛・ 六価ク ロ ム）  
めっ き 溶液・ 顔料 

消化器疾患 

肝機能障害 

作業時の飛沫・ ガ

ス 吸引事故等 

 

 

 

 

 

 

コラム～有害物質とその影響～ 
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第３ 章 排水処理計画の作成 

 

生産工程の再検討を行っ た後、排水水質の再調査、処理目標値の設定、排水系統の分別、

排水量の把握、 処理方法等の検討を 行い、 最適な排水処理方法を 決定し ま す。  

１  処理の目標値 

排水の規制は、 排水の水質の最高濃度に対し て行われま す。 し たがっ て､排水の水質が

時間変動し ても 下水排除基準を超過し ないよ う にする ため、 処理水質の変動幅を考慮し

た上で､下水排除基準よ り 低い値を 排水処理の目標値と する 必要があり ま す｡ 

２  排水系統の分別 

複数の生産工程から 排出さ れる すべての排水を 混合し てから 処理する こ と は、 一般に

は得策ではあり ま せん。 そこ で、 こ れら の排水を 目的に応じ て系統別に分別する 必要が

あり ま す。  

分別の仕方には次のよ う なも のがあり ま す。  

( 1)  処理を 要する 排水と 処理を要し ない排水と の分別 

例・ 工程排水と 間接冷却水、 生活雑排水と の分別 

( 2)  排水処理法によ る 分別 

処理方法が異なる 排水や互いに処理を阻害する 排水は別系統と する 。  

例・ 有害物質含有排水と BOD含有排水と の分別 

・ シアン系排水と ク ロ ム系排水と の分別 

( 3)  水量と 水質を 考慮し た分別 

例・ 濃厚で少量の排水と 希薄で大量の排水と の分別 

( 4)  有価物の回収を目的と し た分別 

例・ 処理に伴っ て発生する 汚泥から 有価金属を 回収する ための分別 

・ 銀を含む写真定着液の分別 

３  計画排水量 

排水処理施設の規模を 決定する には排水量の把握が必要です。  

( 1)  計画１ 日平均排水量 

事業場の１ ヶ 月間の総使用水量から 「 作業工程で使用さ れて排出さ れない水量」 と

「 排水処理を 必要と し ない水量」 を 引いたも のを１ ヶ 月の操業日数で割っ たも ので、

こ の水量が排水処理計画の基礎と なり ま す。  
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( 2)  計画１ 日最大排水量 

一般には計画１ 日平均排水量の1. 5～2. 0倍の水量と し ま す。 係数の1. 5～2. 0は、 排

水量の月間変動の程度によ って決定し ま す。  

計画１ 日最大排水量を 排水処理施設の運転予定時間で割っ て、 排水処理施設の１ 時

間当たり の処理能力を 決定し ま す。  

( 3)  計画時間最大排水量 

計画１ 日最大排水量を１ 日の操業時間で割った水量の1. 5～2. 0倍の水量と し ま す。

係数の1. 5～2. 0は、 排水量の時間変動の程度によ って決定し ま す。  

排水発生源から 処理施設ま での排水路や調整槽を 設計する 際の基礎水量と し て使用

し ま す。  

４  連続処理と 回分処理 

排水を 連続し て処理施設に送り 、 連続し て処理する のが連続処理です。 こ れに対し 、

排水を一定量ずつ分けて間欠的に処理する のが回分処理です。  

１ 日分の排水を貯留し 、 水質を 均一化し た上で処理する と 、 安定し た処理水質が得ら

れま す。 し たがって、 処理水質の面から は、 回分式で自動制御処理を 行う こ と が最も 望

ま し いと 考えら れま す。 し かし 、 １ 日分の排水を 貯留、 処理でき る 槽を 確保する こ と は

困難な場合が多く 、 不経済になり ま す。 そこ で、 連続式の自動制御処理が一般に広く 採

用さ れていま すが、 こ の場合、 排水量と 排水水質を均一化する ため、 処理施設の始めに

調整槽を 設置する 必要があり ま す。  

なお、 化学反応を 応用し て処理する 場合( 酸、 アルカリ 、 ク ロ ム、 重金属類等) 、 原則

と し て自動制御と し 、 故障に備えて手動でも 制御でき る よ う にし ま す。 少量の排水を回

分処理する 場合は、 手動制御も 可能です。  

５  処理方法の選択 

処理方法の選択に当たっては、 以下の点に考慮が必要です( 特に①、 ②が重要) 。  

① 処理効果が高いこ と  

② 維持管理が容易である こ と  

③ 建設費が安いこ と  

④ 維持管理費が安いこ と  

⑤ 省ス ペース である こ と  

⑥ 汚泥発生量が少なく 、 その処理処分が容易である こ と  

⑦ 有価物回収の可能性の有無 

⑧ 処理水再利用の可能性の有無 

各種排水の一般的処理方法を表３ －１ に示し ま す。  
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主な処理方法の概略は次のと おり です。  

( 1)  中和 

酸性又はアルカリ 性の排水に中和剤を添加し てpHを ７ 前後にする こ と 。  

( 2)  自然沈殿 

浮遊する 固形物を 自然に沈降さ せて除去する こ と 。  

( 3)  凝集沈殿 

① 薬品を 添加し て、 溶解し ている 重金属類を不溶性物質と し て沈殿除去する こ と 。  

② 薬品を 添加し て、 自然沈殿では除去でき ない微細な浮遊物質を 凝集さ せて沈殿除

去する こ と 。  

( 4)  浮上分離 

 浮遊する 固形物を 水面に浮かび上がら せて分離除去する こ と 。  

( 5)  酸化・ 還元 

「 酸化」 と は、 物質が酸素と 結合する こ と 、 又は物質から 水素や電子が失われる こ

と 。「 還元」 と は、「 酸化」 の逆の反応。 こ れら の反応を 利用し て排水を処理し ま す。  

( 6)  生物処理 

 微生物の代謝を利用し て有機物を分解する こ と 。  

( 7)  イ オン交換 

イ オン 交換樹脂等を用いて、 排水中の微量有害金属の除去や特定の有価物の回収を

行う こ と 。  

( 8)  吸着 

 排水中の微量の溶解物質や浮遊物質を固体の吸着剤に付着さ せて除去する こ と 。  

( 9)  ろ過 

 排水を 布や砂層等に通し 、 浮遊物質を分離除去する こ と 。  
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表３ －１  排水の種類と 主な処理方法 

排 水 の 種 類 主  な  処  理  方  法 

高温排水 空冷法、 水冷法 

酸･アルカリ 排水 中和法 

BOD成分含有排水 生物処理法 

SS含有排水 ろ過法、 自然沈殿法、 凝集沈殿法 

シアン含有排水 薬品酸化法 

水銀化合物含有排水 キレ ート 交換樹脂法 

り ん含有排水 生物処理法、 凝集沈殿法 

六価ク ロ ム含有排水 薬品還元沈殿法、 イ オン交換樹脂法、 吸着法 

ひ素含有排水 凝集沈殿法、 吸着法 

重金属類含有排水 凝集沈殿法、 イ オン交換樹脂法 

油類含有排水 浮上分離法、 吸着法、 沈殿法、 ろ過法、 生物処理法 

還元性物質含有排水 凝集沈殿法、 ばっ 気法、 薬品酸化法 

フ ェ ノ ール類含有排水 薬品酸化法、 生物処理法 

ふっ 素含有排水 凝集沈殿法 

ほう 素含有排水 凝集沈殿法、 吸着法 

ト リ ク ロ ロ エチレ ン等含有排水 吸着法、 ばっ 気法( 排ガス 吸着装置付き )  
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第４ 章 排水処理施設の維持管理 

 

事前に十分な検討を重ねて設計し た排水処理施設であっ ても 、 日頃の維持管理を正し く

行わなければ良好な処理水質は確保でき ま せん。 排水処理施設の維持管理は生産施設の維

持管理と 同じ よ う に重要です。  

１  運転方法の習熟 

排水処理施設は、決めら れた手順に従い、決めら れたと おり に運転する のが基本です。

排水処理施設の技術説明書等を 熟読し て、 運転方法を 十分に理解し ておく こ と に加え、

誰でも 操作でき る よ う に運転マニュ アルを作成し ておく こ と も 必要です。  

ま た、 慣れによ る 単純な誤操作を 防止する ためにも 、 運転マニュ アルによ る 的確な操

作が重要です。  

なお、 手動操作で処理する 場合、 薬品注入など は自動制御を用いる こ と で、 人為ミ ス

を防ぎ確実な排水処理を行う こ と ができ ま す。  

２  原水の水質管理と 記録 

排水処理施設が、 目的ど おり の機能を 発揮し ている か否かを 確認する ため、 排水処理

施設に流入する 排水( 原水) の水量や水質も 定期的に測定し ま す。  

測定の際は、 流入水の試料を 採取する 場所およ び時間を 検討し た上で、 排水の水質が

最も 悪い時間帯を 選んで水質測定を 実施し てく ださ い。  

も し 、測定の結果、水質、 水量が大き く 変動し ている よ う であれば、水質の均一化を考

えなく てはなり ま せん。 すでに、 調整槽を 設置し ている 場合でも 均一化がう ま く 図れて

いないと 判断さ れる と き は、 攪拌方法等を 再検討する 必要があり ま す。  

ど のよ う な施設でも 、 設計書で保証し ている 能力以上のも のを 処理する こ と は困難で

す。例えば、 作業工程で発生し た濃度の高い廃酸、 廃アルカリ を一度に排出する と 、 処理

能力オーバーで中和処理が困難になる こ と があり ま す。 こ れは、 シアン の処理、 ク ロ ム

の処理、 食品関係の活性汚泥処理等でも 同様であり 、 特に、 濃厚廃液の排出時等の処理

能力オーバーには十分に注意し なければなり ま せん。  

ま た、 処理系統別に排水を 分別する こ と も 非常に重要です。 分別が不完全である と 、

その施設で処理対象外の物質等は未処理のま ま 施設を 通過し てし ま う おそれがあり ま す。

し たがっ て、排水の分別が確実に行われている かど う かを 確認する 意味で、流入水( 原水)

中の処理対象外物質についても 測定を 行う 必要があり ま す。  

３  処理工程での水質管理 

酸化、 還元、 中和、 沈殿、 浮上分離等の各処理工程での機能調査を 目的と し た水質測

定も 重要です。 各処理工程( 各槽) の流入水、 流出水の水質測定を する こ と によ り 、 処理

の流れを 数量化し て把握する こ と が可能と なり ま す。  
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同時に、 処理対象物質が各工程でど う 変化する かを 知る こ と も 意義があり ま す。 一般

の処理施設の場合、 処理工程における 化学反応や物理的な条件はある 程度解明さ れてい

る ので、 各処理工程の処理条件( pH、 ORP等) 、 化学反応式等を熟知すれば、 異常が発生し

た時にも 適切な措置を講ずる こ と ができ ま す。  

各工程別に測定し た水質の結果は、 槽の処理効率の算定のためだけではなく 、 攪拌方

法や攪拌状態、 処理薬品の濃度・ 注入量、 沈殿槽の汚泥生成条件等の適正化を 図る ため

に必要なデータ にも なる ので、 こ れら をも と に水質面ばかり でなく 、 コ ス ト 面から も 最

適な処理条件を 決定し 、 安定し た処理水質が常に得ら れる よ う に考慮し なければなり ま

せん。  

 

４  処理水の水質管理 

処理水は、 工場製品に例えれば、 生産品にあたり ま す。 工場では品質管理と し て、 全

品検査の他、 随時、 抜取検査等を 実施し て生産品の品質を 保証し ていま す。  

排水処理においても 、 生産品と し ての処理水を 検査する こ と は、 処理水質の安定性と

安全性を高める ために必要です。  

ま た、 こ う し た検査を 実施し た場合、 その測定結果は、 記録し 保存し ておく こ と が必

要です。  

５  定期的な保守点検の実施 

排水処理施設の故障の未然防止や寿命を長く 保つには、定期的な保守点検が必要です。

ど のよ う に優れた排水処理施設であっ ても 、 保守点検を 十分行わなければ排水処理施設

本来の性能が発揮さ れま せん。 常に良好な状態で使用する ためには、 行き 届いた管理が

必要と なり ま す。  

例えば、 ポンプ、 モータ ー等の機械設備の点検・ 注油、 金属部分や槽の防食措置の定

期的な点検、pH計やORP計の電極等における 必要最低限の交換部品や使用薬品を 常に用意

し ておく こ と 等です。 ( pH計、 ORP計の電極の校正・ 保守点検については、 資料編参照)  

適正な保守点検を行う と 、 次のよ う な利点があり ま す。  

① 排水処理、 公害一般についての注意喚起がなさ れる 。  

② 単純な運転操作ミ ス によ る 下水排除基準超過が防止さ れる 。  

③ 長期的視野に立っ た排水処理がなさ れる 。  

④ 薬品等の維持管理費が抑えら れる 。  

排水処理施設の保守点検には、日常点検と 定期点検があり ま す。前者は毎日行う 点検、

後者はそれよ り 長い期間毎に行う 点検です。  

( 1)  日常点検 

① 排水処理施設の日常点検 

排水処理施設の日常点検では、 外観上の点検が中心になり ま す。 日常点検が完全

に行われていれば、 機器類の致命的な故障は避ける こ と ができ ま す。  



 

42 
 

ま た、 運転状況の経時的変化を 把握する こ と で、 定期点検の時期を 決定する 資料

にも なり ま す。  

排水処理施設の運転状況を把握する ための項目と し ては次のよ う なも のがあり ま す。 

ア 操業時間、 排水処理施設運転時間 

イ  各種機器類の点検・ 清掃( 目視・ 音等)  

ウ  使用水量、 処理水量 

エ 処理薬品の使用量、 保管量、 配管のつま り 等 

オ 処理水の水質 

カ 汚泥脱水装置の運転状況、 発生汚泥量 

キ 濃厚廃液の発生量、 処分状況 

イ の各種機器類の点検・ 清掃について、 特に自動制御計器類は、 水質の管理には重

要な部分です。 こ れら の計器類にはセンサーと し て非常にデリ ケート な電極等が内蔵

さ れている ので、 その取扱いと 維持管理に十分に留意し なければなり ま せん。 特に、

pH制御は排水処理の基本であり 、 水質管理のために様々な箇所で使用さ れていま す。

１ 台のpH計器の故障が、 排水処理全体に大き な影響を与える こ と も 少なく ないので、

日常的に保守管理を十分に行わなければなり ま せん。  

オの処理水の水質チェ ッ ク には、 公定分析法以外に、 試験紙、 検知管等の簡易測定

器具を 使用する 方法があり ま す。 ただし 、 簡易測定の結果は、 公定分析法の補完と し

て使用し てく ださ い。  

 

② 点検結果の記録 

日常点検の結果は、 記録し ておく 必要があり ま す。 排水処理施設の特徴に応じ た

記録用紙を作成し 、 運転日報( 例: 表４ －１ ) と し て残し ておき ま し ょ う 。 運転日報か

ら 項目を 選んで月報、 年報等を作成する と 、 運転状況の経時的変化がさ ら によ く 把

握でき ま す。  

記録用紙を 作成する 場合の一般的な注意事項は次のと おり です。  

ア 法令によ って記載が義務付けら れている 項目は必ず入れる 。  

イ  保守点検すべき 事項をその都度考えなく ても よ いよ う に、 チェ ッ ク リ ス ト の様

式を 整える 。  

ウ  記入及び集計し やすく する 。  

記録用紙は、 目に付き やすく 記入し やすい場所に置いてく ださ い。  
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表４ －１  排水処理施設運転日報の例 
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( 2)  定期点検 

日常点検だけでは、 排水処理施設や機器類の内部の状態ま で十分に把握する こ と は

でき ないため、定期的に精密な点検を 行い、部品の交換や故障箇所の修理を 行いま す。

定期点検で機器類の老朽度を 知る こ と は、 排水処理施設を 安定し て運転する 上で重要

です。  

定期点検の内容は、 各槽の点検( 腐食、 液漏れ、 塗装の剥がれ等) 、 グリ ース 交換、

ポンプ、モータ ー、攪拌機等の保守点検等のよ う に日常点検に準じ て行える 事項から 、

脱水装置のオーバーホール、 pH計・ ORP計の回路点検、 制御盤の電気回路点検と いった

専門業者に委託すべき 事項ま で、 広範囲にわたり ま す。  

定期点検の実施に当たっ ては、 点検項目を分類し 、 月間及び年間を 通し てのス ケジ

ュ ールを 作成し ま す。 装置を 停止し たり 機器類を 取り はずし て点検する 場合は、 生産

部門と 十分に打ち合わせを 行い、 未処理水が排出さ れる こ と がないよ う にし ま す。  

ま た、 設置メ ーカー等の専門業者に定期点検を 依頼する 場合は、 必ず水質管理責任

者若し く は排水処理施設の担当者が立ち会う よ う にし ま す。 なお、 こ う し た点検の結

果は、 あら かじ め定めた記録用紙に必ず記録し ておき ま す。  

６  排水処理施設の周囲の整理整頓 

日常の運転管理業務を 円滑に行う と 共に作業の安全性を 確保する ため、 排水処理施設

の周囲は整理･整頓し ておき ま す。 処理に必要な薬品や発生し た汚泥を 放置し ておく と 、

思わぬ事故の発生を招く 危険性があり ま す。 特に屋外への放置は種々の問題を 発生さ せ

る ため、 絶対に行ってはいけま せん。  

７  薬品類等の管理・ 事故防止 

排水処理に使用する 硫酸や苛性ソ ーダ( 水酸化ナト リ ウ ム) 等の薬品類の多く は、 毒物

及び劇物取締法によ り 、 劇物と さ れていま す。  

こ のよ う な排水処理薬品類は、 盗難防止のために施錠でき る 保管庫や専用の保管室等

に保管し ま す。  

ま た、 薬品容器の破損や漏えいによ る 流出事故に備えて、 保管庫や薬品貯留タ ンク 周

囲に防液堤を設ける 等の措置を講じ てく ださ い。 防液堤については、 雨水排除用のバル

ブが開放状態では薬品流出事故時には対応でき ないため、 平素の点検も 重要です。  
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コ ラ ム ～ “ ｐ Ｈ” と は ～ 

 

 

  

コラム～“pH”とは～ 

東京都下水道局が事業場の立入検査時等に採水し ている 検査項目の

う ち、 最も 超過が多い項目が、 水素イ オン濃度(p H)です。  

p H と は、 酸性・ アルカリ 性の度合いを表すも ので、 0 から 1 4 ま

での数値で表し ま す。 7 が中性で、 7 よ り も 小さ い値が酸性、 7 よ り

も 大き い値がアルカリ 性です。  

ちなみに呼び方は、 ペーハーと も 呼ばれていま すが、 計量法およ び

J IS ではピ ーエイ チと 呼んでいま す。  

p H は水素イ オン濃度[H+]から 以下の計算式によ り 求めま す。   

p H＝－log 1 0 [H＋] 

身近な液体の p H は以下のと おり です。  

 酸性 中性 アルカリ性 

０   １   ２     14 ７  

東
京
の
水
道
水
协
平
均
値
卐 

  

レ
モ
ン
汁 

８  ４  
ビ
勖
ル
・
日
本
酒 

酢 炭
酸
飲
料 

９  10 11 12 13 
海
水 

石
厳
台
水 

５  ６  

[ 下水排除基準]  

・  製造業又はガス 供給業 

・  上記以外の業種 

 ３  
雨
水 

牛
乳 

塩
素
系
漂
白
剤 

 

( 5. 7 を超え 8. 7 未満)   

( 5 を超え 9 未満)  

 

●  酸性排水・ アルカリ 性排水の影響 

強酸性・ 強アルカリ 性の排水を流すと 、 水再生センタ ーでの生物処

理機能を低下さ せま す。  

ま た、 酸性排水は、 下水道施設を腐食さ せま す。  
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第５ 章 水質測定のための試料採取 

 

事業場で行う 水質の測定の意義は、 排水処理施設の運転状況を 把握する ために行う も の

と 、 公共下水道へ排除する 下水の水質を 明ら かにする ために行う も のと があり 、 後者につ

いては下水道法によ り 測定の義務が課せら れていま す。  

 

１  水質測定の測定回数及び採取時刻 

下水道法施行規則第15条に定めら れた下水の水質の測定回数は次のと おり です。  

① 温度、 pH · · · · · · · · ·  排水の期間中１ 日１ 回以上 

② BOD · · · · · · · · · · · · · ·  14日を 超えない排水の期間ごと に１ 回以上 

③ ダイ オキシン類 · · ·  １ 年を 超えない排水の期間ごと に１ 回以上 

④ その他の項目 · · · · ·  ７ 日を 超えない排水の期間ごと に１ 回以上 

試料は、 測定し よ う と する 下水の水質が最も 悪いと 推定さ れる 時刻に水深の中層部か

ら 採取する こ と が望ま し いです。 こ の時刻を 推定する ためには、 事業場の操業状態を 把

握し ていなければなり ま せん。  

排水処理施設の運転管理のためには法定の回数以上の水質測定が必要であり 、 排水の

期間中、 適当な間隔で試料を 採取する 等し て、 常に処理の状態を 把握する よ う 努めてく

ださ い。  

２  試料の採取箇所 

水質測定を 行う 目的の違いによ っ て、 試料の採取箇所も 異なり ま す。  

法に定めら れた水質測定を 行う 場合は、 事業場の全ての最終私設ま すで試料を 採取し

てく ださ い。 図５ －１ に例を 示し ま す。  

図５ －１ の( 例２ ) では、 公共下水道に流入する 排水の水質を測定可能な私設ま すがな

いので、 ２ 系統の排水が合流する Ａ 点から Ｂ 点の間に最終私設ま すを設置し て、 そのま

すで試料を 採取し てく ださ い。 なお、 公共下水道管理者が設置する 公共ま すを 無断で開

ける こ と を 禁止し ている ため、 事業者は公共ま すで試料の採取を 行っ てはなり ま せん。  

排水処理施設が回分式の場合は、 処理水を 放流する 際に事業場内の最終私設ま すで試

料を採取し てく ださ い。  

処理施設の運転管理のために行う 水質測定の場合は、 処理施設によ っ て試料の採水箇

所が異なり ま す。 一般に、 調整槽、 反応槽の流入口及び流出口、 処理水槽等で採取し ま

す。  

回分式の処理施設では、 処理前と 処理後の採水の他に、 各反応の前後で試料を 採取す

る こ と が望ま し いです。  
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図５ －１  試料採取箇所 

 

３  試料の採取方法 

水質測定の試料の採取方法は、 測定方法と 同様に重視する 必要があり ま すが、 無造作

に行われている 例が少なく あり ま せん。  

排水の試料採取にあたっては、 使用する 試料容器や採水の方法に注意し てく ださ い。  

試料容器は、 あら かじ め十分に洗浄し た無色の硬質ガラ ス 瓶ある いは無着色のポリ エ

チレ ン 瓶を 使用し ま す。 ノ ルマルヘキサン抽出物質含有量の試料瓶は、 ガラ ス 製と し ま

す。  

試料瓶は、 外部から の物質の混入や水中の成分が揮散する のを 防止する ために、 密栓

でき る も のでなければなり ま せん。  

一升瓶やビ ール瓶等の軟質ガラ ス 製の瓶、 ある いはゴムやコ ルク 製の栓は、 測定結果

に影響を及ぼすので使用し ないでく ださ い。  

試料は、 直接試料瓶で採取する こ と が望ま し いですが、 水深の浅いま すやピ ッ ト では

採水器を用いま す。  

図５ －２ に簡易採水器の例を示し ま す。  

処理槽、 採水ピ ッ ト 、 採水弁等から 試料を 採取する と き は、 水面の浮遊物や底部の沈

殿物ある いは管内のごみ等が混入し ないよ う に注意し てく ださ い。  
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図５ －２  簡易採水器 

 

４  試料の採取量 

測定項目がpHや重金属のみであれば１ 検体500mL程度でも よ いですが、 BODやSSの測定

には１ ～２ Lの試料が必要と なり ま す。  

ま た、 ノ ルマルヘキサン抽出物質含有量の測定試料は、 他の項目の検水と は別の瓶に

採取し ま す。 その量は濃度によ っ ては最大で数リ ッ ト ルを 要し ま す。  

５  試料の保存 

採取し た試料は直ちに測定を 行う こ と が原則ですが、 こ れができ ない場合は、 試料の

保存処理を 行ってく ださ い。  

主な測定項目別の試料の保存処理を、 表５ －１ に示し ま す。  

保存処理を 行っ た試料の安定性は、 同一の項目についても 共存成分によ っ て異なり ま

す。 こ のため、 特別な場合を 除き 保存期間を 明示し ていま せんが、 こ れは長期間安定で

ある こ と を 示し ている わけではあり ま せんので、 でき る だけ早く 測定し ま す。  
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表５ －１  試料の保存処理方法 

項   目 保存処理の方法 注意事項 

カド ミ ウ ム、 鉛、 ひ素※、

セレ ン、 総ク ロ ム、  

銅、 亜鉛 

硝酸を加えて pH１ になる よ う にする 。  ※塩酸( ひ素分析用) を用いる 。  

シアン化合物 

苛性ソ ーダ( 水酸化ナト リ ウ ム) ( 20W/V%) を

加えて pHを 12 程度にし て保存する 。 ( 試料

500mL 当た り 苛性ソ ーダ( 水酸化ナト リ ウ

ム) を 2～3 粒加えても よ い。 )  

残留塩素等の酸化性物質がある

場合は、 あら かじ めＬ －アス コ

ルビン酸等で還元し た後、 pH調

整を行う 。  

有機燐 
塩酸を 加えて pH３ ～４ に調整し 、 ０ ～10℃

の暗所で凍ら ないよ う に保存する 。  
 

六価ク ロ ム 
中性の状態で０ ～10℃の暗所で凍ら ないよ

う に保存する 。  

ク ロ ム酸イ オンは還元さ れやす

いため、 可能な限り 速やかに測

定する 。  

水銀、 アルキル水銀 硝酸を加えて pH１ になる よ う にする 。  

ガラ ス 瓶に保存する 場合は１ か

月、 硬質ポリ エチレ ンガラ ス 瓶

に保存し た場合は 2 週間以内に

測定する 。  

有機塩素系化合物等 
測定対象物質等によ る 汚染のない４ ℃以下

の暗所で凍ら ないよ う に保存する 。  

試料は共栓付ガラ ス 瓶に泡立て

ないよ う に静かに採取し 、 気泡

が残ら ないよ う に満水にし て直

ちに密栓する 。  

農薬類( チウ ラ ム ・ シマ

ジン・ チオベンカルブ)  
０ ～10℃の暗所で凍ら ないよ う に保存する 。  

フェ ノ ール類 

り ん酸を加えて pHを約 4 にし た後、 試料１

L 当たり 硫酸銅( 五水塩) を１ g 加えてよ く 振

り 混ぜ、０ ～10℃の暗所で凍ら ないよ う に保

存する 。  

24 時間以内に測定する 。 共存物

質によ っ ては前処理が必要にな

る 。  

鉄及びその化合物、 マン

ガン及びその化合物 

( 共に溶解性)  

試料採取後直ちに孔径 1μｍのガラ ス フ ィ

ルタ 等※でろ 過し た試料に硝酸を 加えて pH

１ にする 。  

※ろ紙５ 種Ｃ 又は６ 種でも よ い 

生物化学的酸素要求量 

浮遊物質 
０ ～10℃の暗所で凍ら ないよ う に保存する 。 なる べく 早く 測定する 。  

ノ ルマ ルヘキ サン 抽出

物質 

メ チルオレ ン ジ指示薬を 滴下し て赤色を 呈

する ま で( １ ＋１ ) 塩酸を加えて、pH４ 以下の

酸性にする 。  

 

全窒素 
塩酸又は硫酸で pH２ と し 、 ０ ～10℃の暗所

で保存する 。  
 

全り ん 
中性の状態でク ロ ロ ホルム を 1Ｌ 当たり ５

mL 添加し 、 ０ ～10℃の暗所で保存する 。  
 

よ う 素消費量 

苛性ソ ーダ( 水酸化ナト リ ウ ム) ( 20W/V%) を

加えて pHを 12 程度にし て保存する 。 ( 試料

500mL 当た り 苛性ソ ーダ( 水酸化ナト リ ウ

ム) を 2～3 粒加えても よ い。 )  

なる べく 早く 測定する 。  
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６  試料採取時及び測定結果の記録 

試料採取時の状況を でき る だけ詳細に記録し ておく こ と が望ま し いです。こ の記録は、

後に水質測定結果の検討を行う と き 等に役立つも のです。  

試料採取時の記録事項は、 次のと おり です。  

① 試料名称： 処理水、 放流水、 ク ロ ム系原水、 シアン２ 次反応槽流出水等 

② 採水箇所： 放流槽、 最終中和槽、 ク ロ ム系調整槽、 シアン２ 次反応槽流出口等 

③ 採水方法： 試料瓶直接採取、 採水器使用等 

④ 採水期日： 年月日及び時刻 

⑤ 天候等： 当日及び前日の天候、 気温、 水温 

⑥ 採水者名：  

⑦ 試料の外観： 懸濁物質、 沈降物質、 色相、 臭気の有無 

⑧ 試料の予備処理：  

⑨ その他： 事業場の操業状況、 処理水量等 

こ の記録と 水質の測定結果を 基に、 表５ －２ に示す｢水質測定記録表｣に必要事項を記

入し ま す。  

なお、 こ の「 水質測定記録表」 は下水道法施行規則第15条の定めによ り 、 5年間の保存

義務が課せら れていま す。  

表５ ―２  水質測定記録表 

測定年月日

及び時刻 

測 定 場 所 

特定施設の

使用状況 
採水者 分析者 

測 定 項 目 

備考 
名称 

排 水 量 

( 単位： ㎥/

日)  

     

            

            

            

            

            

            

            

            

            

備考 採水の年月日と 分析の年月日が異なる 場合には、 備考欄にこ れを 記入する こ と 。  
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コ ラ ム ～ 単位の話 ～ 

  コラム～単位の話～ 

 下水排除基準では、 m g /L 等の単位が使用さ れていま す。 こ れは、 体積当

たり の重さ を 表す濃度の単位で､下水排除基準の場合では、 1 L(リ ッ ト ル)の

排水の中に対象物質が何 m g 含ま れている かと いう こ と を 示し ま す。  

 公害問題が深刻になった頃から 、 少ない量を表現する 単位と し て p p m が

広く 使用さ れていま すが、 こ れは、 p a rts  p er m illio n の頭文字をと っ たも の

で、1 0 0 万分のいく ら かを意味し ま す。し たがっ て、p p m はパーセント (％)

と 同様に割合を 表す数値で、 1 p p m =0 .0 0 0 1 ％と なり ま す。  

 ま た、 水溶液の場合 1 Ｌ が約 1 kg なので、 m g /Ｌ =p p m と し て使用さ れ

る こ と も あり ま す。  

 ダイ オキシン類の基準は p g -TEQ/L と いう 単位が用いら れていま す。 ダ

イ オキシン類は、 似た構造を 持つ物質の総称ですが、 個々の物質の毒性が異

なる ため、 個々の毒性を考慮し た合計値と し て TEQ(Toxic  Eq u iv a len t):毒

性等量が使用さ れていま す。  

 ｇ (グラ ム)の前に付いている m (ミ リ )や p (ピ コ )は倍率を示す接頭語で、以

下のよ う な種類があり ま す。 なお、 1 0 0 0 よ り 上の倍率は大文字が基本です

が、k(キロ )は温度の単位 K (ケルビン)と 間違えないよ う に小文字が用いら れ

ていま す。  

       倍率       記号 

1 000 000 000 000 000 000   Ｅ ( エク サ)  

    1 000 000 000 000 000   Ｐ ( ペタ )  
        1 000 000 000 000   Ｔ ( テラ )  

            1 000 000 000   Ｇ ( ギガ)  
                1 000 000   Ｍ( メ ガ)  

                    1 000   ｋ ( キロ )  
                      100   ｈ ( ヘク ト )  

                     0. 01   ｃ ( センチ)  
                    0. 001   ｍ( ミ リ )  

                0. 000 001   μ( マイ ク ロ )  
            0. 000 000 001   ｎ ( ナノ )  

        0. 000 000 000 001   ｐ ( ピ コ )  
    0. 000 000 000 000 001   ｆ ( フ ェ ムト )  

0. 000 000 000 000 000 001   ａ ( アト )  
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第６ 章 排水処理技術 

本章では、 排水処理技術の基本的事項について、 排水処理方法別に説明し ま す。  

ま た、 「 Ⅲ資料編」 に規制物質・ 項目別の処理技術や運転管理上の留意点を 掲載し てい

ま すので、 適宜ご参照く ださ い。  

 

排水処理方法を大別する と 「 物理・ 化学的処理法」 と 「 生物処理法」 です。  

排水処理によ り 発生する 汚泥を減容化する 汚泥処理設備を 導入する 場合も あり ま す｡ 

 

物理・ 化学的処理法 

( １ ) 水質・ 水量調整 

( ２ ) 分離 

( ３ ) 中和・ pH調整 

( ４ ) 酸化、 還元 

( ５ ) イ オン交換 

生物処理法 

( １ ) 活性汚泥 

( ２ ) 接触酸化 

( ３ ) 膜分離活性汚泥 

１  物理・ 化学的処理法 

( 1)  水質・ 水量調整 

排水の水質・ 水量は一般に時間変動がかなり 大き く なり ま す。 そのため、 一連の処

理施設の始めに調整槽を設けて水質・ 水量の均一化を 図り ま す。  

水質の均一化のためには、 調整槽に攪拌装置を設けて排水を よ く 混合し ま す。 攪拌

方法には、 攪拌翼によ る 方法( 機械攪拌) と 空気吹込みによ る 方法( 空気攪拌) があり ま

す。  

水量の均一化は、 滞留時間を 十分にと り 、 調整槽から ポンプで定量的に排水を 汲み

出すこ と で行いま す。 調整槽の大き さ は、 水質・ 水量の時間変動を 調査し 、 均一化に

十分な容量と し ま す。 一般に、 ２ 時間以上の滞留時間を と り ま す。  

ま た、濃厚排水貯槽は､１ 日に発生する 濃厚排水の全量を 貯留でき る 容量が必要です。 

( 2)  分離 

① 沈殿・ 凝集沈殿 

排水を 貯留し 、 浮遊物質を 自然重力によ っ て沈降さ せて除去する 方法です。 排水

中にも と も と 存在する 浮遊物質の分離と 、 何ら かの排水処理を 行っ て生じ た浮遊物

質の分離と に用いま す。  

沈殿処理は沈殿槽で行いま す。 沈殿槽の大き さ は、 浮遊物質の沈降速度と 排水量

を も と に決めま す。 浮遊物質の沈降速度は、 固形物粒子の密度や直径が大き いほど

大き く 、 ま た排水の粘度が小さ いほど 大き く なり ま す。  
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なお、 排水中の微細な粒子を 集合さ せ、 大き な粒子に成長さ せて分離を 容易にす

る こ と を凝集と いいま す。 凝集処理においては、 硫酸アルミ ニウ ム 、 塩化鉄（ Ⅲ）

高分子凝集剤等の凝集剤を使用し ま す。  凝集剤を 注入し 、 短時間の急速攪拌で混合

し たのち、 緩速攪拌を 行い、 大き な粒子に成長さ せま す。 凝集剤の種類と 添加量、

pH、 攪拌時間が重要と なり ま す。  

図６ －１ に代表的な沈殿槽を 示し ま す。  

 

図６ －１  沈殿槽 

 

  ○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

   浮遊物質、 油類( ノ ルマルヘキサン抽出物質) ､重金属類､よ う 素消費量､り ん、 ふっ素 

 

② 浮上分離 

水よ り 比重が小さ い浮遊物質、 又は見掛けの比重を 小さ く し た浮遊物質を 水面に

浮かび上がら せて固液分離を 行う 方法です。 浮遊物質と 水と の比重差を 利用する 点

は沈殿法と 似ていま すが、 浮遊物質の移動方向が反対である 点が異なり ま す。 浮遊

物質の浮上速度は、 その粒子の直径が大き いほど 、 そし て比重が小さ いほど 大き く

なり ま す。  

水よ り 比重が小さ い浮遊物質を 自然に浮上さ せる 方法を自然浮上法と 呼びま す。

こ の方法は、 油の分離除去に多く 用いら れていま す。  

一方、 水よ り 比重が大き い浮遊物質に気泡を 付着さ せ、 見掛けの比重を 小さ く し

て浮上さ せる 方法を強制浮上法と 呼びま す。 こ の方法は、 付着する 気泡の発生方式

によ り 、 加圧法と 減圧法( 真空法) があり ま すが、 一般に加圧法( 加圧浮上法) が使わ

れま す。 加圧法では、 加圧状態で空気を 水に溶解飽和し 、 こ れを 常圧( １ 気圧) の排

水中に注入する こ と で微細気泡を発生さ せて浮遊物質に付着さ せま す。  

図６ －２ に加圧浮上法のフ ロ ーシート を 示し ま す。  
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図６ －２  加圧浮上法 

 

○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

    油類( ノ ルマルヘキサン抽出物質) 、 BOD 

 

③ ろ過 

液体を布や砂層等の多孔質のろ材に通し て、浮遊物質を液体から 分離する 方法です。 

ろ過装置は、 以下のと おり 、 自然重力式、 加圧式( 圧力式) 、 減圧式( 真空式) に大

別でき ま す。  

 

自然重力式 砂ろ過槽、 布ろ過槽、 紙ろ過器等 

加圧式( 圧力式)  フ ィ ルタ ープレ ス 、 バグフ ィ ルタ ー 

減圧式( 真空式)  真空ろ過機( ド ラ ム式、 ベルト 式) 等 

 

ろ材と し ては、 砂、 礫、 アンス ラ サイ ト 、 ガーネッ ト 、 布等があり ま す。  

  ろ過には、 排水中の低濃度の浮遊物質を 分離する ための「 清澄ろ過」 と 、 汚泥等

の高濃度なも のを 脱水する ための「 脱水ろ過」 と があり ま す。  

  清澄ろ過は、 ろ 材に砂、 礫、 アンス ラ サイ ト 等を 使用し た自然重力式又は加圧式

の砂ろ 過法が一般的です。 排水処理では、 凝集沈殿処理を し た後の固液分離によ く

用いら れていま す。  

 

脱水ろ過は、 ろ材に布を使用し た方法が最も 多いです。 加圧式又は減圧式のろ過

装置が多く 用いら れ、 フ ィ ルタ ープレ ス が代表的な機種です。  

図６ －３ にフ ィ ルタ ープレ ス を示し ま す。  
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図６ －３  フ ィ ルタ ープレ ス  

 

○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

   凝集沈殿処理を行う も の、 油類( ノ ルマルヘキサン抽出物質)  

 

④ 吸着 

排水中の微量の溶解物質又は浮遊物質を 固体の吸着剤に付着さ せて除く 方法です。 

吸着剤には、 活性炭、 合成ゼオラ イ ト 、 活性アルミ ナ、 シリ カゲル、 活性白土、

繊維く ずの成型品、 ス ポンジ等があり 、 活性炭が最も 多く 使用さ れていま す。 活性

炭は多孔質で表面積が非常に大き く 、 フ ェ ノ ール、 色素、 臭気物質等の有機物、 重

金属等をよ く 吸着し ま す。  

吸着剤の使い方と し ては、 排水中に粉末又は微粒状の吸着剤を添加し て吸着を行

わせた後に、 沈殿又はろ過によ り 吸着剤を分離する 方法と 、 塔又は槽に粒状又は塊

状の吸着剤を 充てんし 、 その固定床に排水を 通し てろ過吸着を 行わせる 方法があり

ま す。 排水処理では、 固定床式の塔型の設備が多いです。  

吸着剤の中には、含油排水の処理に使われる も のがあり ま す。活性白土の粉末は、

排水中のコ ロ イ ド 状の油粒子を 吸着、 沈殿除去する のに使われま す。  

ま た、 ス ポンジは、 水面に浮かべて浮上油膜の除去に使われま す。  

○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

油類( ノ ルマルヘキサン抽出物質) 、 水銀、 六価ク ロ ム、 ひ素、 ほう 素、  

ト リ ク ロ ロ エチレ ン等の揮発性有機化学物質 

(3) 中和、 pH 調整 

「 中和」 と は、 酸性又はアルカリ 性の排水を 中性にする 操作です。 酸性排水に対し

てはアルカリ を 添加し 、 アルカリ 性排水に対し ては酸を 添加し ま す。  

ま た、 「 pH調整」 と は、 金属の水酸化物を 生成沈殿さ せる 操作や、 他の処理のため

の前処理と し て pH を 適正範囲に調整する 操作のこ と です。 pH を下げる ためには酸を

加え、 pHを上げる ためにはアルカリ を 加えま す。  



 

56 
 

水の酸性、 アルカリ 性の度合は、 水素イ オン ( H+) 又は水酸化物イ オン( OH-) の存在量

によ って決ま り 、 pHの数値で表さ れま す。 水素イ オン濃度が水酸化物イ オン濃度よ り

も 高いと 酸性、 その逆だと アルカリ 性、 両者が同じ だと 中性になり ま す。  

pHの値は、 ７ が中性で、 ７ よ り 大き いと アルカリ 性、 ７ よ り 小さ いと 酸性です。 ７

と の差が大き いほど 酸性又はアルカリ 性が強いこ と を 示し 、 pH の差が１ ある こ と は、

水素イ オンの濃度に 10 倍の差がある こ と を 示し ま す。  

○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

pH( 酸性、 アルカリ 性)  

(4) 酸化、 還元 

酸化と は、 物質が酸素と 結合する こ と 、 物質から 水素が失われる こ と 、 すなわち物

質から 電子が失われ原子価が増加する こ と です。 そし て、 こ の逆の反応が還元です。  

排水処理において、 酸化、 還元は、 汚濁物質を分解し たり 、 原子価を増減さ せたり

し て無害化又は他の処理を し やすく する 等の目的で使われま す。 酸化処理さ れる 代表

的物質又は項目には、 シアン、 フ ェ ノ ール、 BOD、 よ う 素消費量、 鉄（ Ⅱ） の類があり

ま す。 ま た、 還元処理さ れる も のには、 六価ク ロ ム、 七価マンガン( 過マン ガン 酸) 等

があり ま す。  

こ れら のう ち、 シアン の酸化は、 シアン を分解し て無害な炭酸ガス と 窒素ガス にす

る 処理であり 、 六価ク ロ ムの還元は、 その有害性を 減少さ せる と 同時に次の処理( 水酸

化物を生成さ せて沈殿除去する 。 ) を 可能にする も のです。  

酸化方法の例と し ては、 次亜塩素酸塩等の酸化剤を 使う 方法、 酸素( 又はオゾ ン ) を

使う 方法( 一般には空気を 吹き 込む。 ) があり ま す。 還元方法の例と し ては、 亜硫酸塩

等の還元剤を 使う 方法があり ま す。  

酸化剤は、ある 物質( 被酸化物) を 酸化し て、自ら は還元さ れま す。一方、還元剤は、

自ら は酸化さ れま す。 つま り 、 酸化剤は還元さ れやすい物質であり 、 還元剤は酸化さ

れやすい物質です。  

ま た、 酸化還元反応は、 電子の授受を行う 反応ですから 、 反応によ って電位を 生じ

ま す。 こ の電位を 酸化還元電位( ORP) と いい、 酸化状態( ORP高) 、 還元状態( ORP低) の目

安と さ れま す。  

○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

 シアン、 六価ク ロ ム、 よ う 素消費量 

(5) イ オン交換 

水に溶存する 塩類は、 陽イ オンと 陰イ オンに解離し ていま す。 こ のよ う な水溶液に

特定の物質を 接触さ せておく と 、 その物質中のイ オンが溶液中に出て、 溶液中のイ オ

ンがその物質中に取り 込ま れま す。 こ の現象を イ オン交換と いい、 こ れを 利用し て排

水中の微量有害金属の除去や特定の有価物の回収を 行う こ と ができ ま す。 イ オン 交換

によ っ て、 排水中に残存する 処理対象物質の濃度を 極めて低く でき る ので、 一連の処

理の最終段階に用いる こ と が多く なっ ていま す。  
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イ オン 交換に主と し て用いら れている 物質は、 化学合成のイ オン交換樹脂ですが、

天然のゼオラ イ ト 等も 用いら れま す。 イ オン交換樹脂には、 陽イ オンに対し てイ オン

交換を 行う 陽イ オン 交換樹脂と 、 陰イ オン に対し てイ オン 交換を 行う 陰イ オン交換樹

脂があり ま す。  

表６ －１ にイ オン交換体の種類を示し ま す。  

排水処理では､一般にイ オン交換体を 塔内に充てんし て、排水を通水する 方法を と り

ま す。  

表６ －１  イ オン交換体の種類 

有機質イ オン交換体 

強酸性陽イ オン交換樹脂 

弱酸性陽イ オン交換樹脂 

強塩基性陰イ オン交換樹脂 

弱塩基性陰イ オン交換樹脂 

キレ ート 樹脂 

有機物吸着樹脂 

無機質イ オン交換体 
天然ゼオラ イ ト  

合成ゼオラ イ ト  

○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

 重金属類 

 

２  生物処理法 

排水中の有機物を 微生物の浄化作用を 利用し て処理する 方法です。 好気性処理と 嫌気

性処理があり 、 それぞれ好気性菌、 嫌気性菌と 呼ばれる 微生物が使われま す。 好気性処

理では好気性菌が酸素を使っ て有機物を 分解し 、 嫌気性処理では無酸素の状態で嫌気性

菌が有機物を 分解し ま す。  

好気性処理には活性汚泥法、 接触酸化法等があり ま す。  

( 1)  活性汚泥法 

 活性汚泥法は好気性の微生物群( 泥のよ う に見える ので「 活性汚泥」 と 呼ばれま す。)

を 排水中に分散懸濁さ せて処理する 方法です。  

 活性汚泥では、 反応槽で排水に活性汚泥を 混合し 、 空気を送り 込んで好気性処理を

行いま す。 活性汚泥は、 有機物を酸化する 力と 有機物を吸着する 力が強く 、 沈殿分離

も 良好です。 反応槽を 出た混合液は沈殿槽に送り 、 活性汚泥を 沈殿分離し ま す。 分離

さ れた活性汚泥の一部は、 反応槽に返送し 再び処理に用い、 増殖し た余分な汚泥は余

剰汚泥と し て別途処理し ま す。  
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○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

  BOD、 窒素、 り ん、 油類( ノ ルマルヘキサン抽出物質)  

( 2)  接触酸化法 

生物反応槽に接触材を 浸漬し 、 接触材に微生物を 付着・ 増殖さ せ、 ばっ 気によ り 生

物膜に酸素を 供給し 廃水中のBOD成分( 有機物) を 酸化・ 分解する 処理法です。 接触材が

流動し ない( 固定さ れている ) 固定床式と 接触材( 担体) を浮遊・ 流動さ せる 流動床式が

あり ま す。  

 図６ －４ に接触酸化法を 示し ま す。  

 

○主な処理対象項目( 資料編参照) ○ 

  BOD、 窒素、 り ん、 油類( ノ ルマルヘキサン抽出物質)  

 

図６ －４  接触酸化法 

 

( 3)  膜分離活性汚泥法 

ちゅ う 房廃水を 原水と し て中水を 製造する 場合、 液中膜を 使用し た膜分離活性汚泥

法( MBR) が多く なってき ま し た。  

孔径0. 4μｍの精密ろ過膜( MF膜) を 反応槽に直接浸漬し て吸引ろ過する ため、沈殿槽

が不要です。  

MLSSを 10, 000mg/L程度で運転する ため、 BOD容積負荷を 高く でき ま す。  

沈澱槽での固液分離がないため、 バルキング対策が不要です。  

図６ －５ に膜分離活性汚泥法を 示し ま す。  

P 
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図６ －５  膜分離活性汚泥法 

３  汚泥の適正な管理 

排水処理は、処理に伴っ て生成する 汚泥の確実な処理・ 処分によ っ て完結し ま す。特に、

有害物質を含む汚泥の適正な処理・ 処分が重要です。  

( 1)  汚泥生成量の把握 

汚泥の処理・ 処分に当たっ ては、ま ず、生成汚泥の質と と も に、生成量を把握し ま す。  

( 2)  汚泥の脱水 

沈殿槽から 引き 抜いた汚泥の含水率は、 通常96～99％です。 こ のよ う に含水率の高

い汚泥は、 そのま ま では取り 扱いにく く 、 経済的にも 不利になり ま す。 そこ で、 沈殿

汚泥は、 脱水処理する のが一般的です。 例えば、 含水率98％の汚泥を 脱水し て含水率

80％にする と 、 その形状は液体( 泥水状) から 固体( ケーキ状) になり 、 体積は10分の１

に減少し ま す。 こ れによ っ て汚泥の取扱いは容易になり 、 汚泥の処分を業者に委託す

る 場合の経費も 軽減し ま す。  

ま た、 汚泥の脱水を行う 場合は、 沈殿汚泥の質・ 量を把握し た上で、 汚泥脱水設備

を導入する こ と が大切です。  

①  脱水の前処理 

脱水処理前に汚泥の濃縮を 行い、含水率を 低く する と 、後の脱水処理に有利です。  

汚泥の脱水性が悪い場合は、 消石灰、 塩化鉄（ Ⅲ） 等の薬品を 添加し て、 脱水性

を 向上さ せま す。 こ の場合、 薬品添加量が多く なればそれに伴って脱水ケーキの量

が増加する ため、 薬品添加量は必要最小限と し ま す。  

② 脱水方法 

汚泥の脱水処理方法と し ては、 機械によ る 方法が主に行われており 、 使用さ れる

装置には多重円板型脱水機、 遠心分離機、 フ ィ ルタ ープレ ス 、 真空ろ過機等があり

ま す。 汚泥生成量が少ない場合は、 砂ろ 過槽やろ布袋によ る 自然ろ 過法が行われま

す。 こ れら の脱水方法によ る ろ液ある いは分離液は、 下水排除基準を超える 場合が

ある ので、 原則と し て原水貯槽や調整槽に返送し ま す。  

ちゅう房系原水 
又は処理水 

スクリーン 

流量 

調整槽 

MF 膜 

反応槽 

再生水利用 

汚泥処理 
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( 3)  汚泥の処分 

事業場が自ら 汚泥の最終処分ま で行う こ と は困難であり 、 多く の事業場は、 都道府

県知事の許可を受けた産業廃棄物( 汚泥) 処理業者に汚泥の最終処分を 委託する こ と に

なり ま す。  

 その場合は、 廃棄物関連法令に則り 、 産業廃棄物管理票( マニフ ェ ス ト ) を 発行し 、

汚泥の処分を 適正に行わなければなり ま せん。   
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第７ 章 事業場における 基準超過・ 事故事例 

水質事故発生時や基準超過し てし ま っ た場合は、 真の事故原因を 突き 止めた上で対策を

講じ る こ と で、 再発防止につなげる こ と が大切です。  

ま た､原因は１ つと は限ら ないので、すべての原因を突き 止めて対策を 講じ る こ と が必要

です。  

東京都下水道局で過去に確認し た基準超過及び事故の事例を 表７ に示し ま す。 再発防止

のための対策について、 各事業場で参考にし てく ださ い。  

 

表７ －１  原因別基準超過事故例 

１ 人的過失によるもの 

№ 基準超過の内容 再発防止の対策 

１  
 濃厚廃液を運搬中にこぼして、地下槽に

流入した。 

保管場所、運搬方法、運搬ルート、作業

人数等、作業内容を見直す。 

２  

 自主分析で銅が基準超過していたが、水

質管理責任者が工場長に報告せず、対応

がとられていなかった。 

①銅の基準超過原因を究明し、対応する。 

②維持管理体制を見直す。 

水質管理責任者と従業員への教育を徹

底する。 

３  
 処理薬品が切れてブザーが鳴ったが、うる

さいのでブザーを止めて作業を継続した。 

①処理薬品の補充体制を整備する。 

②ブザーが鳴った場合の対応を徹底する。 

ブザーと併用して作業場付近にパトライト

を設置する。 

４  
 中和槽の pH 計が 9.2 を指していたが、気

が付かず作業を続けていた。 

① pH 基準超過原因の究明及び対策 

②維持管理体制を見直す。 

 従業員への教育を徹底する。 

 警報ブザー、パトライトを設置する。 

５  

 テトラクロロエチレンを吸着する活性炭カ

ートリッジの交換を怠ったため、吸着能力が

低下し、基準値を超える排水が下水道に流

出した。 

①活性炭カートリッジを交換する。 

 吸着装置付きの曝気装置を新設する。 

②活性炭カートリッジの点検体制を整備す

る。 

６  
 イオン交換樹脂の飽和に気が付かず使い

続け、処理水質が悪化した。 

電気伝導度の値をチェックし、飽和する

前に交換する。 

７  

 シアンが付着した前掛け等の作業服を洗

濯する際、その排水を雑水系統の排水処理

施設に入れていたため、基準値を超えるシ

アンが検出された。 

 雑水系統へ流していた洗濯排水を、シア

ン系の排水処理施設に流すように変更す

る。 
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２ 施設・機器等の不具合によるもの 

№ 基準超過の内容 再発防止の対策 

８  

 最終中和槽で使用している pH 計のガラス

電極の先端部が壊れていたが、pH 計の指

示値が７付近で止まっていたため正常に稼

動していると思い、故障に気づかず、基準

値を超える pH の排水が下水道に流出し

た。 

pH 電極を新品と交換し、電極の点検･清

掃･校正等の維持管理を定期的に行う。 

(pH 電極が汚れて感度が鈍ると同じような事

故となります。) 

９  

 沈殿した汚泥を脱水機に送る水中ポンプ

が故障したため、沈殿槽から汚泥が越流し

て下水道に流出した。 

①故障した機器を修理(交換)する。 

② 異常発見のための体制をつくる。 

10 

 配管がつまって、塩化カルシウムが注入さ

れていなかったため、ふっ素が基準超過し

た。 

①配管のつまりを解消する。 

②ふっ素除去用のカルシウム剤は、配管の

中で固まりやすく、つまりやすいので、定

期的に点検する。 

11 

 シアン系原水配管がつまり、接合部から漏

えいした。配管が公共ますへ通じる排水路

内に敷設されていたため、未処理のまま下

水道に流出した。 

①配管がつまった原因を究明し対策を講じ

る。 

②漏えいした配管を交換し、排水路に堰を

設ける（雨天後の水抜栓付）。 

③配管等について、日常の目視確認及び

定期点検を実施する。 

12 

 メッキ液に加えている炭酸ソーダにより循

環系が閉塞し、循環ポンプが過熱、塩ビ配

管が軟化して外れ、メッキ液が流出した。 

①配管の保温材をはずして異常を見つけや

すくする。 

②炭酸ソーダの濃度が高いと固まりやすい

ので、濃度を再検討する。 

13 

 劣化した水道蛇口からの水道水漏えい

で、工場内が浸水した際に、工場内排水路

等に残存していたシアン系原水が、酸アル

カリ系原水に混入した。 

①水道蛇口を交換する。 

②水量計を付け､終業時に止水確認を行う｡ 

③目視できる配管接合部等の定期点検を

実施する。 

14 

 コンクリート製塩ビ張りのシアン原水地下

貯槽の底に亀裂があり、地下にしみ出した

シアン原水が付近の下水道管のつなぎ目

から下水道管内に侵入したため、その下流

部で常時シアンが検出された。 

①地下貯槽の亀裂を補修する。 

②地下貯槽の横に井戸を掘ってシアンを含

んだ湧水をくみ上げ、シアン系の排水処

理施設で処理する。 

③定期的に地下貯槽の点検を行う。 

15 

 配管のエルボがはずれたため、洗煙用の

アルカリ液が、床の雨水系排出口から雨水

系貯槽に入り、下水道に流出した。 

①水圧試験を実施し、支持金具を強化す

る。 

②配管下部に防液堤を設ける。 

③床面の雨水系排出口を閉鎖する。 
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３ 運転管理不良によるもの 

№ 基準超過の内容 再発防止の対策 

16 

 薬品濃度不適により、pH 調整がうまくいっ

ていなかったため亜鉛が基準超過した。事

業場は毎日パックテストで確認していたが、

パックテストが使用期限を大幅に超過してい

て、基準超過値であるにもかかわらず発色

せず、発見が遅れた。 

①亜鉛基準超過の原因(薬品濃度不適がな

ぜ起きたか？)を究明し対応する。 

②パックテストは、冷暗所(極力冷蔵庫)に保

管し、使用期限にも注意する。 

17 

 最終中和槽で使用している硫酸と苛性ソ

ーダ(水酸化ナトリウム)の濃度が高すぎたた

め、pH の自動制御で注入される薬品が入り

すぎ、pH の基準値を超える排水が下水道

に流出した。 

中和用の硫酸と苛性ソーダ(水酸化ナトリウ

ム)を適正な濃度にする。 

(ハンチングに注意する。) 

18 

 ふっ素の除害施設を設置しているが、原

水濃度が高すぎる（10,000mg/L 以上）た

め、基準値内まで落ちない。 

一番濃い廃液を回収・再利用する等、作

業を見直す。 

19 

 シアン反応槽で次亜塩素酸ナトリウム過剰

のため、汚泥が微細になり、沈殿槽で捕捉

できなくなる。 

①pH、ORP の適正化により次亜塩素酸ナト

リウムを削減する。 

②凝集剤を添加し、上澄水を全量ろ過す

る。 

20 

 薬品槽に水道水が自動注入されて、薬品

濃度が薄くなったため処理が追いつかなか

った。 

①薬品槽への水道水の自動注入量を再設

定する。 

②設定できない場合は、水道水の注入を手

動にする。 

21 
 フィルタープレスの圧を上げすぎて、ろ布

が破損して汚泥が漏れてしまった。 
圧力は適正値を守る。 

22 

 総排水が少なくなった、又は排水の少な

い時間帯があり、運転間隔が空いてしまうた

め、運転初期の不安定状態が繰り返し起こ

り処理水質の悪化が継続する。 

 加圧浮上に送る水量を少なくして（レベル

計調整、送水量調整）、運転休止時間がな

いようにする。又は、運転再開時の水質が

悪い処理初期水は一定時間原水槽に戻

す。 

23 
 原水濃度量に対して、流動担体量が不足

して処理水質が悪化する。 

反応槽容量や流動担体量等を検討した

設計書を元に適切な運転を行う。 

24 
 流動担体が時間経過とともに槽から流出し

てしまい、処理水質が悪化する。 

流出防止策を検討し、適切な運転を行

う。 

25 
 仕事量が減り、汚泥引抜の間隔が空いた

ため、沈殿槽からの引抜配管がつまった。 

脱水施設を導入したときの運転条件に戻

す。(なるべく毎日１回は動かす。) 
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26 

 原水貯槽からポンプ能力そのままで、反応

槽に送っていたため、反応槽での滞留時間

が短く反応不完全となり､沈殿槽からの汚泥

が流出した｡ 

①ポンプ能力を下げて滞留時間を長くす

る。 

③ 送水量の制御を行う。 

 

№ 基準超過の内容 再発防止の対策 

27 

 オイルボールが貯槽に溜り、処理施設を

そのまま通過して、油類が大きく基準超過し

た。 

①阻集器を正常に管理する。 

②貯槽のオイルボールを定期的に撤去す

る。 

③効果のない、又は効果の裏付けのない油

処理剤は使用しない。 

28 

 アルカリ脱脂液を更新する際、濃厚廃液を

少量ずつ除害施設に投入したが、処理しき

れず重金属が基準超過となった。 

①濃厚廃液は、産廃として回収するのが望

ましい。 

②除害施設で処理する場合は、安全な投

入速度をしっかり把握して投入する。 

 

４ 構造不良によるもの 

№ 基準超過の内容 再発防止の対策 

29 

 pH 調整が安定しない。 

 槽の構造不良。槽の入口と出口が水面直

下にあり、短絡により注入薬品が十分に混

合されない。いわゆる串刺し構造(図 7-1)。 

①仕切り板を追加設置する。 

②出口を槽底部を経由する構造とする。 

30 

 ふっ酸を処理する槽が二重構造になって

いて外側は冷却水が流れている。内側は空

気攪拌していたが、攪拌が強すぎてふっ酸

が冷却水に混入し基準超過となった。 

冷却水は、内側の槽にテフロン管を沈め

て通し、外側はふっ酸の回収槽として使用

するように改造する。 

31 

 原水槽と反応槽を兼ねた地下槽によるクロ

ムの回分処理で、凝集沈殿後、ポンプでス

ラッジをろ過槽に送った際、ろ過槽に送りき

れなかったスラッジが槽の底に残ってしま

い、そのスラッジが次に処理する酸性の処

理原水で溶解され、原水濃度が濃くなり処

理できなかった。 

原水槽と反応槽を兼ねた地下槽の底に

傾斜を設け、凝集沈殿後のスラッジを完全

に抜き取れる構造とした。 

釜場を設置する。(図 7-2) 
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５ 処理工程不良によるもの 

№ 基準超過の内容 再発防止の対策 

32 

 pH 調整(凝集)後、ポンプで沈殿槽に送水

しているため、生成されたフロックが破壊さ

れ細かくなり沈殿槽で沈殿しにくい。 

pH 調整槽(凝集槽)からの沈殿槽への送

水を自然流下とする。 

33 
 高濃度排水を処理しているので、短い日

数でイオン交換樹脂が飽和してしまう。 

めっき浴の後に回収槽を設け、回収槽の

液のうち、めっき浴に戻せない量は、業者回

収とする。 

34  開板排泥後にろ過水質が悪化する。 
水質が悪化する初期ろ過水は一定時間

貯槽に戻す。 

35 
 脱水ろ液がそのまま最終中和槽に入り、

処理水が悪化。 
ろ液は原水貯槽に戻す。 

 

６ 災害によるもの 

№ 基準超過の内容 再発防止の対策 

36 
 地震によりクロム酸溶液槽が揺れ、こぼれ

た液が工場外の公道まで流出した。 

①槽の液面を現在より下げて使用する。 

②防液堤を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 7-2 釜場 （スラッジを完全に抜きとるための構造） 

 

 

 

釜場 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-1 串刺し構造 （注入薬品が十分に混合されない） 

 



 

66 
 

 

 

コ ラ ム ～ ビルピッ ト 臭気対策 ～ 

 

 

 

コラム～ビルピット臭気対策～ 

下水道局には毎年多く の臭気苦情が寄せら れま すが、 こ れら のほと んどは、 地下室の

ある ビ ルの排水槽（ ビルピ ッ ト ） の維持管理が適切に行われない場合に硫化水素が発生

し 、 道路上の雨水ま す等を通じ て大気中に発散する こ と が原因です。  

 

ク サイ におい

がし てき た！ 
 

☞ビルピ ッ ト に

溜ま った排水が

腐敗する と 、 硫

化水素が発生

し 、 汲み上げた

時に臭気が発生

し ま す。  

■ ビルピットの適切な維持管理の例 ■ 

水位計の設定の変更やタ イ マー運転によ

り 、 排水ポンプを動かす水位を下げ、 排水

が溜ま る 時間を短く し ま す。  

■ ビルピット臭気対策について ■ 

東京都下水道局の HP をご覧く ださ い。  

h ttp ://w w w .g esu i.m etro .to kyo .lg .jp /to

p ic s/in 0 0 1 0 / 

東京都における 、 ビ ルピ ッ ト の構造、  

維持管理の基準等が確認でき ま す！ 

ビ ルピ ッ ト から の臭気を減ら すには、

定期的な清掃や、 排水を長時間溜めない

運転等、 ビ ル管理者によ る 適切な維持管

理が重要です。  

こ れだけでも 効果があり ま す！ 

http://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/to


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 資 料 編 
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 [１] 事業場排水の業種別特性 

 事業場排水の水質は業種ごと に異なり ま す。 事業場排水の業種別特性を表１ に示し ま

す。  

表１ －１  事業場排水の業種別特性 

( 1)  食料品製造業 

業種 製品名 主要汚濁源 処理対象 備考 

肉製品製造業 ソ ーセージ、 ハム 、 ベーコ ン
( 肉製品の缶詰、瓶詰等を含む） 

原料処理施設 
湯煮施設 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

可溶性タ ンパク が多く 、生物
処理では塩類の問題がある ｡ 

乳製品製造業 バタ ー、チーズ、カゼイ ン、ヨ
ーグルト 、 粉乳、 練乳、 市乳、
アイ ス ク リ ーム、 その他酪農
品 

洗瓶施設 
各種器具洗浄 
排水（ 雑排水） 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

栄養塩類、 残留塩素、 pH に
注意が必要である 。  

水産食料品製
造業 

魚介類の缶詰、 瓶詰、 つぼ詰、
食肉ハム、ソ ーセージ、その他
魚介類の加工製品 

原料処理施設 
湯煮施設 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

可溶性タ ンパク 、 栄養塩類、
臭気等に注意が必要である ｡ 

砂糖製造業 砂糖、 角砂糖、 グラ ニュ ー糖、
糖蜜等 

ろ過施設 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

ろ 布洗浄の際、 カ ーボン の
流出に注意が必要である 。  

パン 、 菓子製
造業 

各種パン、和洋菓子、ビス ケッ
ト 、せんべい、乾菓子、ク ラ ッ
カー、キャ ンデー、チョ コ レ ー
ト 、あら れ、砂糖漬け、ウ エハ
ース 等 

ミ キサーの洗
浄排水 
その他各種容
器の洗浄 

pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

油分離が必要であ る 。 活性
汚泥法の場合、栄養塩類のバ
ラ ンス に注意が必要である ｡ 

清涼飲料製造
業 

清涼飲料、 嗜好飲料、 サイ ダ
ー、ラ ムネ、炭酸水、ジュ ース 、
シロ ッ プ、はち蜜（ 果実酒を除
く ）  

洗瓶施設 
各種容器洗浄水 

pH, BOD, SS 塩類のバラ ン ス 、 洗剤の種
類に注意が必要である 。  

ビール製造業 ビール 麦芽洗浄施設 
機械・ 器具洗
浄・ 洗瓶施設 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

洗浄水量は大麦 1m3 当たり
約 0. 9m3。 醸造工程以後の排
水量はビ －ル 1m3 当たり 9～
13m3。 pHに注意。  

清酒製造業 清酒 洗瓶施設 
機械器具洗浄 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

塩類のバラ ン ス 、 洗剤の種
類に注意が必要である 。  

蒸留酒、 混成
酒製造業 

ウ イ ス キー、 焼ちゅ う 、 ブラ
ンデー、 合成清酒、 味り ん、
甘味果実酒、 薬味酒等 

蒸留残液等 
洗瓶施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

濃厚排水に注意が必要であ
る 。 穀類 1L 当たり 5～7L の
排水と なる 。  

寒天製造業 寒天（ 工業用を 含む）  原料処理施設 
融解施設 
さ ら し 施設 

pH, BOD, SS,  可溶性物質、 pH に注意が必
要である 。  

野菜缶詰、 果
実缶詰、 農産
保存食料品製
造業 

野菜・ 果実の缶詰、 瓶詰、 つ
ぼ詰、 野菜の漬物、 ジャ ム、
マーマレ ード 、 ゼリ ー、 ピ ー
ナツバタ ー、 冷凍野菜、 果物
等 

原料処理施設 
（ 脱塩、 さ ら
し 等）  
殺菌 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 
油類 

pH、塩分（ 漬物の場合） に注
意が必要である 。  

調味料製造業 みそ、 し ょ う 油、 食用アミ ノ
酸、 グルタ ミ ン酸ソ －ダ、 ソ
ース 、 ト マト ケチャ ッ プ、 野
菜ソ ース 、 マヨ ネーズ、 食
酢、 香辛科、 カレ ー粉、 ト ウ
ガラ シ粉、 わさ び粉、 こ し ょ
う 等 

原料処理施設 
洗瓶施設 
洗浄施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん,
油類 

油類に注意が必要である 。  
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業種 製品名 主要汚濁源 処理対象 備考 

精穀、 製粉業 精穀、 精米、 精麦、 製粉、 小
麦粉、 そば粉、 ト ウ モロ コ シ
粉、 豆粉、 き な粉、 カンショ
粉、 バレ イ ショ 粉、 こ んにゃ
く 粉、 飼料、 海産肥料、 骨粉
肥料、 魚肥、 じ んかい肥料、
大豆かす肥料等 

原料処理施設 
集じ ん装置排
水 
脱臭排水 

pH, BOD, SS 腐敗によ る pHの変化に注意
が必要である 。  
臭気問題に注意が必要である｡ 

ふく ら し 粉、
イ ース ト 、 そ
の他の酵母合
成剤製造業 

イ ース ト 、 酵母合成剤等 糖蜜発酵排水 
洗浄排水 
雑排水 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

栄養塩類に注意が必要である｡ 

他に分類さ れ
ない食用精製
油脂製造業 

食用油、 サラ ダオイ ル、 マー
ガリ ン、 食用精製油脂 

原油洗浄施設 
脱酸施設 
冷却水 

pH, BOD, SS,
油類 

エマルジョ ン 化さ れた油の
分離に注意が必要である 。  

デンプン製造
業 

デンプン、 サツ マイ モデンプ
ン、 バレ イ ショ デンプン、 コ
ーンス タ ーチ 

原料処理施設 
さ ら し 施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

腐敗によ る pHの変化に注意
が必要であ る 。 排水量はイ
モ 1t 当たり 8～10m3。  

ブド ウ 糖、 水
あめ製造業 

ブド ウ 糖、 グルコ ース 、 水あ
め、 麦芽糖 

原料処理施設 
さ ら し 施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

糖類の流出に注意が必要で
ある 。  

めん類製造業 製めん、 う ど ん、 そう めん、
そば、 マカロ ニ、 手打めん 

原料処理施投 
湯煮施設 

pH, BOD, SS 排水の腐敗によ る pHの変化
に注意が必要である 。  

粗製あん製造
業 

生あん 原料処理施設 
沈殿施設 
圧搾施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

栄養塩類の変化に注意が必
要である 。 排水量は豆 1t 当
たり 30～35m3。  

冷凍調理食品
製造業 

魚肉フ ラ イ 、 畜肉フラ イ 、 コ
ロ ッ ケ、 カツ 、 ス ティ ッ ク 、
ハンバーグ、 シュ ーマイ 、 ギ
ョ ウ ザ、 ボール、 肉ダンゴ等
調理加工半成品、 冷凍品 

原料処理施設 
湯煮施設 
洗浄施設 

pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

油分離が必要である 。  

豆腐・ 油揚製
造業 

豆腐、 油揚、 凍豆腐等 原料処理施設 
湯煮施設 
さ ら し 施設 

pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

都市域の小売店規模のも の
から 共同加工場、 量販店向
け工場ま で規模の差が大き
い。 排水量は大豆 1t 当たり
50～160m3。  

弁当製造業 米飯弁当、 すし 弁当、 サンド
イッ チ、 ゆでそば、 おにぎり 等 

ちゅ う 房施設 
（ 原料洗浄、  
湯煮、 食器・
容器・ 機械器 
具等洗浄）  

pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

規模の差が大き い。 弁当仕
出屋、集団給食施設、学校給
食セン タ ー等類似の業種を
含む。  

( 2)  繊維工業 
製糸業 機械生糸、 生糸、 座繰生糸、

玉糸、 野蚕糸、 副野蚕糸 
繰糸施設 
副蚕施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

副蚕排水に注意が必要である｡ 

紡績、 ねん糸
製造業 

綿紡、 化学繊維紡、 毛紡、 絹
紡、 庶紡、 落綿棒、 特紡、 和
紡、 手紡、 各種ねん糸 

染色施設 
漂白施設 
のり 付け施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

 

メ リ ヤス 製造
業 

丸編、 たて編、 横編、 靴下、
手袋、 その他メ リ ヤス 製品 

染色施設 pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

綿紡の場合、 排水量は綿布
1m3 当たり 0. 03～0. 06m3。  

染色整理業 糸、 織物、 メ リ ヤス 繊維雑品
の精錬漂白、 染色及び整理仕
上品 

精錬施設 
染色施設 
漂白施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

 

繊維製衛生材
料製造業 

脱脂綿、 ガーゼ、 包帯、 繊維
製衛生材料 

漂白施設 
洗浄施設 

pH, BOD, SS  
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( 3)  木材・ 木製品製造業 

業種 製品名 主要汚濁源 処理対象 備考 

木材・ 木製品
製造業 

製材さ れた木材、 木材チッ
プ、 パーティ ク ルボード 用
材、 合板、 パーティ ク ルボー
ド  

湿式バーカー 
接着機洗浄施
設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

接着機洗浄施設の排水量は
少な い が 、 BOD 1000、 SS 
20000 以上と なる 。  

( 4)  パルプ・ 紙・ 紙加工品製造業 
パルプ製造業 ク ラ フ ト パルプ（ KP）  蒸解施設 

洗浄施設 
さ ら し 施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

硫化物、 メ ルカ プタ ン を 含
み悪臭を 発生する 。 パルプ
の収率約 50％ 

亜硫酸パルプ（ SP）  蒸解施設 
洗浄施設 
さ ら し 施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

パルプの収率 50％ 

セミ ケミ カルパルプ（ SCP）  蒸解施設 
洗浄施設 
さ ら し 施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

パルプの収率約 75％ 

グ ラ ン ド パルプ（ GP） 、 サー
モ・ メ カニカルパルプ
（ TMP）  

チッ プ浸せき
施設 
摩砕施設 
洗浄施設 

pH, BOD, SS パルプの収率約 90％ 

紙製造業 各種用紙、 板紙、 和紙 さ ら し 施設 pH, BOD, SS  

( 5)  製版業 
製版業 凸版、 平版、 凹版、 フ ィ ル

ム、 印画紙 
腐食施設 
版のめっき 施
設 
現像施設 

pH, CN, Zn,  
Cu, 油類,  
よう 素消費量 

油分離が必要である 。  

( 6)  出版・ 印刷・ 同関連産業 
新聞、 出版、
印刷等関連産
業 

新聞、 雑誌、 図書、 広告等 自動式フィ ルム
現像洗浄施設 
自動式感光膜
付印刷現像洗
浄施設 

現像・ 定着用
原液の水質 
pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

シアン 、 カ ド ミ ウ ム 、 ク ロ
ム、マンガン、 銅、 亜鉛等が
使用さ れる 。  

( 7)  化学工業 
化学肥料製造
業 

アンモニア系肥料、 石灰窒
素、 リ ン酸質肥料、 配合肥料
等 

反応施設 
ガス 洗浄施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

 

無機工業製品
製造業 

ソ ーダ工業製品、 カルシウ ム
カーバイ ト 、 人造黒鉛、 リ ン
酸、 無機顔料、 塩、 その他の
無機工業製品 

反応施設 
洗浄施設 
排ガス 洗浄施
設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん,  
重金属類 

pH、色等に注意が必要である ｡ 

有機工業製品
製造業 

コ ールタ ール製品、 染料、 医
薬中間物、 合成染料、 有機顔
料、 発酵工業、 アセチレ ン誘
導品、 エチレ ン誘導品、 メ タ
ノ ール、 メ タ ノ ール誘導体、
合成樹脂、 可塑物製品、 他に
分類さ れない有機工業製品 

反応施設 
洗浄施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

pH、臭気、色等に注意が必要
である 。  

動植物油脂製
造業 

動物油脂、 植物油脂 抽出施設 
洗浄施設 
脱酸施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん,
油類 

エマルジョ ン 化さ れた油分
離に注意が必要、 ま た臭気
対策が必要である 。  
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業種 製品名 主要汚濁源 処理対象 備考 

油脂加工製
品、 塗料製造
業（ 界面活性
剤を含む）  

油脂酸、 硬化油、 グリ セリ
ン、 石けん、 界面活性剤、 塗
料、 印刷イ ンキ、 洗浄剤、 み
がき 用剤製品 

原油洗浄施設 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん,
油類 

 

医薬品製造業 血清、 ワ ク チン、 薬草製品、
合成医薬品、 ビタ ミ ン、 ホル
モン、 アルカロ イ ド 、 ペニシ
リ ン、 ス ト レ プト マイ シン、
医薬用無機薬品、 医薬用有機
薬品、 試薬等 

反応施設 
合成施設 
蒸留施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

pH、色、臭気等に注意が必要
である 。  

殺虫剤、 殺菌
剤製造業 

殺虫剤、 殺菌剤、 除虫菊乳
剤、 農薬等 

反応施設 
洗浄施設 

pH, BOD, SS 各製品ご と に製造工程の中
で処理を 考えなければなら
ない。  

ゼラ チン、 接
着剤製造業 

にかわ、 ゼラ チン、 大豆グル
ー、 ミ ッ ク ス カゼイ ングルー
等 

抽出施設 
反応施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

臭気に注意が必要である 。  

石油精製業 石油製品、 ガソ リ ン、 パラ フ
ィ ン等 

洗浄排水（ 乳
化油、 酸アル
カリ 排水を含
む）  

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん,
油類 

1 日に 100000 バレ ルの工場
で、 1 日に 50000m3 程度の排
水が発生する 。  

廃油再生業 廃油精製、 再生油、 泥油再生
品等 

洗浄施設 
蒸留施設 

pH, BOD, SS,
油類 

pH、油類に注意が必要である ｡ 

タ イ ヤ、 チュ
ーブ製造業 

タ イ ヤ、 チュ ーブ 洗浄施設 
加硫施設 

pH, BOD, SS  

( 8)  なめし 革・ 同製品・ 毛皮製造業 
製革業 皮革、 革なめし 、 なめし 革、

タ ンニンなめし 革、 ク ロ ムな
めし 革、 革、 水産皮革、 皮革
さ ら し 、 洗革 

原料処理施設 
なめし 施設 
石灰漬施設 
染革施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん,
よ う 素消費
量, T-Cr  

ク ロ ム 、 硫化物に注意が必
要である 。  

( 9)  窯業・ 土石製品製造業 
ガラ ス 製造業 板ガラ ス 、 ガラ ス 繊維、 各種

ガラ ス 容器、 ガラ ス 製加工品 
研磨施設 
洗浄施設 
冷却水 

pH, BOD, SS,  
B, F 

研磨剤、 油等に注意が必要
である 。 Cd、 Pb 等の重金属
が含ま れる 場合がある 。  

コ ンク リ ート
製品製造業 

コ ンク リ ート 管、 セメ ント
瓦、 セメ ント 板、 木毛セメ ン
ト 板、 ス レ ート 、 コ ンク リ ー
ト 電柱、 コ ンク リ ート タ ン
ク 、 ブロ ッ ク  

成型施設 
水養生施設 

pH, SS pHに注意が必要である 。  
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( 10)  鉄鋼業 

業種 製品名 主要汚濁源 処理対象 備考 

高炉によ る 製
鉄業 

高炉銑鉄 コ ーク ス 炉 ・ ガス 液 
pH, BOD, SS,  
窒素, り ん,
フェ ノ ール
類, シアン
化合物, 硫
化物 
・ ガス 洗浄
排水 
pH, BOD, フ
ェ ノ ール
類, シアン
化合物, 硫
化物 

 

鉄鋼圧延製品、 普通鋼、 鋼管 高炉（ 製鉄）  高炉ダス ト
排水 
pH, SS, 水温 

一貫製鉄所の使用水量は、
粗鋼 1t 当たり 100～150m3、
う ち淡水使用量は 50～80m3

で、その 70～90%は循環使用
さ れている 。  

転炉（ 製鋼）  転炉ガス 洗
浄排水 
pH, SS, 水温 

高炉によ ら な
い製鉄業 

電気炉鉄、 木炭高炉鉄、 小形
高炉鉄、 再生炉鉄、 原鉄、 海
綿鉄、 粒鉄、 棒鉄、 純鉄、 合
金鉄、 ベース メ タ ルチタ ンス
ラ グ 

冷却施設 
集じ ん施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

 

製鋼及び圧延業 製鋼業、 製鋼圧延製品、 特殊
鋼、 鋼管等 

圧延施設 
酸洗施設 
集じ ん施設 

pH, SS 酸洗排水量は鉄 1t 当たり 1
～4m3 。 圧延排水は 200～
400mg/L の油類を含む。水量
は鉄鋼 1t 当たり 7～12m3。  

製鋼を行う 鋼
材製造業（ め
っき 鋼材を除
く ）  

熱間・ 冷間圧延製品、 伸貫、
伸鉄等 

酸洗施設 
冷却水等 

pH, SS 熱延排水は数百 mg/L のス ケ
ールと 、 10～20 mg/L の油類
を含む。  

めっき 鋼材製
造業 

ブリ キ、 亜鉛鉄板、 鉛鉄板、
亜鉛めっき 綱管、 めっ き 鉄鋼
線、 ス ズめっき 鋼管 

酸洗施設 
冷却水 

pH, SS 
 

水量は鉄板 1t 当たり 30～
40m3。  

( 11)  非鉄金属製造業 
非鉄金属第一
次精錬、 精製
業 

銅製錬、 銅製造、 電気鋼精
錬、 鉛製錬、 亜鉛製錬、 アル
ミ ニウ ム製錬、 金・ 銀・ 白銀
製錬、 チタ ン・ ニッ ケル・ ス
ズ・ アンチモン・ 水銀・ マグ
ネシウ ム・ タ ングス テン・ ゲ
ルマニウ ム製錬 

ガス 洗浄施設 pH, SS 
重金属類 

重金属類に注意が必要である｡ 

非鉄金属圧
延、 伸線、 同
合金製造業 

伸鋼、 伸線、 鉛、 アルミ ニウ
ム、 貴金属の圧延・ 伸線 

酸洗施設 pH, SS 重金属類に注意が必要である｡ 
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 ( 12)  めっき 業 

業種 製品名 主要汚濁源 処理対象 備考 

電気めっき 業 電気めっき  電気めっき 施
設 
酸アルカリ 洗
浄施設 

pH, CN, Cr ,  
Cu, Cd, Zn,  
B, F 

水質の変動に注意が必要で
あ る 。 重金属の処理が必要
である 。  

( 13)  金属製品製造業 
金属表面処理業 電解研磨、 アルマイ ト 、 研

磨、 メ タ リ コ ン、 金属防錆 
化成被膜施設 
酸アルカリ 洗
浄施設 

pH, SS 水質の変動に注意が必要で
あ る 。 重金属の処理が必要
である 。  

( 14)  機械器具製造業 
各種機械器具
製造業 

各種機械部品の加工 洗浄施設 
熱処理施設 
塗装施設 
めっき 施設等 

pH, CN, Cr ,  
Zn, Cu 

油類が含ま れる こ と があ る
ので注意を要する 。  

( 15)  その他の製造業 
タ バコ 製造業 紙巻タ バコ 、 葉巻タ バコ 、 き

ざみタ バコ 、 パイ プタ バコ  
水洗式脱臭施
設 
洗浄施設 

pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

 

( 16)  料理品小売・ 飲食店・ 旅館業 
飲食店 主食（ パン、 米飯、 料理品

等） を提供する 食堂、 レ ス ト
ラ ン、 和食、 洋食、 中華及び
東洋料理店 

ちゅ う 房施設 pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

西洋料理店、 中華料理店の
排水は、BOD、油分等が高い。 

すし 、 そば、 飲料（ コ ーヒ
ー、 紅茶、 ミ ルク 等）  

ちゅ う 房施設 pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

喫茶店で軽食を 提供する 場
合、 BOD、 油分が高い。 濃度
差が大き いのはアルコ －ル
飲料によ る と 思われる 。  

料理、 主食、 酒類等飲料 ちゅ う 房施設 pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

料亭、 バー、 キャ バレ ー、 酒
場、 ビ ヤホ ール等の遊興飲
食店が該当。 規模の差が大
き い。時間・ 日間の変動が大
き い。  

( 17)  洗たく 業 
ホームラ ンド
リ ー 

ワ イ シャ ツが主 洗浄施設 pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

ド ラ イ ク リ ーニン グ では塩
素系溶剤を使用する 。  

リ ネンサプライ 敷布、 枕カバー、 おむつ等 洗浄施設 pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

pHに注意が必要である 。  

( 18)  写真現像業 
写真現像業 写真 現像施設 pH, よ う 素

消費量 
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( 19)  病院 

業種 製品名 主要汚濁源 処理対象 備考 

総合病院 外来、 入院によ る医療サービ
ス､投薬、 手術等 

ちゅ う 房施設 
洗たく 施設 
も く 浴場 
検査室 
写真現像施設 
透析機器 

pH, BOD, SS,  
フェ ノ ール,  
窒素, り ん 

規模、 診療科目によ り 差が
大き い。  

( 20)  学校・ 試験研究・ 検査業 
研究機関 
 
分析機関 
 

無機物質の試験 
 
有機物質( 農薬等) の試験 
 
細菌試験 
 
動物試験 

試料( 廃棄試料)  
 
器具洗浄 
 
測定( 廃液)  

pH, 重金属
類, Hg, VOC,  
チウ ラ ム,
シマジン,
チオベンカ
ルブ,  
BOD, SS,  
窒素, り ん 

試験する 物質・ 項目によ っ
て異なる 。  

( 21)  その他 
地方卸売市場 鮮魚介類、 冷凍魚介類、 塩干

魚介、 水産加工食品等の卸売
市場で総面積が 1000m2 以上 

場内洗浄排水 pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

 

空瓶卸売業 清酒用瓶、 ワ イ ン、 ウ イ ス キ
ー用瓶、 牛乳瓶、 食酢用瓶等
空容器（ 瓶） の洗浄・ 再生・
卸売 

自動式洗瓶施設 pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,  
り ん 

 

自動車整備業 自動車分解整備 洗車施設 pH, BOD, SS,  
油類, 窒素,
り ん 

 

養豚業 生豚 豚房施設 pH, BOD, SS,  
窒素, り ん 

規模、 飼料、 飼育管理、 施設
管理等によ って差が大き い｡ 
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[２] 規制物質・項目別の処理技術 

１ pH（酸性、アルカリ性） 

酸性又はアルカリ 性排水に対し ては、 反対の性質を も っ た薬剤を 添加し て中和処理を

行いま す。 広く 用いら れている 中和剤の種類と 特徴を 表２ －１ に示し ま す。  

表２ －１  中和剤の種類と 特徴 

             溶解度（ g/100gH2O）  

 薬 品 名 化学式 

溶解度 

（肩数字は

温度） 

特        徴 

ア
ル
カ
リ 

苛性ソ ーダ 

（ 水酸化ナト リ ウ ム） 

NaOH 45. 525 

溶解度、反応速度と も 大き い。入手し やすく 取扱い

も 容易である が、 価格が高い。  炭酸ソ ーダ 

（ 炭酸ナト リ ウ ム）  

Na2CO3 22. 725 

消石灰 

（ 水酸化カルシウ ム） 

Ca( OH) 2 0. 1725 溶解度が小さ く 懸濁液と し て注入する ので、 攪拌

機付注入装置が必要。  

ま た、反応速度は小さ く 、反応生成物は不溶性の場

合が多い。 生成物の脱水性は良く 、 価格は安い。  

酸 

硫酸 H2SO4  溶解度、反応速度と も に大き い。液体のため制御は

容易である が、 取扱いには注意が必要。  塩酸 HCl   

炭酸ガス  

（ 二酸化炭素）  

CO2  過剰注入し ても 大き く 酸性側に傾く こ と はない。

高圧ガス ボンベから 供給し 、 取扱いは容易。  

酸性排水を 中和する ためには、 苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ ム） 、 炭酸ソ ーダ、 消石

灰等が用いら れま す。 こ れら のう ち苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ ム） と 炭酸ソ ーダは溶

解度が高いので溶液（ 約10％） と し て使用でき 、 反応性も 優れていま す。 消石灰は溶解

度が低いので、 粉末又は懸濁液（ ５ ～10％） と し て使用し ま す。 懸濁液は固ま り やすい

ので、 添加装置に工夫が必要です。 消石灰は苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ ム） 、 炭酸ソ

ーダに比べて安価と いう 利点があり ま すが、 反応性に劣り 、 制御がやや難し く 、 汚泥の

発生量が多いと いう 欠点をも っていま す。  

アルカリ 性排水を中和する ためには、 硫酸、 塩酸、 二酸化炭素等が用いら れま す。 硫

酸は、 反応の際にガス を 発生する こ と がなく 、 安価なため多く 用いら れており 、 通常

10％溶液を 使用し ま す。  

処理する 排水のpHが極端に高い場合（ およ そpH12以上） や低い場合（ およ そpH３ 以

下） の中和に使用する 硫酸や苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ ム） は約10％に調整し て使用

し ま す。 それ以外の場合には、 ５ ％以下に調整し ま す。 薬品濃度が濃すぎる と 、 pHが大

き く 振れて計器の設定の上限値以上、 下限値以下を 交互に繰り 返すハンチング現象の原

因と なり ま す。  

pH電極の設置位置、 薬品の注入位置、 薬品槽およ び配管の構造が不適正である 場合も
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ハンチング現象の原因と なり ま す。 pH電極の設置位置は、 薬品注入から 離れたと こ ろで

あって流出口の近く にし ま す。  

ま た、 薬品槽から 注入口ま での配管が長すぎる と 、 機械の制御と 実際の薬品注入と の

間に時間的なずれが生じ る ので、 ポンプ又は電磁弁の位置やサイ フ ォ ン防止弁の設置等

を 工夫し てく ださ い。  

中和処理は、 手動で薬品を 注入する 方法では少量ずつ何回にも 分けて注入し なく ては

なら ず、 非常に手間がかかり ま す。 そこ で、 一般には、 pH計を 設置し て自動制御を行い

ま す。  

図２ －１ に処理のフ ロ ーを 示し ま す。  

 

図２ －１  連続式中和法 

 

  ま た、 アルカリ 性排水を中和する ために、 炭酸ガス （ 二酸化炭素） を注入する 炭酸ガ

ス 中和法があり ま す。 こ れは、 高圧ガス ボンベから 炭酸ガス を 噴出し 、 排水中に溶けた

炭酸ガス （ 炭酸） によ っ て、 アルカリ 性の排水を中和する 方法です。 炭酸は弱酸である

ため、 過剰に加えても 排水が強酸性になら ないと いう 特徴があり ま す。  

こ の方法は、 設備構造が簡易である ため取扱いは容易ですが、 ｐ Ｈ電極の洗浄や校正

だけでなく 、 ガス 切れやバルブの開け忘れにも 注意が必要です。  

図２ －２ に処理のフ ロ ーを 示し ま す。  

 

図２ －２  炭酸ガス 中和法 

原水 
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２ ＳＳ（浮遊物質） 

排水中のSS( 浮遊物質) を 除去する には、 通常、 沈殿法を 用いま すが、 浮上分離法、 ろ

過法を 用いる 場合も あり ま す。 沈殿法には、 そのま ま 滞留さ せて沈降さ せる 自然沈殿法

と 凝集剤を 添加し てから 滞留さ せる 凝集沈殿法と があり ま す。  

( 1)  自然沈殿法 

SSの大部分が0. 1mm以上の大き さ である 場合に採用さ れま す。  

SSの50～70％の除去が期待でき ま す。 なお、 傾斜平行板を 設置し て沈殿効率を 高めた

傾斜板付沈殿槽も 多く 使われていま す。  

図２ －３ に処理フ ロ ーを 示し ま す。  

 

図２ －３  自然沈殿法 

( 2)  凝集沈殿法 

SSの粒子径が小さ く 沈殿し にく い場合には、 凝集沈殿法を 採用し ま す。  

一般に使われている 凝集剤を 表２ －２ に示し ま す。  

凝集反応はpHの影響を 受けやすく 、 ま た排水の水質によ っ て沈降性がかなり 違う の

で、 ビ ーカーテス ト の結果から 凝集剤の種類や組合せ、 添加量、 添加順序、 pH設定値

等を 決定し ま す。  

図２ －４ に処理フ ロ ーを 示し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ －４  凝集沈殿法 

汚泥処理へ

沈殿槽

原水 
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表２ －２  凝集剤の種類 

大別 性格別分類 化 学 名 参  考 

無 
 

機 
 

塩 
 

類 

アルミ ニウ ム塩 

硫酸アルミ ニウ ム 

（ 硫酸バンド ）  

最も 一般的な凝集剤で、 鉄塩と 併用する こ

と がある 。  

アルミ ン酸ナト リ ウ ム 
硫酸バンド と 併用する と 凝集効果が高ま る

と いわれている 。  

PAC（ ポリ 塩化アルミ ニウ ム ） 
比較的 pH変動が少なく 、色度成分の除去に

効力がある 。  

鉄   塩 

硫酸鉄( Ⅱ)  

使用条件が悪いと 処理水に鉄分が残り 着色

する 場合がある 。  

硫酸鉄( Ⅲ)  

塩化鉄( Ⅲ)  

塩素化コ ッ パラ ス  

有 
 

機 
 

高 
 

分 
 

子 
 

凝 
 

集 
 

剤 

陰イ オン性 

( アニオン)  

アルギン酸ナト リ ウ ム 

懸濁濃度が高く 粗粒子で重金属水酸化物等

カチオン荷電粒子に適用。  

例えば、めっき 排水･アルマイ ト 加工排水等

に利用さ れている 。  

CMCナト リ ウ ム塩 

ポリ アク リ ル酸ナト リ ウ ム 

ポリ ア ク リ ルア ミ ド の部分

加水分解塩 

マレ イ ン酸共重合物 

陽イ オン性 

( カチオン)  

水溶性アニリ ン樹脂 有機性排水に適用。  

ポリ チオ尿素  

ポリ エチレ ンイ ミ ン 
アニオン荷電粒子に対し 単独使用で主剤的

役割を果たす。  

第４ 級アンモニウ ム塩 

 

ポリ ビ ニルピ リ ジン類 

非イ オン性 

( ノ ニオン)  

ポリ アク リ ルアミ ド  

 
ポリ オキシエチレ ン 

苛性化デンプン 

キト サン 

凝 

集 

助 

剤 

ケイ 酸系 活性シリ カ・ 粘土 

 

pH・ Ｍア ルカ リ

度調整剤 

硫酸・ 塩酸、 酸化カルシウ ム 

苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ

ム）、 水酸化カルシウ ム 

酸 化 剤 次亜塩素酸ナト リ ウ ム 

還 元 剤 硫酸鉄( Ⅱ) 等 
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無機凝集剤の最適 pH域              高分子凝集剤の最適 pH域 

薬  品  名 最適 pH域  種   類 最適 pH域 

 PAC（ ポリ 塩化アルミ ニウム） 6. 0～8. 5 アニオン系 7～12 

 ポリ 硫酸アルミ ニウ ム 6. 0～8. 5 弱アニオン系 6～9 

 ポリ 塩化鉄( Ⅲ)  4. 0～11 ノ ニオン系 4～8 

 ポリ 硫酸鉄( Ⅲ)  4. 0～11 カチオン系 4～8 

 硫酸アルミ ニウム 6. 0～8. 5 

 塩化アルミ ニウム 6. 0～8. 5 

 アンモニウムミ ョ ウ バン 6. 0～8. 5 

 カリ ウ ムミ ョ ウバン 6. 0～8. 5 

 硫酸鉄(Ⅱ)  8. 0～11 

 硫酸鉄(Ⅲ)  4. 0～11 

 塩化鉄(Ⅲ)  4. 0～11 

                                               

無機凝集剤 

分類 物質例 

無機塩 

硫酸アルミ ニウ ム Al 2( SO4) 3・ 16H2O， 硫酸鉄（ Ⅱ） FeSO4・ 7H2O 

塩化鉄（ Ⅲ） FeCl 3・ 4H2O， アルミ ン酸ナト リ ウ ム Na2Al 2O4 

PAC（ ポリ 塩化アルミ ニウ ム） [ Al 2( OH) nCl 6-n] m 

アルカリ  
炭酸ナト リ ウ ム Na2CO3， 苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ ム） NaOH 

酸化カルシウ ム CaO， 水酸化カルシウ ム Ca( OH) 2 

固粉体 カオリ ン， ベント ナイ ト ， フラ イ アッ シュ  

その他 活性ケイ 酸 

 

有機高分子凝集剤 

分類 物質例 

低重合度 

（ 分子量 

数千～数万）  

陰イ オン性 アルギン酸ナト リ ウ ム 

陽イ オン性 水溶性アニリ ン樹脂塩酸塩， ポリ チオ尿素塩酸塩 

ポリ エチレンイ ミ ン， ポリ ビニル 

非イ オン性 でんぷん， 水溶性尿素樹脂 

両性 ゼラ チン 

高重合度 

（ 分子量 

数十万～数千万）  

陰イ オン性 ポリ アク リ ル酸ナト リ ウ ム 

マレ イ ン酸共重合体塩 

ポリ アク リ ルアミ ド 部分加水分解物塩 

陽イ オン性 ポリ ビニルピリ ジン塩酸塩 

ビニルピリ ジン共重合体塩 

非イ オン性 ポリ アク リ ルアミ ド ， ポリ オキシエチレ ン 
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３ 油類（ノルマルヘキサン抽出物質） 

排水中の油類は、 存在状態から ①遊離油、 ②乳化油（ エマルジョ ン ） 、 ③固形油脂に分

けら れま す。 存在状態によ っ て処理方法が異なってく る ため、 事前に十分な調査が必要で

す。  

処理方法には浮上法、 沈殿法、 吸着法、 ろ過法、 生物処理法等があり ま す。  

( 1)  自然浮上法（ 重力式油水分離法）  

遊離油の処理に適用し ま す。 ただし 、 排水は遊離油と 乳化油を 同時に含む場合が多

いので、 こ の方法は一般に遊離油を 除去し て負荷を 削減する 前処理と し て使用さ れま

す。 処理装置と し ては、 単独槽のAPI 式（ Amer i can Pet r ol eum I nst i t ut e） 、 槽内に平

行板を設けたPPI 式( Paral l el  Pl at e I nt ercept or ) 、 平行板を 波板にし て間隔を 縮め、

水流を45度の下向流と し たCPI 式（ Cor r ugat ed Pl at e I nt ercept or ） があり ま す。 こ れ

ら は、 ラ ンニングコ ス ト は安価ですが、 滞留時間が長く 、 改良型であっても 広い敷地

面積が必要と なり ま す。  

( 2)  加圧浮上法（ 強制浮上法）  

こ の方法は含油排水処理に広く 用いら れる ほか、 SSの除去（ 固形有機物除去、 金属

水酸化物除去等） にも 利用さ れま す。 乳化油に対し 、 乳化破壊剤（ 凝集剤がその役割

を果たすこ と が多い） を 添加し たのち、 浮上分離槽で凝集を 行わせま す。 次に、 加圧

空気を 飽和溶解さ せた水を 、 浮上分離槽で凝集し た排水と 常圧で混合し 、 発生し た微

細気泡を 凝集物（ フ ロ ッ ク ） に付着さ せ、 浮上分離し ま す。  

なお、 加圧水に処理水を 使う 処理水循環型が多く 使われていま す。  

図２ －４ に加圧浮上法の処理フ ロ ーを示し ま す。  

こ の方法は、 ( 1) の自然浮上法や( 3) の凝集沈殿法に比べて狭い敷地ですみ、 溶解物

質以外の汚濁物がほと んど 除去でき 、 かつ汚泥の含水率が凝集沈殿法よ り 低いと いう

利点を も っ ていま す。 し かし 、 付属機器が多く 、 ラ ンニングコ ス ト が高いため、 維持

管理に手間がかかる 欠点があり ま す。  

 

 

 

図２ －４  加圧浮上法 

 

原水 
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( 3)  凝集沈殿法（ 沈殿法）  

排水中に凝集剤を 加える こ と によ り 、 乳化状態の油を破壊し 、 生成し た凝集物（ フ

ロ ッ ク ） に吸着沈殿さ せる 方法です。 SSの凝集沈殿処理と 同じ 方法であり 、 特にSSが

多い場合にこ の方法が用いら れま す。 処理装置およ び処理フ ロ ーは、 SSの凝集沈殿処

理と 同様です。  

凝集沈殿法では、 遊離油、 乳化油と も に処理でき ま すが、 凝集剤を 多量に添加する

ため、 汚泥の発生量が多く なり ま す。  

ま た、 薬剤添加によ っ てラ ン ニン グコ ス ト が上がる ので、 添加量を 少なく する ため

に、 遊離油の粗取り を する 前処理が必要と なり ま す。  

( 4)  吸着法 

主に繊維く ずの成型品やス ポンジ等の固形吸着材を 使いま す。 吸着材を 充てんし た

槽に排水を 通過さ せ、 油分のみを 吸着分離し ま す。 遊離油の除去には適し ま すが、 乳

化油は一部し か除去でき ま せん。 乳化油が混入し ている 場合は、 事前に乳化を 破壊す

る 必要があり ま す。  

処理装置は、 塔又は板状に吸着材を 充てんし たも のです（ 図２ －５ ） 。 吸着装置を

直列多段式に配置し 、 第１ 段目を 粗分離用に使い、 第２ 段目以後の負荷を 下げま す。

図２ －５ （ ａ ） では、 第１ 段目の粗分離塔に球状の樹脂を 充てんし ており 、 樹脂表面

に吸着し た油の粒子が粗大化し 、 落下分離さ れま す。 さ ら に排水中に残存する 油は吸

着材（ マッ ト 状になっ たも のが多い） の入っ た吸着塔で除去さ れま す。 飽和付着し た

吸着マッ ト は交換し 、 焼却処分し ま す。  

 

図２ －５  吸着法 

( 5)  ろ過法 

排水中の油がすべて固形状である こ と はないので、 ろ過だけで処理する こ と はほと

んど あり ま せん。 SSのろ過処理に伴っ て副次的に油が除去さ れる 場合が多いです。  

( 6)  生物処理法 

油は低濃度なら ば生物処理が可能であり 、 他の有機物と 一緒に生物処理する 場合が

あり ま す。  
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４ BOD（生物化学的酸素要求量） 

BODの起因物質は、 主に微生物によ って分解さ れやすい有機物です。 有機物には大別し て

浮遊性（ 固形） のも のと 溶解性のも のと があり ま す。 浮遊性の有機物はス ク リ ーンや沈殿

処理法、 浮上法等で処理を行いま す。 溶解性のも のは一般的に生物処理が適用さ れていま

す。 生物処理には散水ろ床法、 活性汚泥法、 接触酸化法等があり ま す。 生物処理で固形有

機物も 処理でき ま すが、 固形有機物が多い場合は、 物理化学的処理の凝集沈殿や浮上分離

が行われま す。  

図２ －６ に活性汚泥法のフ ロ ーを 示し ま す。  

 

 

 

 

図２ －６  活性汚泥法 

５ シアン 

排水中のシアンには、 遊離のシアンと 重金属に結合し たシアノ 錯塩があり ま す。 遊離の

シアンと シアノ 錯塩の中でも 亜鉛、 カド ミ ウ ム、 銅と 結合し たも のは、 アルカリ 塩素法で

容易に分解でき ま す。 し かし 、 ニッ ケルシアノ 錯塩と 鉄シアノ 錯塩は分解し にく いので、

ニッ ケルや鉄を 含む排水はシアン系排水と 混合し ないよ う にし て処理し ま す。  

 

( 1)  遊離シアンの処理（ アルカリ 塩素法）  

アルカリ 性の条件で塩素を反応さ せて、シアン（ CN） を 二酸化炭素（ CO2） と 窒素（ N2）

に酸化分解し ま す。酸化剤（ 塩素剤）と し ては、取扱いの容易な次亜塩素酸ソ ーダ（ NaCl O）

が使用さ れま す。  

図２ －７ に処理フ ロ ーを 示し ま す。  

 

 

 

 

 

図２ －７  アルカリ 塩素法 

 

アルカリ 塩素法では、 ２ 段階の処理を 行いま す。 ま ず、 一次反応槽で、 シアン をシ

アン酸（ CNO） にし ま す。こ の反応は、pHが高いほど 速く 進むので、pH10～11にし ま す。  

ま た、酸化還元電位（ ORP） は300～350mV以上と し ま す。次に、シアンがシアン酸（ 毒

性はシアンの1/30～1/50程度） になっ ても 毒性が消失し たわけではないので、 二次反

応槽でシアン酸を 分解し ま す。 こ の反応は、 pHが低いほど 速く なり ま すが、 あま り pH

原水 

原水 
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を低く する と 塩素ガス が発生する 等の影響が出る ため、pH７ ～８ が適正です。ORPは600

～650mV程度が適正です。  

なお、 pHと 酸化剤注入量は、 それぞれpH計、 ORP計で制御し ま す。 薬剤の過剰注入は

処理経費が増加する だけでなく 、 次の処理工程においてpH調整が困難と なる ほか、 pH

調整のために余計に薬品を 消費し 一層の処理経費の増加につながり ま す。こ のためpH、

ORPの設定値は適正に管理する 必要があり ま す。  

( 2)  処理し にく いシアノ 錯塩の処理 

① ニッ ケルシアノ 錯塩の処理 

ニッ ケルシアノ 錯塩に対し ては、 次亜塩素酸ソ ーダを 徐々に添加し 、 長時間（ 24

時間以上） 攪拌反応さ せ、 図２ －７ のフ ロ ーにおける １ 段目の反応が完全に終了し

たのち、 通常ど おり ２ 段目の処理を 行いま す。  

② 鉄シアノ 錯塩の処理 

金属の中でも 、 鉄イ オンはシアン イ オンと 強固に結合し て鉄シアノ 錯塩になる の

で、 アルカリ 塩素法ではほと んど 分解でき ま せん。 鉄シアノ 錯塩の処理は、 還元状

態で鉄シアノ 錯塩と 亜鉛、 銅、 ニッ ケル、 ク ロ ム又は鉄等の金属イ オンと を結合さ

せ、 不溶性化合物と し て沈殿除去する 方法がと ら れま す。  

図２ －８ に亜鉛を 添加する 方法（ 亜鉛白法） の処理フ ロ ーを示し ま す。  

 

図２ －８  亜鉛白法 

 

鉄シアノ 錯塩を 含む排水は、 アルカリ 塩素法で分解でき る シアン を でき る だけ分

解し たのち、 還元槽に入れま す。 還元槽では、 前段の処理で添加さ れた過剰な塩素

の還元と 鉄シアノ 錯塩の還元（ フ ェ リ シアン →フ ェ ロ シアン） を行いま す。 反応条

件は、 pH５ ～７ 、 ORP200mV以下と し 、 還元剤と し て、 重亜硫酸ソ ーダ、 亜硫酸ソ ー

ダ又は硫酸第一鉄を使用し ま す。 排水中に亜鉛イ オン又は銅イ オン が存在する と 、

還元さ れた鉄シアノ 錯塩（ フ ェ ロ シアン） と 結合し 、不溶性の錯化合物と なり ま す。

排水中に亜鉛イ オン又は銅イ オン が含ま れていないと き は、 還元槽に硫酸亜鉛又は

硫酸銅を 添加し ま す。  



 

83 
 

ま た、 ク ロ ム還元処理水又は鉄を 含んだ酸洗い排水を 還元槽に合流さ せても 不溶

性の錯化合物が生成さ れま す。 還元処理し た排水は、 pH調整槽でpH９ ～10の範囲に

調整し （ pH10以上になる と 錯化合物が再溶解し ま す。）、 他の金属も 一緒に沈殿さ せ

ま す。  

６ 六価クロム 

六価ク ロ ム（ Cr 6+） は、 酸素と 結合し てク ロ ム酸（ CrO4
2-） や二ク ロ ム酸（ Cr 2O7

2-） 等の

陰イ オンの状態で存在し ま す。 こ のため、 一般の重金属の処理法である 凝集沈殿処理を

そのま ま 適用する こ と はでき ず、 凝集沈殿処理の前に六価ク ロ ムを 三価ク ロ ム（ Cr 3+） に

還元し て排水中で陽イ オンと し て存在する よ う に前処理を行う 必要があり ま す。 こ れに

よ り 、 他の金属排水と と も に水酸化物と し て沈殿除去する こ と が可能と なり ま す。  

こ の他の六価ク ロ ムの処理方法には、電解還元法、イ オン交換法、吸着法があり ま す。

こ のう ち電解還元法と 吸着法はほと んど 使われていま せん。 イ オン 交換法は、 六価ク ロ

ムの強い酸化力で樹脂の劣化が激し いので、 低濃度の場合に用いら れま す。  

最も 多く 使われる 還元－凝集沈殿法は、 六価ク ロ ムを 還元し て三価ク ロ ム と し 、 三価

ク ロ ム をpH調整によ っ て水酸化物と し て沈殿除去する 方法です。 還元剤と し ては、 重亜

硫酸ソ ーダや亜硫酸ソ ーダを 使用し ま す。 還元反応はpHが低いほど 速く 進行し ま すが、

pH２ 以下にする と 還元剤から 亜硫酸ガス（ SO2） が発生し て還元剤が余分に消費さ れ、 さ

ら に反応完結後にpHを 上げる ためのアルカリ も 多く 必要と なり ま す。 し たがっ て、 pHは

２ ～３ に設定し ま す。 ORPは250～300mV程度が適当です。  

ま た、 ク ロ ム酸、 二ク ロ ム酸は排水中で黄～赤橙色ですが、 処理の進行と と も に排水

は青緑色に変化し て、 三価ク ロ ムに還元さ れたこ と を 示し ま す。  

図２ －９ に処理フ ロ ーを示し ま す。  

 

図２ －９  還元法 

 

７ 重金属類（カドミウム、鉛、銅、亜鉛、クロム、溶解性鉄、溶解性マンガン） 

重金属類の処理方法には、 凝集沈殿法、 イ オン交換法等があり ま す。 最も 多く 使用さ

れている 方法は、 金属を 水酸化物と し て沈殿分離する 凝集沈殿法です。  

( 1)  凝集沈殿法Ⅰ（ 水酸化物と し て沈殿さ せる 方法）  

pHを中性～アルカリ 性に調整し 、 重金属を水に不溶性の水酸化物に変えて沈殿分離

し ま す。 水酸化物が生成し て沈殿する pH域は、 金属の種類や溶存状態等によ っ て異な
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り ま す。 表２ －３ に各種金属の処理のための適正なpH域を 示し ま す。 ただし 、 こ の表

は各金属が単独で存在する 場合の値であり 、 他の金属が共存する 場合は沈殿pH域が広

がる 傾向にあり ま す。  

２ 種類以上の金属イ オンを含む排水では、 共通する pH域に設定し て処理し ま す。 共

通する pH域のない場合は、 多段処理を し ま す。  

ま た、 鉄イ オンの場合、 第一鉄イ オン（ Fe2+） と 第二鉄イ オン（ Fe3+） の異なっ た溶

存状態があり ま す。 Fe3+はpH５ 以上で沈殿し ま すが、 Fe2+はpH９ 以上でないと 沈殿除去

でき ないう え沈殿性も よ く あり ま せん。 こ のよ う な場合は、 ばっ気等でFe2+を Fe3+に酸

化し ま す。  

水酸化物生成のためのアルカリ 剤を 過剰に注入する と 排水のpHが上昇し 、鉛、亜鉛、

ク ロ ム等は再溶解を する ため沈殿除去ができ なく なり ま す。 再溶解し た金属は、 酸を

添加し て水酸化物生成の最適pH域に戻し ても 水酸化物を 生じ にく く 、 沈殿除去が困難

になり ま す。 こ のよ う な場合には、 pHの高く なり すぎた排水に硫酸等を添加し て、 い

ったんpHを ２ ～３ の強酸性にし た後、 再度最適pH域に調整し て水酸化物を 生成さ せ沈

殿除去し ま す。  

表２ －３  金属水酸化物生成のための最適 pH域( NaOH中和)  

金属イオン 最適 pH 域 再溶解 pH 残留濃度(mg/L) 

カド ミ ウ ム Cd2+ 10. 5 以上  0. 1 以下 

銅 Cu2+ 8 以上  1 以下 

ニッ ケル Ni 2+ 9 以上  1 以下 

マンガン Mn2+ 10 以上  1 以下 

鉛 Pb2+ 9～9. 5 9. 5 以上 1 以下 

亜鉛 Zn2+ 9～10. 5 10. 5 以上 1 以下 

鉄 Fe3+ 5～12  1 以下 

鉄 Fe2+ 9～12  3 以下 

ク ロ ム Cr 3+ 8～9 9 以上 2 以下 

ス ズ Sn2+ 5～8  1 以下 

アルミ ニウ ム Al 3+ 5. 5～8 8 以上 3 以下 

 

pH調整剤には、 中和剤と 同じ も のを使いま す（ 表２ －１ ）。 なお、 生成し た水酸化物

の沈殿性を 向上さ せる ため、 一般に高分子凝集剤を 添加し ま す。  

図２ －１ ０ に処理フ ロ ーを示し ま す。  

 

図２ －１ ０  凝集沈殿法 
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( 2)  凝集沈殿法Ⅱ（ フ ェ ラ イ ト 法）  

フ ェ ラ イ ト は、 MFe2O4（ 亜鉄酸塩） の化学式で表さ れま す。 こ のMは、 Fe、 Mn、 Zn、

Ni 、 Co等の２ 価の金属です。 MがFeの場合はFe3O4の磁鉄鉱と なり 、 その他の場合は各種

複合酸化物と なり ま す。  

本法では、 ま ず、 重金属含有排水に第一鉄塩（ Fe2SO4等） を 加え、 次にアルカリ を加

えて混合し 水酸化物を 生成さ せま す。 こ のと き のpHは９ ～10程度にし ま す。 次に、 60

～70℃に加熱し て空気酸化する と フ ェ ラ イ ト 化が進み、 重金属はフ ェ ラ イ ト 結晶格子

に組み込ま れ、 排水から 除去さ れま す。  

生成し たフ ェ ラ イ ト は粒度が大き く 、 沈降性、 ろ過性が良好ですが、 強磁性物質で

ある こ と から 、 磁気分離が有効です。  

処理施設は、 小規模排水処理用と し て製造さ れた回分式のも のが多いです。  

図２ －１ １ に処理フ ロ ーを示し ま す。  

 

 

図２ －１ １  フ ェ ラ イ ト 法 

( 3)  凝集沈殿法Ⅲ（ ピ ロ り ん酸銅の石灰処理）  

ピ ロ り ん酸銅めっ き の排水中に存在する 銅は、 銅イ オン（ Cu2+、 Cu+） と し てではな

く 、 陰イ オンのピ ロ り ん酸銅イ オン[ Cu( P2O7) 2]
6-と し て存在し ていま す。 こ の陰イ オン

はアルカリ 性で安定し ている ので、 他の金属のよ う に単にpHを 上げる だけでは処理は

不可能です。 し かし 、 酸性では不安定で、 pHを 下げる と 解離し 、 こ れにカルシウ ムを

加える と 不溶性塩を 生成し ま す。  

処理時のpHは２ ～３ が適当で、 カルシウ ムと よ く 反応し ま す。 カルシウ ム 源と し て

は、 塩化カルシウ ム、 消石灰（ 水酸化カルシウ ム） 等があり ま す。 塩化カルシウ ムは

水溶性で扱いやすいですが、 注入量を 制御する 方法があり ま せん。 消石灰は乳状（ 石

灰乳） で使用する ため扱いにく いですが、 pH計によ っ て注入量が制御でき 、 塩化カル

シウ ムを 使用する よ り は確実な処理ができ ま す。 処理操作はpH降下と 石灰中和の２ 段

階で、 pHを ２ ～３ に下げたのち、 消石灰を 加えてpH８ 程度と し て、 中和沈殿処理をし

ま す。  

図２ －１ ２ に処理フ ロ ーを示し ま す。  
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図２ －１ ２  ピ ロ り ん酸銅の処理 

( 4)  イ オン交換法 

イ オン 交換樹脂に排水を 単に接触通過さ せる だけで、 イ オンになっ ている 重金属類

が除去でき ま す。し かし 、イ オン交換樹脂は、ある 一定量のイ オンを 交換吸着する と 、

それ以上吸着でき なく なる ので、 定期的な交換又は樹脂の再生処理が必要です。 イ オ

ン交換塔は、２ 基以上の多段式と し 、第１ 塔が飽和し た場合、２ 塔目を １ 塔目に移し 、

新し い交換塔を ２ 塔目に入れま す。  

図２ －１ ３ に処理フ ロ ーを示し ま す。  

 

図２ －１ ３  イ オン交換法 

８ 水銀 

水銀の処理方法と し ては、キレ ート 樹脂法、活性炭吸着法、硫化物沈殿法があり ま す。

こ れら のう ち、 一般に用いら れている のはキレ ート 樹脂法です。 硫化物沈殿法は他の処

理方法の前処理と し て用いら れる こ と が多いです。  

キレ ート 樹脂法は、 ジチオカルバミ ン酸基、 チオール基、 チオ尿酸基等の硫黄を 含む

キレ ート 形成基を も つ樹脂によ り 、 水銀を選択的に吸着する 方法です。  

図２ －１ ４ に処理フ ロ ーを 示し ま す。  
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図２ －１ ４  キレ ート 樹脂法 

９ ふっ素 

ふっ 素の処理方法と し ては、 消石灰や塩化カルシウ ム等のカルシウ ム塩によ っ て、 ふ

っ 化カルシウ ムを 生成さ せ、 こ れを沈殿分離する 方法が一般的です。 ただし 、 こ の方法

では完全に処理でき ないこ と が多く 、 そのよ う な場合には、 硫酸アルミ ニウ ム 、 ポリ 塩

化アルミ ニウ ム等でさ ら に吸着共沈除去し ま す。  

図２ －１ ５ に処理フ ロ ーを 示し ま す。  

 

図２ －１ ５  ふっ 素処理 

10 よう素消費量 

よ う 素消費量と は、 硫化物、 第一鉄塩等の還元性物質によ っ て消費さ れる よ う 素の量

を いい、 還元性の強さ を示す目安と さ れていま す。 よ う 素消費量の値が高く なる と 、 下

水が嫌気的になり 硫化水素が発生し やすく なり ま す。 硫化水素は容易に揮散し て硫化水

素ガス になり 、 悪臭、 金属腐食、 コ ンク リ ート 管の損傷等の被害をも たら し ま す。  

よ う 素を 消費する 物質の処理方法には、 酸化法（ 薬品、 空気） と 沈殿法があり ま す。  

( 1)  薬品酸化法 

薬品酸化法は、 次亜塩素酸ソ ーダや過酸化水素を使用し て還元性物質を 酸化する 方

法です。  

図２ －１ ６ に処理フ ロ ーを示し ま す。  
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図２ －１ ６  薬品酸化法 

( 2)  凝集沈殿法 

硫酸第一鉄、 塩化第二鉄等の鉄塩によ っ て、 よ う 素を消費する 硫化物を 硫化鉄と し

て沈殿除去する 方法です。 硫化物以外の還元性物質が含有さ れている 場合はその他の

処理方法と 併用し ま す。  

図２ －１ ７ に処理フ ロ ーを示し ま す。  

 

図２ －１ ７  凝集沈殿法 

( 3)  空気酸化法 

ばっ気によ り 酸化を 行う 方法です。  

図２ －１ ８ に処理フ ロ ーを示し ま す。  
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図２ －１ ８  空気酸化法 

11 トリクロロエチレン等の揮発性有機化学物質 

排水中に溶解し ている 微量のト リ ク ロ ロ エチレ ン等の揮発性有機化学物質は、 活性炭

で吸着除去でき ま す。 吸着の方法によ っ て、 二つの処理方法があり ま す。 一つは、 排水

を 直接活性炭塔に通す方法（ 活性炭吸着法） であり 、 も う 一つは排水を ばっ 気し 、 気化

し たト リ ク ロ ロ エチレ ン等を 活性炭で吸着する 方法（ ばっ 気法） です。  

( 1)  活性炭吸着法 

活性炭槽は２ 段と し 、 １ 段目の活性炭の吸着能力がなく なっ たと き は、 ２ 段目を１

段目に移し 、 新し い活性炭を ２ 段目に入れま す。 廃棄する 活性炭はト リ ク ロ ロ エチレ

ン等が吸着さ れている ため、 ト リ ク ロ ロ エチレ ン廃液と と も に産業廃棄物処理業者に

処分を委託し ま す。  

図２ －１ ９ に処理フ ロ ーを示し ま す。  

 

図２ －１ ９  活性炭吸着法 

( 2)  ばっ気法 

気化し たト リ ク ロ ロ エチレ ン等は活性炭塔に通し 、 吸着除去し ま す。  

図２ －２ ０ に処理フ ロ ーを、 図２ －２ １ に回収装置を 示し ま す。  
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図２ －２ ０  ばっ 気法 

 

 

図２ －２ １  活性炭によ る ト リ ク ロ ロ エチレ ン等の排出ガス 吸着装置（ ２ 塔式）  

 

こ の例では、 ト リ ク ロ ロ エチレ ン 等を 吸着し た活性炭に水蒸気を送り 込んで、 ト リ

ク ロ ロ エチレ ン等を 脱離さ せ、 回収し ていま す。  

12 窒素 

排水中の窒素は有機性窒素（ Org－N）、アンモニア性窒素（ NH4－N）、 亜硝酸性窒素（ NO2

－N）、 硝酸性窒素（ NO3－N） の４ 形態に分類さ れま す。 窒素の処理法と し ては、 生物学的

処理法と 物理化学的処理法があり ま す。 一般的には、 生物処理の一つである 硝化脱窒法

が採用さ れていま す。  

( 1)  硝化脱窒法（ 生物学的処理法例）  

排水中の有機性窒素やアンモニア性窒素等を 好気状態で硝化細菌の作用によ り 硝酸
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性窒素にま で酸化し た後、 嫌気状態と する こ と で脱窒細菌の働き によ り 窒素に還元し

て、 大気中に窒素ガス と し て分離し ま す。  

図２ －２ ２ に処理フ ロ ー（ り ん処理複合） を示し ま す。  

( 2)  不連続接点塩素法（ 物理化学的処理法例）  

アンモニア性窒素を含む排水に徐々に塩素を 注入する と 、 排水中の残留塩素濃度は

いっ たん上昇し た後減少し 始め、 ある 注入量( 不連続点) を 越えた時点で再び増加に転

じ ま す。こ の現象のう ち､不連続点ま での残留塩素濃度減少期にアンモニアがク ロ ラ ミ

ンを 経由し て窒素ガス ま で変換さ れる こ と を 利用し アンモニアを処理する 方法です｡ 

条件によ っては、 毒性を有する ク ロ ラ ミ ンで反応が終了し てし まう 問題点も あり ます｡ 

13 りん 

り んの処理には、 活性汚泥がり んを 過剰に摂取する 現象を 利用し た生物処理法（ 嫌気

好気活性汚泥法） や、 排水に PAC（ ポリ 塩化アルミ ニウ ム） 等の凝集剤を 添加し て難溶解

性のり ん化合物と し て除去する 凝集沈殿法があり ま す。  

ま た、 こ れら の両方を 併用する こ と も 可能です。  

( 1)  嫌気好気活性汚泥法 

生物処理の嫌気過程で活性汚泥（ 微生物） が吐き 出し たり んを 好気過程で過剰に摂

取さ せた後、 余剰汚泥と し てり んを除去する 方法です。  

汚泥の除去・ 処分を速やかに行わないと 再び排水中にり んが溶出する ため、 汚泥の

管理に注意が必要です。  

図２ －２ ２ に処理フ ロ ー（ 窒素処理複合） を示し ま す。  

 

 

 

 

 

図２ －２ ２  嫌気好気活性汚泥法 

( 2)  凝集沈殿法 

り ん酸イ オン（ PO4
3-） を 含む排水にPAC（ ポリ 塩化アルミ ニウ ム） 等の凝集剤を 添加

し て難溶性のり ん化合物と し て沈殿除去し ま す。 添加する 薬品によ り 最適pHと 添加量

が異なり ま す。  

凝集剤と し ては、 PACや硫酸アルミ ニウ ム( 硫酸バンド ) 等のアルミ ニウ ム塩のほか、

鉄塩( 塩化鉄、 硫酸鉄) 、 カルシウ ム塩( 石灰) 等が用いら れま す。  
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 [３] 排水処理施設の運転管理上の留意点 

１ 調整槽・貯留槽 

調整槽・ 貯留槽は、 水量や水質を 均一にし て、 排水処理施設にかかる 負荷を 一定にす

る 役割をも っ ていま す。  

( 1)  槽、 付属機器類の腐食や亀裂その他の損傷を確認し ま す。  

強酸によ る 腐食で、 攪拌機のプロ ペラ が脱落し てシャ フ ト だけが回転し ていた事例

も あり ま す。  

ま た、排水処理施設を 運転し ていないにも かかわら ず、水位が急に変化し た場合は、

槽に亀裂が入っている 可能性があり ま す。  

( 2)  空気攪拌の場合には、 攪拌に十分な送風がさ れている か確認し ま す。  

送気管等の目づま り や配管途中での空気漏れで十分に送風量が確保さ れない場合が

あり ま す。  

ま た、 一台の送風機で複数の槽に送風し ている 場合、 水位のばら つき によ り 送風さ

れない槽が生じ る 可能性があり ま す。  

( 3)  浮遊物質の多い排水を 攪拌し ていない場合には、 浮遊物が槽内に沈殿し やすいため

に常時取り 除かなければなり ま せん。沈殿物がたま り すぎる と 槽の有効容量が減少し 、

排水の種類によ っ てはガス やス カム発生の原因になり ま す。  

( 4)  排水の流入経路を チェ ッ ク し て、異なる 処理系統の排水が混入し ないよ う にし ま す。 

( 5)  モータ ーの伝動ベルト や pH計の電極等付属機器類の交換用予備部品は、常時用意し

ておき ま す。  

( 6)  重金属類を含む汚泥の脱水ろ液は、 微細な汚泥が漏れている こ と がある ため、 原則

と し て貯留槽に戻し ま す。  

( 7)  めっ き のはく 離液等の濃厚廃液は、 産業廃棄物委託処分等別途処理し 、 そのま ま 貯

留槽に入れてはなり ま せん。  

２ 薬品槽 

薬品切れや不適正な濃度調整は直ちに処理不完全と なる ため、 薬品槽の管理は必要で

す。 経費の削減を 目的に生産工程で発生し た廃酸や廃アルカリ を 中和用の処理薬剤と し

て使用する 場合は､含有する 成分が処理工程で確実に除去でき る か検討し た上で使用し

ま す｡鉛を含む素材の脱脂液を pH調整のアルカリ 剤と し て用いたため、 素材から 溶出し

た鉛が沈殿分離でき ず､そのま ま 下水道に排出さ れていた事例も あり ま す｡ 

( 1)  槽の点検 

腐食やひび割れを 確認する と 共に、 槽の下には受け槽を 設けて事故に備えま す。 周

辺の水溜り については絶えず pHのチェ ッ ク を行い、異常がある 場合は漏えいの点検を

早急に行いま す。  

消石灰（ 水酸化カルシウ ム） の場合には懸濁液を用いる ため、 沈降がないよ う 十分

に攪拌さ れている こ と を確認し ま す。  
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( 2)  使用量の点検 

操業状態によ り 薬品の使用量は変動し ま すが、 極端に変動し ている 場合は作業場若

し く は排水処理施設に何ら かの異常が発生し ている おそれがあり ま す。  

常に一定量以上の薬品量が残存し ている 状態が望ま し いです。 こ のために液面計と

連動する 警報器等を 取り 付け、 槽内の液面の高さ が容易に認識でき る よ う にし ま す。  

ま た、 警報器の設置場所は、 人が常駐し ている 事務所等にし 、 薬品槽を 確認し た上

で警報が解除でき る よ う にし ま す。  

( 3)  薬品の調整 

他の作業を 行いながら 薬品を 調整する と ミ ス の原因にも なる ため、 １ 日分を確保で

き る こ と が望ま し いです。 確保でき ない場合や補充期間を 延ばすために安易に濃度を

高く する こ と はハンチングの原因と なる ため行っ てはなり ま せん。  

薬品槽内で直接調整する こ と は発熱等で変形や破損する こ と がある ため、 別の容器

で調整を 行い補充し ま す。 こ の際、 槽の上下で濃度差が生じ る 場合も ある ため十分に

攪拌し ま す。  

( 4)  薬品濃度と 使用期限の目安（ 実使用に当たっては薬品メ ーカーや MSDS に従う こ と 。） 

硫酸・ 苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ ム）： 10％ 

消石灰： 5～20％（ 目づま り や沈殿し ない程度に調整する ）  

次亜塩素酸ソ ーダ： 12％ 夏季は 5 日で 1％程度、 有効塩素濃度が減少する  

亜硫酸ソ ーダ： 20～30％ 

有機凝集剤： 0. 01～0. 5％ 夏季の場合は2日程度、 冬期でも 3日程度で使いき る  

無機凝集剤： 2～5％ 

３ pH 調整槽 

pH調整槽では、 pH計の保守点検はも と よ り 、 攪拌状態、 薬品注入ポンプ、 電磁弁の点

検等も 怠ら ずに行いま す。  

( 1)  pH計 

2 点調整の場合、 設定範囲は 1. 5 以上にする こ と が望ま し い。 狭い範囲で設定する

と ハンチングが起こ り 、 流入水がない場合でも 薬品が消費さ れる こ と があり ま す。  

正確な指示値を 維持さ せる ため、 洗浄は水道水で流し 、 ガーゼ等で軽く こ する 等、

定期的に実施し ま す。 汚れがひど い場合は、 中性洗剤、 薄い酸やアルカリ 等に漬ける

こ と も 有効です。 ク レ ンザー等の研磨剤を 含んだ洗剤は電極に傷を つける ため使用し

てはなり ま せん。  

pHの指示値は洗浄の有無や使用頻度にかかわら ず、 時間の経過と 共に正し い値を示

さ なく なる ため、 定期的に校正を行いま す。 校正では pH電極を洗浄し た後、 ２ 種類の

pH標準液（ pH７ と pH４ 又は pH９ ） によ る 校正を行いま す。 pH標準液に漬けてから 指

示値が安定する ま でに時間を要する よ う になった場合、 pH電極が劣化し ている と 考え

ら れる ため交換し ま す。  
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( 2)  薬品注入 

ポンプはエアーを 吸っ たこ と によ る 空運転や異物の混入によ る 加圧で異音が発生し

たり 、 熱を 持つこ と がある ため、 正常に稼動し ている こ と を 確認し ま す。  

ま た、 閉塞等で薬品の注入ができ なかっ たり 、 液だれが生じ たり する 場合がある た

め、 電磁弁の開閉が正常に作動する こ と を 確認し ま す。  

( 3)  攪拌状態 

攪拌が弱すぎる と 槽内が不均一と なり 、ハンチングの原因と なり ま す｡こ のよ う な場

合、機械攪拌なら ば回転数を上げ、空気攪拌なら ば空気量を増やす､等の措置を講じ ます｡ 

ま た、 攪拌機の位置を変える こ と も 効果があり ま す。  

４ 凝集槽 

凝集処理では、 凝集剤の種類の選定、 添加量、 攪拌速度、 攪拌時間、 pH、 懸濁物質量

等が重要な因子になり ま す。  

( 1)  凝集剤の注入量の確認 

凝集剤が不足する と 良好なフ ロ ッ ク が得ら れず、 過剰に注入さ れる と 凝集を妨害し

ま す。  

ま た、 高分子凝集剤は、 溶解や希釈が適切でないと 濃度が不均一になり 、 過剰注入

や注入不足の原因になり ま す。  

( 2)  攪拌強度の確認 

凝集槽の攪拌は、 強すぎても 弱すぎても 良好なフ ロ ッ ク が得ら れま せん。 凝集状態

を観察し ながら 最適な攪拌強度に調整し ま す。  

( 3)  pH設定値の確認 

pHと 凝集は密接な関係にあり 、 排水のpHが凝集に適し た範囲に調整さ れていないと

良好なフ ロ ッ ク は得ら れま せん。 凝集槽に流入する 排水のpHを 測定し 、 適正範囲外の

場合には、 pH調整槽等の状態を 点検し ま す。  

５ 酸化・還元槽 

酸化剤又は還元剤の添加量の調整が最も 重要な管理因子です。 過不足のない量を 添加

する のが理想ですが、 実際には、 処理の完全を 期する ために多少過剰に添加し ま す。  

実際の排水処理施設では、 pH計と ORP計によ る 制御が必要です。 定期的にpH計と ORP計

の電極洗浄を行い、 校正は週１ 回程度行いま す。 代表的な排水処理施設は、 シアンの酸

化槽、 六価ク ロ ムの還元槽です。  

シアン処理の場合は、 原水のシアン濃度を 100～200mg/L以下になる よ う 管理し 、 通常

の処理では分解困難なシアノ 錯体の有無を、 分析によ って確認する 必要があり ま す。  

ま た、 ク ロ ム処理の場合には、 還元剤を 過剰注入する と 凝集阻害が起き ま す。 pH計と

ORP計の設定が正し いにも かかわら ず、 処理が適正に行われない場合は、 薬注装置の作動
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状況や槽内の攪拌状況の点検を行いま す。  

６ 沈殿槽 

( 1)  沈殿し た汚泥がたま り すぎないよ う に槽内部を点検し 、 定期的に汚泥を 引き 抜く こ

と が必要です。  

( 2)  汚泥界面計を 設置し ている 場合には、 定期的にセンサーを清掃し て正常に作動し て

いる こ と を 確認し ま す 

( 3)  定期的に汚泥の引き 抜き を 行っ ていても 、 入口付近等は汚泥が堆積し やすいため、

時々清掃し ま す。 ま た、 清掃時の廃水は原水槽へ戻し ま す。  

( 4)  傾斜板付沈殿槽の場合は、 傾斜板の間や支え金具付近等に汚泥が堆積し やすいので

注意し ま す。  

７ 浮上分離槽 

点検項目は、 浮上物の分離・ 堆積状況、 掻き 寄せ状況、 処理水中への浮上物の混入の

有無等です。 排水の流入状況を点検する 場合には、 ス ク リ ーン、 凝集槽、 加圧装置等の

前処理装置も 併せて点検し ま す。  

( 1)  流入部に付着し た異物は速やかに除去し 、 流入水の均一性を 維持し ま す。  

( 2)  浮上物が一定量以上堆積し たら 除去し ま す。 自動掻き 寄せ機の場合は、 掻き 寄せ漏

れがないよ う にし ま す。  

( 3)  排水の種類によ っては、 浮上槽内に沈殿汚泥が蓄積する ため、 こ の汚泥も 適宜引き

抜き ま す。  

( 4)  加圧水の吐出によ る 気泡の状態を 点検し 、 浮上分離に適し た微細な気泡が得ら れる

よ う に、 空気量、 加圧タ ンク の水位、 加圧圧力等を 調整し ま す。  

( 5)  加圧水に処理水を使用し ている 場合、 加圧水に汚泥が混入する と 空気の溶解量の減

少、 加圧水の配管を つま ら せる こ と があり ま す。  

( 6)  流入排水量に対する 加圧水量の比率を調整し て分離効果を 維持し ま す。  

( 7)  厨房排水を処理する 場合、 汚泥槽から 硫化水素が発生する こ と があり ま す。 浮上分

離槽の汚泥排出口が汚泥槽に接続さ れている こ と が多いため、 装置の腐食防止や臭気

対策のために排気装置を設ける 等の対策を 講じ ま す。  

８ 反応槽 

浮遊微生物を 利用し た活性汚泥処理は、 運転管理の良否によ っ て処理効率が大き く 変

わる ため、 適正なBOD負荷と 溶存酸素の管理が重要です。 処理が良好に行われない場合の

原因と し ては、 次のこ と が考えら れま す。  

( 1)  BOD負荷が低すぎる か、 又は高すぎる 。  

負荷が低すぎる 場合には、 細かいフ ロ ッ ク が処理水に混入する こ と があり ま す。 負

荷が高すぎる 場合には、 処理水が濁り 、 浮遊物質の量が多く なり ま す。  

( 2)  送風量が少なすぎる か、 又は多すぎる 。  

送風量が多すぎる 場合には、 攪拌が強すぎる ために汚泥が細かく 破壊さ れて、 処理

水と 一緒に流出し ま す。 送風量が少ない場合には、 処理が不完全になり ま す。  
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( 3)  流量計に表示さ れている 排水量の数値が実際の値と 異なる 。  

   計画水量を上回る と 、 十分に反応し ないこ と があり ま す。  

( 4)  反応槽や沈殿槽に構造上の問題がある 。  

   汚泥溜ま り が生じ てし ま いま す。 処理が均質化でき ま せん。  

( 5)  排水に何ら かの有害物質が混入し ている 。  

   活性汚泥中の微生物が死滅し ま す。  

( 6)  活性汚泥中に糸状性微生物が増加し ､沈降性が悪化する バルキング現象が起き ている ｡ 

糸状性微生物は次のよ う な状況で出現し やすく なり ま す。  

① 溶存酸素の低い状態で運転が続けら れている 。  

② BOD－SS負荷が平均し て高すぎる 状態で運転が続けら れている 。  

９ 生物処理槽 

反応槽以外の生物処理槽と し ては、 接触酸化槽等があり ま す。  

 接触酸化槽 

( 1)  充てん物が閉塞し ないよ う に夾雑物の混入に留意し ま す。  

( 2)  流入水量の均一化を図り ま す。  

( 3)  充てん物から はく 離し た微生物膜が、槽の底部で堆積、腐敗し ないよ う にし ま す。  

10 イオン交換樹脂塔 

( 1)  イ オン交換樹脂塔が目づま り し たと き は、 逆洗を 行っ てゴミ や油分を除去し ま す。

除去でき ないと き は樹脂を 交換し ま す。 頻繁に目づま り が起き る 場合は、 イ オン交換

樹脂塔の前に油水分離装置かフ ィ ルタ ーを 設置し ま す。  

( 2)  イ オン交換樹脂の飽和確認のため、 電気伝導度やpH、 樹脂の飽和時における 色の変

化を 確認し ま す。  

11 吸着塔 

吸着剤の吸着能力の状態、 通水速度、 目づま り 状態等を 確認し ま す。  

( 1)  吸着剤の再生や交換の時期は、 簡易分析等で定期的に処理水をチェ ッ ク し て判断し

ま す。 吸着剤は多様な物質を 同時に吸着し ている こ と が多く 、 目的物質のみの場合よ

り も 飽和に達する 時間が短く なる こ と が多いので注意が必要です。  

( 2)  吸着剤によ っ ては吸水する と 膨張し たり 、 腐食性を有する も のがある ため、 ひび割

れや腐食によ る 水漏れを確認し ま す。  

( 3)  濃厚な排水を 流すと 短期間で飽和に達する ため、 前段の処理を適正に行う 必要があ

り ま す。  

12 ろ過機 

( 1)  布ろ過機、 紙ろ過機では、 ろ材の破損や目づま り の有無を 確認し ま す。  

( 2)  砂ろ過機のろ材が摩耗する と 、 ろ過能力が低下する ため、 状況に応じ てろ材を 補充

し ま す。ろ材の補充だけでろ過能力が十分に回復し ない場合、ろ材を 全量交換し ま す。  
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( 3)  凝集不良によ り 、 ろ過機に負荷がかかる 場合は、 凝集槽の点検も 行いま す。  

13 汚泥脱水機 

ど のよ う な脱水機でも 、 ボルト ・ ナッ ト 類のゆる み､駆動部の摩耗､腐食､損傷等の点検

や回転部への給油が重要です｡その他の点検事項と し ては、 次のよ う なも のがあり ま す｡ 

( 1)  フ ィ ルタ ープレ ス の点検事項 

① ろ布の目づま り の有無 

脱水前の凝集状態が悪いと 、ろ布が目づま り を起こ し 、ろ過速度が遅く なり ま す。  

ま た、 ろ布は、 長時間の使用によ っても 目づま り し ま す。 特に、 消石灰を 使用す

る 場合は目づま り し やすいです。  

目づま り し たろ 布は、 数％濃度の塩酸で洗浄し ま す。 洗浄し ても ろ過性が改善さ

れない場合は、 新し いも のと 交換し ま す。 ワ イ ヤブラ シ等を 用いたろ布の清掃は、

ろ布破損の原因になる ため行いま せん。  

② 脱水率の維持 

ろ布の目づま り がないのに十分な脱水率が得ら れない場合は、 圧搾時間や圧入時

間を長く し ま す。  

③ 配管閉塞の有無 

フ ィ ルタ ープレ ス は、 各ろ室の入口が狭く なっ ている ため、 異物がつま ら ないよ

う に注意し ま す。 異物がつま る と 、 そのろ室は空になっ たま ま の状態と なり 、 前後

のろ室の圧力で変形する こ と があり ま す。  

( 2)  遠心脱水機の点検事項 

遠心脱水機は、 高速で回転し ている ため、 小さ な砂等でも 摩耗し ま す。 異物の混入

がないよ う に注意する と 共に、 混入防止対策を十分に講じ ておき ま す。  

( 3)  脱水汚泥を保管する 場合の留意点 

① 汚泥の流出や飛散を防止する ため、雨や風の侵入を防ぐ 構造になっ ている 専用の倉

庫に保管し ま す。  

② 保管期間中にも 乾燥が進み、 汚泥の重量や容量が減少する よ う 、 麻製や網目状の袋

を 使用する と よ いです。  
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[４] 水質測定法 

１ 公定法 

「 下水の水質の検定方法等に関する 省令」 に定めら れている 水質測定法を 表４ に示し ま

す。  

表４ －１  下水の水質の検定方法 

番号 項目又は物質 検定方法 具体的方法 

1 水素イ オン 濃度 J I S K0102 12. 1 ガラ ス 電極法 

2 生物化学的酸素要求量 J I S K0102 21  

3 浮遊物質量 環境庁告示第59号 付表9 重量分析法 

4 温度 J I S K0102 7. 2 ガラ ス 製棒状温度計 

5 

アン モニア性窒素 

J I S K0102 42. 2 イ ン ド フ ェ ノ ール青吸光光度法 

J I S K0102 42. 3 中和滴定法 

J I S K0102 42. 5 イ オン ク ロ マト グラ フ 法 

J I S K0102 42. 6 流れ分析法 

J I S K0102 42. 7 サリ チル酸-イ ンド フ ェ ノ ール青吸光光度法 

亜硝酸性窒素 

J I S K0102 43. 1. 1 ナフチルエチレンジアミ ン吸光光度法 

J I S K0102 43. 1. 2 イ オン ク ロ マト グラ フ 法 

J I S K0102 43. 1. 3 流れ分析法 

硝酸性窒素 

J I S K0102 43. 2. 5 イ オン ク ロ マト グラ フ 法 

J I S K0102 43. 2. 6 流れ分析法 

J I S K0102 43. 2. 1※ 
還元蒸留－イ ン ド フ ェ ノ ール青 

吸光光度法 

J I S K0102 43. 2. 3※ 
銅・ カド ミ ウ ム カラ ム還元－ナフ チル 

エチレ ン ジアミ ン 吸光光度法 

※亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の合計量を 検出する 方法 

6 
ノ ルマ ルへキ サン 抽出物質

含有量 
環境庁告示第64号 付表4 重量分析法 

7 窒素含有量 

J I S K0102 45. 1 総和法 

J I S K0102 45. 2 紫外線吸光光度法 

J I S K0102 45. 6 流れ分析法 

８  り ん含有量 

J I S K0102 46. 3. 1 ペルオキソ 二硫酸カリ ウ ム 分解法 

J I S K0102 46. 3. 2 硝酸－過塩素酸分解法 

J I S K0102 46. 3. 3 硝酸－硫酸分解法 

J I S K0102 46. 3. 4 流れ分析法 

9 カド ミ ウム及びその化合物 

J I S K0102 55. 1 

及び 55 備考 1 
フ レ ーム 原子吸光法 

J I S K0102 55. 2 電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 55. 3 I CP発光分光分析法 

J I S K0102 55. 4 I CP質量分析法 
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番号 項目又は物質 検定方法 具体的方法 

10 シアン 化合物 

J I S K0102 38. 1. 2 及び 38. 2 ピ リ ジン －ピ ラ ゾ ロ ン吸光光度法 

J I S K0102 38. 1. 2 及び 

38. 3 

4-ピ リ ジン カルボン酸－ピ ラ ゾ ロ ン吸光光

度法 

J I S K0102 38. 1. 2 及び 

38. 5 
流れ分析法  

環境庁告示第 59 号付表 1 流れ分析法 

11 有機り ん化合物 

J I S K0102 31. 1. 1 及び 

31. 1. 3 

ナフ チルエチレ ン ジアミ ン 吸光光度法 

（ パラ チオン・ メ チルパラ チオン ・ EPN）  

J I S K0102 31. 1. 1 及び 

31. 1. 4 

p-ニト ロ フ ェ ノ ール吸光光度法 

（ パラ チオン・ メ チルパラ チオン ・ EPN）  

環境庁告示第 64 号 付表 1 GC法 

環境庁告示第 64 号 付表 2 メ チルジメ ト ンの検定方法 

12 鉛及びその化合物 

J I S K0102 54. 1 及び 

54 備考 1 
フ レ ーム 原子吸光法 

J I S K0102 54. 2 電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 54. 3 及び 

52. 4 備考 9 
I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 54. 4 I CP 質量分析法 

13 六価ク ロ ム 化合物 

J I S K0102 65. 2. 1 ジフ ェ ニルカルバジド 吸光光度法 

J I S K0102 65 備考 11 b） の

１ ） から ３ ） 及び 65. 1. 2 
フ レ ーム 原子吸光法 

J I S K0102 65 備考 11 b） の

１ ) から ３ ） 及び 65. 1. 3 
電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 65 備考 11 b） の

１ ) から ３ ） 及び 65. 1. 4 
I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 65 備考 11 b） の

１ ) から ３ ） 及び 65. 1. 5 
I CP 質量分析法 

J I S K0102 65. 2. 6 流れ分析法 

14 ひ素及びその化合物 

J I S K0102 61. 1 
ジ エチルジ チオカ ルバミ ド 酸銀吸光光度

法 

J I S K0102 61. 2 水素化物発生原子吸光法 

J I S K0102 61. 3 水素化物発生 I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 61. 4 I CP 質量分析法 

15 
水銀及びア ルキ ル水銀そ の

他の水銀化合物 
環境庁告示第 59 号 付表 2 還元気化原子吸光法 

16 アルキル水銀化合物 

環境庁告示第 59 号 付表 3 

及び環境庁告示第 64 号  

付表 3 

薄層ク ロ マト グラ フ分離－GC（ ECD） 法 

17 ポリ 塩化ビ フ ェ ニル 
J I S K0093 GC法 

環境庁告示第 59 号 付表 4 GC( ECD) 法 
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番号 項目又は物質 検定方法 具体的方法 

18 ト リ ク ロ ロ エチレ ン 

J I S K0125 5. 1 P・ T－GC・ MS 法 

J I S K0125 5. 2 H・ S－GC・ MS 法 

J I S K0125 5. 3. 2 P・ T－GC（ FI D） 法 

J I S K0125 5. 4. 1 H・ S－GC（ ECD） 法 

J I S K0125 5. 5 溶媒抽出－GC（ ECD） 法 

19 テト ラ ク ロ ロ エチレ ン 18と 同様  

20 ジク ロ ロ メ タ ン  

J I S K0125 5. 1 P・ T－GC・ MS 法 

J I S K0125 5. 2 H・ S－GC・ MS 法 

J I S K0125 5. 3. 2 P・ T－GC（ FI D） 法 

J I S K0125 5. 4. 1 H・ S－GC（ FI D） 法 

21 四塩化炭素 18 と 同様  

22 1, 2-ジク ロ ロ エタ ン 20 と 同様  

23 1, 1-ジク ロ ロ エチレ ン 20 と 同様  

24 シス -1, 2-ジク ロ ロ エチレ ン 20 と 同様  

25 1, 1, 1-ト リ ク ロ ロ エタ ン 18 と 同様  

26 1, 1, 2-ト リ ク ロ ロ エタ ン 18 と 同様  

27 1, 3-ジク ロ ロ プロ ペン 20 と 同様  

28 チウ ラ ム  環境庁告示第 59 号 付表 5 
溶媒抽出又は固相抽出によ る 高速液体ク ロ マト

グラ フ 法 

29 シマジン  環境庁告示第 59 号 付表 6 
溶媒抽出又は固相抽出によ る GC・ MS 法 

溶媒抽出又は固相抽出によ る GC法 

30 チオベン カルブ 29 と 同じ   

31 ベンゼン  

J I S K0125 5. 1 P・ T－GC・ MS 法 

J I S K0125 5. 2 H・ S－GC・ MS 法 

J I S K0125 5. 3. 2 P・ T－GC（ FI D） 法 

J I S K0125 5. 4. 2 H・ S－GC（ FI D） 法 

32 セレ ン 及びその化合物 

J I S K0102 67. 1 3, 3’-ジアミ ノ ベンジジン吸光光度法 

J I S K0102 67. 2 水素化合物発生原子吸光法 

J I S K0102 67. 3 水素化合物発生 I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 67. 4 I CP 質量分析法 

33 ほう 素及びその化合物 

J I S K0102 47. 1 メ チレ ンブルー吸光光度法 

J I S K0102 47. 2 アゾ メ チン H吸光光度法 

J I S K0102 47. 3 I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 47. 4 I CP 質量分析法 

34 ふっ 素及びその化合物 

J I S K0102 34. 1 
ラ ン タ ン －アリ ザリ ンコ ン プレ キソ ン 

吸光光度法 

J I S K0102 34. 2 イ オン 電極法 

J I S K0102 34. 1. 1 C) 及び環

境庁告示第 59 号 付表 7 
蒸留－イ オンク ロ マト グラ フ 法 

J I S K0102 34. 4 流れ分析法 
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番号 項目又は物質 検定方法 具体的方法 

35 1, 4-ジオキサン 環境庁告示第 59 号付表 8 

活性炭抽出 GC－MS 法 

P・ T－GC・ MS 法 

H・ S－GC・ MS 法 

36 フ ェ ノ ール類 

J I S K0102 28. 1. 1. 及び 

28. 1. 2 
4-アミ ノ アンチピ リ ン 吸光光度法 

J I S K0102 28. 1. 3 流れ分析法 

37 銅及びその化合物 

J I S K0102 52. 2 フ レ ーム 原子吸光法 

J I S K0102 52. 3 電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 52. 4 I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 52. 5 I CP 質量分析法 

38 亜鉛及びその化合物 

J I S K0102 53. 1 フ レ ーム原子吸光法 

J I S K0102 53. 2 電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 53. 3 I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 53. 4 I CP 質量分析法 

39 鉄及びその化合物（ 溶解性)  

J I S K0102 57 備考 5 及び 

J I S K0102 57. 2 
ろ 紙によ る ろ過及びフ レ ーム原子吸光法 

J I S K0102 57 備考 5 及び 

J I S K0102 57. 3 
ろ 紙によ る ろ過及び電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 57 備考 5 及び 

J I S K0102 57. 4 
ろ 紙によ る ろ過及び I CP 発光分光分析法 

40 
マン ガン 及びその化合物 

（ 溶解性）  

J I S K0102 56 備考 3 及び 

J I S K0102 56. 2 
ろ 紙によ る ろ過及びフ レ ーム原子吸光法 

J I S K0102 56 備考 3 及び 

J I S K0102 56. 3 
ろ 紙によ る ろ過及び電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 56 備考 3 及び 

J I S K0102 56. 4 
ろ 紙によ る ろ過及び I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 56 備考 9 及び 

J I S K0102 56. 5 
ろ 紙によ る ろ過及び I CP 質量分析法 

41 ク ロ ム 及びその化合物 

J I S K0102 65. 1. 1 ジフ ェ ニルカルバジド 吸光光度法 

J I S K0102 65. 1. 2 フ レ ーム原子吸光法 

J I S K0102 65. 1. 3 電気加熱原子吸光法 

J I S K0102 65. 1. 4 I CP 発光分光分析法 

J I S K0102 65. 1. 5 I CP 質量分析法 

42 ダイ オキシン類 J I S K0312  

- 沃素消費量 
厚生省・ 建設省令第 1 号 

第 7 条別表 2 
容量分析法 

〔 備考〕  

１  項目又は物質は「 下水の水質の検定方法等に関する 省令」 によ る  

２  規格： 日本産業規格（ 工場排水試験方法 JI S K0102）  

規格： 日本産業規格（ 用水・ 排水中の揮発性有機化合物 JI S K0125）  

規格： 日本産業規格( 工業用水･工業排水中のダイ オキシン類及びコ プラ ナーPCB の測定方法 JI S K0312）  

３  「 水質汚濁に係わる 環境基準について」 環境庁告示第 59 号： 昭和 46. 12. 28 

４  「 排水基準を 定める 総理府令の規定に基づく 環境庁長官が定める 排水基準に係る 検定方法」 環境庁告示第 64 号： 昭和 49. 9. 30 

５  「 下水の水質の検定方法等に関する 省令」  厚生省・ 建設省令第１ 号： 昭和 37. 12. 17  
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２ 簡易測定法 

測定結果の記録・ 保存を 目的と し た定期的な水質測定は、 公定法で行わなければなり

ま せんが、 排水の日常的な管理のためには、 簡易測定で行えばよ いです。 し かし 、 簡易

測定法は､手軽さ 、 迅速さ に重点を 置いている ために、 測定結果の正確さ や精度に多少の

問題を 生ずる も のも あり ま す。  

ま た、 妨害物質の影響を 受ける 場合も あり ま す。 こ のため、 水質管理に簡易測定法を

利用する 場合には、こ れら の点を 十分に認識し た上で､公定法によ る 測定結果と 対比し な

がら 水質管理に用いなければなり ま せん｡ 

簡易測定法の種類には、 以下のよ う なも のがあり ま す。  

① 試験紙法 
② 液体比色法 
③ 検知管法 
④ 光電比色法 

( 1)  試験紙法 

測定項目： pH、 重金属類、 遊離シアン、 残留塩素 

   測定方法： 試験紙を 試料に浸し すぐ に引き 上げま す。 指定時間後に標準色と 比較し  

ま す。  

【 解説】  

    長所： 最も 簡便な測定方法です。 比較的濃度の高い工程水の水質チェ ッ ク に有効

です。  

    短所： 簡便な方法のため、 妨害物質の影響を 受けやすいです。  

ま た、 濃度の低い排水の測定には不向き です（ pHを除く ）。  

微妙な色調の違いから 、 判断に迷う こ と があり ま す。  

備考： pH以外の項目では、 pH調整の必要なこ と も あり ま す。  

( 2)  液体比色法 

   測定項目： pH、 重金属類、 遊離シアン、 ふっ素、 残留塩素、 COD 

   測定方法： 発色試薬の入った容器に試料を吸い込んで、 指定時間後に標準色と 比較

し ま す。  

【 解説】  

長所： 試験紙に比べて低濃度の測定が可能で、処理水の水質チェ ッ ク に有効です。  

短所： 微妙な色調の違いから 判断に迷う こ と があり ま す。  

備考： pH以外の項目では、 pH調整の必要なこ と も あり ま す。 妨害物質の影響を受

ける 場合は、 希釈する と 測定でき る 場合も あり ま す。  

( 3)  検知管法 

① 重金属類等 

測定項目： 重金属類、 シアン、 ふっ素、 フ ェ ノ ール類 

測定方法： 検知管にス ポイ ト で検水を 吸入し 、 発色長と 標準色と の比較によ り 濃 

度を 求めま す。  
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【 解説】  

長所： 試験紙に比べて低濃度の測定が可能です。 処理水の水質チェ ッ ク にも 有

効です。  

短所： 発色長と 標準色と の比較時に判断に迷う こ と があり ま す。  

備考： 検水は吸入終点ま で必ず吸い上げま す。 検知管の向き に注意し ま す。  

試料の pHは、 指定さ れた pHに調整が必要です。  

ま た、 共存イ オン の影響に注意し なければなり ま せん。 妨害物質によ っ

ては前処理が必要と さ れる 場合も あり ま す。  

 

② 塩素系有機溶剤（ ガス 検知管・ ヘッ ド ス ペース 法）  

測定項目： トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン等 

測定方法： ア ビン にあら かじ め付し た線のと こ ろま で試料を静かに採取し 、 ビ

ン の口を ラ ッ プフ ィ ルム （ 又は、 アルミ ホイ ル） で覆い、 栓を し て

１ 分間よ く 振り 混ぜま す。  

イ  検知管をガス 採取管に取り 付けた後（ 検知管の向き に注意）、 試料

ビ ンに安全ガード を つけま す。  

ウ  検知管の先端でラ ッ プフ ィ ルムを 破っ て検知管を ビン 内に挿入し

ま す。（ 検知管に水が入る と 正し い測定ができ ないので注意する 。）

シリ ンダーと ハン ド ルの赤点を 合わせ、 ハンド ルを 一気に引いてガ

ス を 吸引し 、 引いたハンド ルを 固定さ せま す。  

エ 指定時間後、変色層の先端に相当する 目盛を 読みま す（ 気中濃度）。

測定し た試料の水温を計り 、 気中濃度及び水温から 換算表を 用いて

試料中の溶剤濃度を 求めま す。  

【 解説】  

長所： 習熟する と 、 比較的再現性のある 結果が得ら れま す。  

短所： 試料中に妨害物質が混入し ている と 誤差が大き く なり ま す。  

二種類以上の塩素系有機溶剤が共存し ている 場合は、 正し い結果が得ら

れま せん。  

備考： 一度測定に使用し た試料を 繰り 返し て使用する と 正し い測定結果が得ら

れないので、 あら かじ め試料を ２ 本以上採取し ておく と よ いです。  

(4) 光電比色法 

   測定項目： 重金属類、 シアン、 ふっ 素、 フ ェ ノ ール類 

   測定方法： 試料に発光試薬を 加えて、 発色の強さ を 光電比色計で測定し て濃度を算

出し ま す。  

【 解説】  

長所： 一般的に測定結果の精度は良いです。  

短所： 試験紙法等に比べて､前処理等に時間がかかり ま す｡（ 全ク ロ ムは加熱処理

全シアンは蒸留処理が必要等）  

備考： 発色時の pHの影響が大き いので､測定時の pHに注意する 必要があり ま す。 
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[５] 用語集 

あ 

アルキル水銀 

水俣病の原因と なった物質で、 有機水銀の一種です。 無機水銀よ り 毒性が強く 、 こ

れに汚染さ れた食物を と る と 、 体内の脂肪等に蓄積し 、 脳、 神経等を 侵し ま す。 初期

症状と し て視野狭窄が起こ り 、 進行する と 全身に痙攣が起き 、 ついには死亡し ま す。  

ま た、 胎盤を 通過する ため、 胎児性水俣病の悲惨な患者も 生ま れていま す。  

代表的なも のにメ チル水銀、 エチル水銀があり ま すが、 土中、 水中でも 微生物によ

り 、 無機水銀から 合成さ れる こ と も あり ま す。  

下水排除基準は「 検出さ れないこ と 」 と なっていま す。  

 

い 

イ オン  

電気を 帯びた原子又は原子団で、 正に帯電し たも のを「 陽イ オン」 、 負に帯電し た

も のを 「 陰イ オン」 と いいま す。 食塩等の電解質、 金属化合物等の多く の化合物は電

気的に等量の陽イ オンと 陰イ オンから でき ていま す。  

陽イ オンの例と し ては、ナト リ ウ ムイ オン（ Na+）、水素イ オン（ H+）、鉛イ オン（ Pb2+）、

カド ミ ウ ムイ オン（ Cd2+） 等があり 、 陰イ オンの例と し ては、 塩化物イ オン（ Cl -） 、 水

酸化物イ オン（ OH-） 、 炭酸イ オン（ CO3
2-） 、 硫酸イ オン（ SO4

2-）  等があり ま す。  

 

イ オン交換樹脂 

自身の持つイ オン を溶液中のイ オン と 交換し て放出でき る 構造（ 「 基」 と いう ） を

有する 不溶性の合成樹脂を いいま す。 交換する イ オンの種類によ り 、 陽イ オン、 陰イ

オン及び両性イ オン交換樹脂に分類さ れま す。  

ま た、 外見の形状によ っ て、 粒状、 球状、 多孔性粒状、 膜状（ イ オン交換膜） に分

けら れま す。  

主な用途は、 純水製造、 硬水軟化等のための不純物イ オンの除去、 貴重なイ オンの

分離抽出、 微量物質の分析等があり ま す。 排水処理には、 シアン イ オン及び重金属イ

オンの除去に利用さ れていま す。  

 

え 

SS（ Suspended Sol i ds） ＝浮遊物質 

MLSS（ Mi xed Li quor  Suspended Sol i ds） ＝活性汚泥浮遊物 

水中の含有物は、 溶解性物質と 不溶解性物質に大別でき ま す。 通常「 SS」 と は、 不

溶解性物質で網目2mmのふる いを 通過し たも のを いいま す。  

下水排除基準は、 製造業又はガス 供給業の用に供する 施設から 排除さ れる も のにつ

いては300mg/L未満、 その他の施設から は600mg/L未満と さ れていま す。  

「 MLSS」量と は､ 反応槽内混合液中の活性汚泥濃度を １ L中の量( mg) で表し たも のです。

（ ⇒SV、 SVI ）  
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SV（ Sl udge Vol ume） ＝活性汚泥沈殿率 

容量１ Lのメ ス シリ ン ダー中で反応槽内混合液を 30分間静置し たと き に沈殿する 汚

泥量をいいま す。 一般には、 検体に対する 百分率で表し ま す。  

SVI と 併せて、 活性汚泥の状態をみる 指標と し て使用し ま す。 （ ⇒MLSS、 SVI ）  

 

SVI （ Sl udge Vol ume I ndex）  ＝汚泥容量指標 

SVI と は、反応槽内混合液を 30分間静置し た場合に1gの活性汚泥浮遊物が占める 容積

( mL) を示し たも のであり 、 MLSSと SVの値から 求めま す。  
        
    Ｓ Ｖ Ｉ ＝ 
         

SVI の値が高い汚泥は沈降性が悪いです。 （ ⇒MLSS、 SV）  

 

エマルジョ ン  

乳濁液ある いは乳状液と も いいま す。液体中に液体粒子がコ ロ イ ド 粒子( 直径が0. 01

～0. 1μｍの粒子) よ り 大き な粒子（ 0. 1～１ μｍ）と し て分散し て乳状をなすも のです｡ 

含油排水のよ う なエマルジョ ン状態の排水を 処理する 方法と し ては、 凝集剤や吸着

剤を 使用し た沈殿又は浮上分離法があり ま す。  

 

お 

ORP(Oxidation-Reduction Potential)=酸化還元電位 

 酸化還元反応において発生する 電位のこ と です。  

酸化還元反応では、 系内での電子の収受を 行う こ と で電位が生じ ま す。  

pHによ り 値が変わり ま すが、 相対的に正の値が大き いほど 、 強い酸化状態（ ORP高）

であり 、 負の値が大き いほど 、 強い還元状態（ ORP低） である こ と を示し ま す。  

こ れは酸化還元電位計（ ORP計） で測定でき ま す。  

 

汚水の処理施設 

法第12条の2の規定によ り 公共下水道へ排除する こ と が禁止さ れている 下水を 処理

する 施設をいいま す。  

 

か 

解離 

一般に、 一つの分子が二つ以上の原子や分子等に分かれる 可逆反応を 「 解離」  と

いいま す。  

ま た、 イ オンを生じ る 解離を 「 電離」 と いいま す。  

 例 NaOH→Na＋＋OH－ 

 

回分式処理 

一定容量の処理施設（ 反応槽等） を 用いて、 排水を 間欠的に処理する 方法で、 「 連

続式処理」 に対し ていいま す。  

ＳＶ（Ｖ／Ｖ％）×10,000 

ＭＬ Ｓ Ｓ （ ｍｇ  ／Ｌ ）  
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処理対象の排水は、 一処理工程が終了する ま で全量を処理施設内に貯留し ておき 、

処理終了と と も に一斉に排出し ま す。 こ の１ 回の仕込み量を「 バッ チ（ bat ch） 」 と い

う ため、 こ の処理方式を「 バッ チ式」 と も いいま す。  

活性アルミ ナ 

吸着能力の強いアルミ ナ微粉末のこ と 。  

ク ロ マト グラ フ ィ ーの固定相等に通常用いら れる も のは、 適当なふる いにかけたア

ルミ ナを 水洗し た後、二酸化炭素気流中で200～230℃､2～3時間加熱処理し て作り ま す。 

吸着が飽和に達し たら ､180～320℃に加熱し て再び活性化し ､繰り 返し 使用でき ま

す。  

 

活性汚泥  

有機性排水を 好気性下でばっ 気処理する と 、 好気性微生物を 多量に含んだ泥ができ

ま す。 こ れが、 「 活性汚泥」 です。  

活性汚泥と 排水を 混合し て空気攪拌を行う と 、 排水中の有機物を酸化し たり 同化し

たり し て処理でき ま す。  

ま た、 活性汚泥は、 凝集・ 吸着性を 有する ため、 排水中の浮遊物も 処理でき ま す。

（ ⇒好気性微生物）  

 

活性白土 

ケイ 素やアルミ ニウ ム の酸化物を 主成分と し た「 酸性白土」 は、 吸着剤や脱色剤と

し て使用さ れま すが、 こ れを 硫酸で処理し て、 さ ら に吸着・ 脱色能力を高めたも のを

「 活性白土」 と いいま す。  

 

ガラ ス 電極 

pHの測定に用いら れる 電極の一つです。 こ の電極は、 先端に半球状の特殊なガラ ス

薄膜があり 、 こ の部分が被検液のpHに応じ た電位差を 発生し ま す。 （ ⇒比較電極）  

 

緩衝作用 

溶液に酸やアルカリ を 加えたと き に起こ る 、 pHの変動を 和ら げよ う と する 作用をい

いま す。 弱酸と その塩や弱アルカリ と その塩を混合する と 、 こ の作用が発生し ま す。  

 

き  

規定濃度 

溶液の濃度単位の一つで、 次の式で表さ れま す。  
         
     規定＝ 
         

こ の単位で表す濃度を「 規定濃度」 と いいま す。  

例えば、 1規定( 記号： 1N) の塩酸と は、 塩酸（ HCl ） が1価である ので、 水1L中に塩酸

の1分子量＝36. 5ｇ が溶解し ている 液です。  

１ Ｌ 中に溶けている 物質のグラ ム数 

物質の分子量／価数 
規定 
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ま た､1Nの硫酸と は、硫酸( H2SO4)  が２ 価である ので、水1L中に硫酸の1/2分子量＝49

ｇ が溶解し ている 液です。  

逆浸透膜（ RO膜）  

逆浸透法に使用さ れる 半透膜（ 酢酸セルロ ース 膜等） のこ と です。  

膜の形式と し ては、 プレ ート 型、 チュ ーブ型、 ス パイ ラ ル型、 中空繊維型等があり

ま す。 高度な処理水を 得る と き に用いら れま す。  

 

逆洗 

ろ過操作において、 ろ 過を続けていく と 、 懸濁物質等でろ材がし だいに目づま り し

て、 し ま いにはろ過でき なく なり ま す。 こ のよ う なと き 、 ろ材につま った物質を 洗い

流すためにろ過の流れと は逆の方向に圧力等を加えて水を流すこ と をいいま す。  

イ オン交換法においても 、イ オン交換にあずから ない不純物等が交換体内に蓄積し 、

交換能力の低下をき たすため、 同様の操作によ り 洗浄し ま す。  

 

凝集 

水中の物質は、 比重が大き いか、 粒子が大き ければ早く 沈降し ま すが、 微細な粒子

は、 一般に負の電荷を 有し 、 互いに反発し あい、 なかなか沈降し ま せん。 こ の電荷を

中和し 、 互いにく っ つけ合わせて、 大き く 重く し て沈降し やすく する こ と を 「 凝集」

と いいま す。  

こ のために加える 薬品が「 凝集剤」 です。 無機凝集剤と し ては、 PAC（ ポリ 塩化アル

ミ ニウ ム） 、 硫酸バンド （ 硫酸アルミ ニウ ム） 、 塩化鉄（ Ⅲ） 等があり ま す。  

ま た、 有機凝集剤（ 高分子凝集剤） と し ては、 ポリ アク リ ルアミ ド が主流で、 こ れ

に製造過程で電荷を 付加し ま す。 こ の電荷によ り 排水中の粒子の電荷を中和し 、 反発

力を 失わせ高分子物質特有の長い鎖と 粘性によ り 、 粒子を から めて、 大き な魂（ フ ロ

ッ ク ） と し て沈降を 促し ま す。  

 

キレ ート 物質、  キレ ート 樹脂 

金属原子（ 例えばコ バルト ： Co） を 中心に、 ２ つ以上の結合でき る 手を も った原子

団（ 配位子、 例えばエチレ ンジアミ ン： NH2( CH2) 2NH2） が、 金属原子を はさ むよ う な形

で結合し ている 物質を いいま す。  

キレ ート 物質は、 錯塩（ 錯化合物） の一種ですが、 一般の錯化合物よ り はる かに安

定し ていて、 反応し にく いです。  

「 キレ ート 樹脂」 と は、 選択的イ オン交換樹脂の一種で、 キレ ート 結合によ り 特定

イ オンを 強く 選択吸着する 樹脂のこ と をいいま す。  

 

キンヒ ド ロ ン  

キノ ン１ 分子と ヒ ド ロ キノ ン１ 分子と で構成さ れている 化合物の総称です。  

キンヒ ド ロ ン の飽和溶液に白金線を 入れた「 キンヒ ド ロ ン電極」 は、 pHを 測定する

と き 、 水素電極の代わり に用いら れま す。 こ の電極は、 水素電極よ り も 取扱いが簡単

ですが、 pH８ 以上ではヒ ド ロ キノ ンがアルカリ と 反応する ので、 使用でき ま せん。  
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く  

ク ラ リ フ ァ イ ヤー 

比較的低濃度の浮遊物( SS) を 含んだ懸濁液から 清澄液を 得る ために使用する 装置で、

浮上ある いは沈殿し た浮遊物を 連続的に分離除去する も のです。 連続清澄装置と も い

いま す。  

 

ク リ ス タ ルガラ ス  

工芸品や装飾品の素材と なる 無色・ 透明な屈折率の高いガラ ス 又はその製品を いい

ま す。  

鉄分を 極めて少なく し 、 なお残っ た色を 補色で消すためカリ ウ ムを 多く し たも のに

酸化ニッ ケル又はセリ ウ ムを添加し ま す。  

輝き を 増すために鉛ガラ ス と し たも のを 本ク リ ス タ ル、 それ以外のも のを セミ ク リ

ス タ ルと いいま す。  

 

け 

ケイ ソ ウ 土 

ケイ ソ ウ の遺骸から 成る ケイ 酸質の堆積物で、 粘土・ 火山灰・ 有機物等が混ざって

いる のが普通です。 白色又は灰白色で軽く 、 多孔質である のが特徴です。  

水処理には、 ろ過助剤や吸着材と し て使用さ れていま す。  

 

下水 

生活若し く は事業（ 耕作の事業を 除く 。 ） に起因し 、 若し く は附随する 廃水（ 以下、

「 汚水」 と いう 。 ） 又は雨水を いいま す。 【 法第2条第1号】  

 

下水道 

下水を 排除する ために設けら れる 排水管、 排水渠その他の排水施設（ かんがい排水

施設を 除く ） 、 こ れに接続し て下水を 処理する ために設けら れる 処理施設（ し 尿浄化

槽を 除く ） 又はこ れら の施設を 補完する ために設けら れる ポンプ施設その他の施設の

総体をいいま す。 【 法第2条第2号】  

 

下水排除基準 

公共下水道への下水の排除の制限に係る 水質基準について、 法及び条例によ り 定め

ら れたも のです。  

 

限外ろ過膜 

限外ろ過法に使用さ れる 微小細孔を 有する 高分子膜のこ と です。  

通常は分子量1, 000～100, 000程度の物質の分離に用いら れま す。 さ ら に低分子量の

分子、 イ オンの分離には逆浸透法を用いま す。  

逆浸透法と 比べてそれほど の高加圧を要し ない点は有利ですが、 原理的にはろ過操

作である ので、 懸濁物質の沈着によ り 、 膜の透過流速の低下や劣化が生じ ま す。  



 

109 
 

こ  

好気性微生物・ 嫌気性微生物 

微生物は酸素の存在状態に対し て多様性があり 、 遊離酸素を 必要と する も のを 「 好

気性微生物」 と いい、 必要と し ないも のを 「 嫌気性微生物」 と いいま す。 こ れは、 絶

対好気性、 通性嫌気性及び絶対嫌気性微生物に分けら れま す。  

「 絶対好気性微生物」 は、 遊離酸素を直接必要と する も ので、 活性汚泥微生物がそ

の例です。  

「 絶対嫌気性微生物」 は、 遊離酸素が不要であり 、 酸素が発育を阻害する こ と があ

る も ので、 メ タ ン生成菌がその例です。  

「 通性嫌気性微生物」 は、 好気性下でも 、 嫌気性下でも 生育でき る も ので、 大腸菌

がその例です。  

 

公共下水道 

主と し て市街地における 下水を排除し 、 又は処理する ために地方公共団体が管理す

る 下水道で、 終末処理場を 有する も の又は流域下水道に接続する も のであり 、 かつ、

汚水を排除すべき 排水施設の相当部分が暗渠である 構造のも のを いいま す。  

【 法第2条第3号】  

 

公共ま す 

排水設備と 公共下水道の接点に設ける ま すで、 こ れから 取付管によ って下水道管に

接続さ れま す。 公共下水道へ排除さ れる 直前の下水である ので、 原則と し てこ の水を

水質規制の対象と し ていま す。  

 

公共用水域 

河川、 湖沼、 港湾、 沿岸海域その他公共の用に供さ れる 水域及びこ れに接続する 公

共溝渠、 かんがい用水路その他公共の用に供さ れる 水路（ 法第２ 条第３ 号及び第４ 号

に規定する 公共下水道及び流域下水道であっ て、 同条第６ 号に規定する 終末処理場を

設置し ている も の（ その流域下水道に接続する 公共下水道を含む） を 除く ） をいいま

す。 【 水濁法第2条第1項】  

 

高分子凝集剤 

水中の懸濁物質やコ ロ イ ド 成分を 除去する 目的で凝集を 起こ さ せる 薬剤のう ち、 長

い鎖状の分子構造を 持っ た水溶性高分子のこ と で、 硫酸アルミ ニウ ム等の無機凝集剤

に対し て有機高分子凝集剤と も いいま す。  

高分子凝集剤の凝集機構は、ゼータ 電位（ 粒子表面の電位） 低下によ る 凝結、架橋、

吸着作用によ る 凝集等によ る も のと いわれていま す。 （ ⇒凝集）  

高分子凝集剤は、 無機凝集剤と 比べて少量の添加量で凝集効果があり 、 し かも 大き

なフ ロ ッ ク ができ る と いう 特徴があり ま す。 高分子凝集剤は、 水に溶かし たと き の荷

電によ っ て陽イ オン 性、 陰イ オン性、 非イ オン性に分類さ れ、 さ ら に分子量や分枝に

よ っ て多く の種類があり ま す。  
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コ ロ ジオン  

窒素量10. 5～12. 2％のニト ロ セルロ ース をエーテルと エチルアルコ ールの水溶液に

溶かし て、 得ら れる 粘液です。 溶剤が蒸発する と 、 容易に透明な可燃性の半透膜をつ

く り ま す。 こ れを「 コ ロ ジオン膜」 と いいま す。  

総水銀の測定に使用する エアーポン プにコ ロ ジオン を塗布し ておく のは、 水銀蒸気

がポンプの金属部分に接し て、 金属アマルガムを つく る のを 防止する ためです。  

 

さ  

錯イ オン、  錯塩 

イ オン と イ オン、 又はイ オン と 分子の結合によ っ てでき たと 考えら れる 複雑なイ オ

ンを「 錯イ オン」 と いいま す。 例えば、 ヘキサシアニド 鉄( Ⅱ) 酸イ オン[ Fe( CN) 6]
4-があ

り ま す。  

２ 種以上の化合物が結合し てでき ている と 考えら れる 塩で、 その水溶液では、 その

成分の塩を作っ ている 個々のイ オン に分かれず、 錯イ オン ができ る も のを 「 錯塩」 と

いいま す。  

 

酸化・ 還元 

「 酸化」 と は、 元素又は物質から 電子が奪われる こ と です。 それは、 ある 物質が酸

素と 化合する こ と や、 ある 物質から 水素を 奪う こ と 、 ある いは金属の原子価が増加す

る こ と を いいま す。 「 還元」 と は、 酸化と は逆の過程をいいま す。 酸化と 還元は、 系

内で同時に行われま す。  

 

残留塩素 

塩素処理を 行ったと き 、 水中に残存する 有効塩素を 「 残留塩素」 と いいま す。  

六価ク ロ ムを 還元し た排水を 、 塩素処理し たシアン 系排水と 合流さ せる と 、 三価ク

ロ ムがこ の残留塩素によ っ て再び六価ク ロ ムと なる ので、 注意が必要です。  

 

し  

COD（ Chemi cal  Oxygen Demand） ＝化学的酸素要求量 

水中の汚濁物質を 酸化剤で酸化する と き に消費さ れる 酸素量を mg/Lで表し たも の

で、 主と し て有機物によ る 汚染の程度を示し ま す。 一般に、 COD値が高いほど 、 水中

の汚染物質が多いと いえま す。  

 

指示薬 

水溶液のpH値を判定する 試薬、 及び滴定の終点を 判定する 試薬をいいま す。 色の変

化、 蛍光の消滅、 発光、 濁り 又は沈殿の生成等のよ う な肉眼で直接観察でき る 変化が

急激に起こ る こ と によ っ て、 pH値や滴定の終点を判定し ま す。 最も 広く 用いら れてい

る 指示薬は、 色の変化によ って判定する 試薬です。  
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ジャ ーテス ト  

凝集に関する 水処理試験方法の一つ。 こ の方法は、 凝集剤の添加量や攪拌強度、 時

間等の凝集条件を段階的に変えて、 最適処理条件を決定し ま す。  

ジャ ーテス ト を行う 実験装置を 「 ジャ ーテス タ ー」 と いいま す。  

 

重金属 

軽金属に対する 語で、 比重５ 以上の金属をいいま す。 （ 比重４ 以上の金属をいう 場

合も ある 。 ）  

一般には、 比較的比重の大き い金属と いう 意味で、 鉄・ マンガン・ ク ロ ム・ 銅・ 鉛・

カド ミ ウ ム・ ニッ ケル・ 水銀等がこ れにあたり ま す。 こ れら 金属は、 人体や活性汚泥

微生物等に対し て有害ですが、微量では生体必須元素と し て機能する も のも あり ま す。 

 

終末処理場 

下水を 最終的に処理し て河川その他の公共の水域又は海域に放流する ために下水道

の施設と し て設けら れる 処理施設及びこ れを 補完する 施設をいい、 東京都下水道局で

は、 「 水再生センタ ー」 と 呼んでいま す。 【 法第2条第6号】  

 

消化汚泥・ 消化ガス  

汚泥その他の有機性廃液に含ま れる タ ン パク 質、 アミ ノ 酸、 尿素、 油脂類、 炭水化

物等は、 空気の存在下では好気性消化によ り 、 空気のないと こ ろ では嫌気性消化によ

り 分解が完結し ま す。  

嫌気性のも と でよ く 消化さ れた汚泥の残渣を 「 消化汚泥」 と いいま す。 こ の消化の

過程で発生する ガス を 「 消化ガス 」 と いい、 主成分はメ タ ンガス であり 、 炭酸ガス 、

硫化水素、 窒素等を 含んでいま す。 ま た消化の過程で、 汚泥の分解及び発酵によ って

生成する 分離液を「 脱離液」 と いいま す。  

 

ショ ート パス  

沈殿槽や反応槽において、 流入側よ り 施設の一部分だけを 流れて流出側に向かう 水

流（ 短絡流） を いいま す。 こ のよ う な流れは、 施設の構造が適切でない場合や、 水量

負荷が過大である 場合に生じ ま す。  

短絡流を防ぐ ためには、 流入水量の平均化を 図っ た上で、 じ ゃま 板を設ける 等施設

の構造を 変えなければなり ま せん。  

 

除害施設 

著し く 公共下水道若し く は流域下水道の施設の機能を 妨げ、 又は公共下水道若し く  

は流域下水道の施設を 損傷する おそれのある 下水の障害を 除去する ために必要な施設

を いいま す。 【 法第12条第1項】  

 

除害施設等 

除害施設及び汚水の処理施設を 総称する と き に使いま す。  
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処理区域 

排水区域のう ち排除さ れた下水を 終末処理場によ り 処理する こ と ができ る 区域で、

法第9条第2項において準用する 同条第１ 項の規定によ り 公示さ れた区域を いいま す。

【 法第2条第8号】  

 

す 

水量負荷 

水処理施設又は装置に対し て加わる 水量を 「 水量負荷」 と いいま す。  

水量負荷には、 時間最大負荷、 時間平均負荷、 一日最大負荷、 一日平均負荷等があ

り ま す。 流入水量が水処理施設の計画処理能力に対し て、 ど れほど の割合になっ てい

る かは、 処理施設の運転管理を 行う 上で重要です。  

 

ス カム  

処理施設の池、 槽等の上面に浮上堆積し た油脂や分解生成物の集ま ったも のを いい

ま す。こ れは、美観的にも よ く なく 、堆積の厚みが増すと 、機械的強度を持つために、

処理施設の機能に障害を及ぼすこ と があり ま す。  

 

ス ケール 

水中の硬度成分がボイ ラ ー等の伝熱面やパイ プの内面等に沈殿し 、 皮膜を 形成し た

も のをいいま す。  

ス ケールの成分は、 硫酸カルシウ ム ・ 炭酸カルシウ ム・ 水酸化マグネシウ ム・ リ ン

酸カルシウ ム等です。 硫酸カルシウ ムは200℃以上では水にごく わずかし か溶けず、 炭

酸カルシウ ム は比較的低温で生成し 、 水酸化マグネシウ ム は高温で生成し ま す。 リ ン

酸カルシウ ム については腐食防止剤と し て重合リ ン 酸塩を 使用する と 、 カルシウ ムと

結合し て沈殿生成し ま す。  

ス ケール防止のためには除硬剤があり 、 剥離用には酸処理剤があり ま す。 こ れら の

処理排水は、 そのま ま 下水道へ排除し てはいけま せん。  

 

ス ラ リ ー、 ス ラ ッ ジ  

液体中に多数の固体粒子が分散し 、 懸濁状になっている も ので「 泥し ょ う 」 と も い

いま す。 固体の濃度が高いス ラ リ ーを 、 特に「 ス ラ ッ ジ」 と いいま す。  

水処理においては、 濃度の低いス ラ リ ーは、 沈殿槽等で粒子を 沈降さ せる 等し て、

濃厚なス ラ リ ーと し てから 、 ろ過・ 脱水・ 乾燥等の処理を行いま す。  
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せ 

整流・ 層流・ 乱流 

液体等の流体の流れる 状態には、 流体の個々の粒子が流れの方向に平行に動く 「 層

流」 と 、 流れの方向以外の動き をも っ て複雑な経路を たど り 相互に激し く 混合し なが

ら 進む「 乱流」 と があり ま す。  

乱流を でき る だけ層流に近づける こ と を 「 整流」 と いいま す。  

 

た 

脱窒 

水中の窒素化合物に含ま れる 窒素を 除去する こ と 。  

下水や各種排水中に含ま れる アンモニア等の窒素化合物は、 河川や下水処理場等で

好気性細菌によ り 生物酸化（ 硝化） さ れ亜硝酸イ オンや硝酸イ オンになり ま す。 こ れ

ら は、 溶存酸素がない条件ではある 種の細菌（ 脱窒菌） によ り 生物還元さ れて窒素ガ

ス になり ま す。 活性汚泥処理において、 硝化が進むと 、 沈殿し た汚泥が嫌気的になっ

たと き にガス を 放出し て汚泥が浮上する こ と があり ま す。  

 

ち 

中和 

排水処理においては、 一般に酸性排水（ pHが７ よ り 小さ い排水） ある いはアルカリ

性排水（ pHが７ よ り 大き い排水） を 中性領域（ pH７ 付近） にする こ と を「 中和」 と い

いま す。  

化学においては、 酸と アルカリ が反応し て、 酸も アルカリ も その性質を 失う こ と を

「 中和」  と いいま す。 塩酸と 苛性ソ ーダ（ 水酸化ナト リ ウ ム） が反応する と 、 そのど

ちら の性質も 示さ ない塩化ナト リ ウ ム（ 食塩） と 水を 生じ ま す。  

こ の他に、 酸化剤と 還元剤の関係についても 同様の関係を 見立てて、 中和と いう こ

と があり ま す。  

 

直罰 

法違反の事実があれば、 行政が行う 改善命令等の処分を 経ないで、 直ちに適用さ れ

る 罰則のこ と を いいま す。 第三者によ る 告発も 可能です。  

 

て 

TOC（ Tot al  Or agani c Carbon） ＝全有機炭素 

水中の有機物中に含ま れる 炭素の量をいいま す。 普通は、 水中に溶けている 炭酸塩

等の無機性炭素を前も っ て除いておき 、 検水を 燃焼さ せて生じ る 二酸化炭素を測定し

て求めま す。  

有機物の量を 表す指標と し て、 すべての有機物に含ま れている 炭素を直接測定し て

汚濁物の量と する のが、 TOCの考え方です。  
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TOD（ Tot al  Oxygen Demand） ＝全酸素要求量 

水中の全有機物を 酸化分解する のに必要な酸素量のこ と で、 検水を 酸素と と も に

900℃で白金触媒を 用いて完全に燃焼さ せ、 消費さ れた酸素の量を 測定し て求めま す。

こ の値は、 水中の有機物を 最大限に酸化する のに必要な酸素量を 示し ま す。  

 

DO（ Di ssol ved Oxygen） ＝溶存酸素 

水中に溶けている 酸素ガス のこ と です。 酸素は１ 気圧、 20℃で１ Lの水に8. 84mg溶け

る が、 こ の量は、 気圧が低く なったり 、 温度が高く なったり 、 塩化物イ オン等が増え

る に従っ て減少し ま す。  

DOは、 水の汚れを 示す１ つの指標です。  

活性汚泥法においては、曝気液中の溶存酸素（ MLDO）を一定の濃度（ 普通は1～3mg/L）

に保つこ と が、 維持管理上の重要な柱の１ つです。  

 

と  

透視度 

水の濁り 具合を示す尺度の一つで、 ガラ ス 円筒の底につけた二重線が識別でき る と

き の水柱の高さ を、 １ cmを １ 度と し て表し たも のです。 同じ 種類の水では、 透視度と

BODやSSと の相関は得やすいので、 それら を 推定する ために用いら れま す。  

 

特定事業場 

特定施設を 設置する 工場又は事業場をいいま す。 【 法第12条の2第1項】  

 

特定施設 

排水の水質規制が必要な施設と し て、 法令によ っ て特別に指定さ れた施設をいいま

す。  

次の２ 種類が下水道法における 特定施設です。 【 法第11条の2第2項】  

① 水質汚濁防止法に規定する 特定施設 

人の健康を害する おそれのある も の、 又は、 生活環境に対し て害を も たら すお

それのある も のを 含んだ水を 流す施設で、 水質汚濁防止法施行令で具体的に定め

ら れていま す。  

② ダイ オキシン類対策特別措置法に規定する 水質基準対象施設 

ダイ オキシン類を 含む汚水又は廃水を 流す施設で、 ダイ オキシン類対策特別措

置法施行令で具体的に定めら れていま す。  

 

塗装ブース  

吹付塗装の際に生じ る 塗料噴霧は人体に有害であり 、 作業能率を 低下さ せ、 ま た引

火・ 爆発等の危険も 伴う ので、 速やかに排気をし なければなら ず、 排気を する ための

装置をいいま す。  

塗装ブース には乾式排気ブース 、 水洗式排気ブース 等があり ま すが、 水質規制に関

わる も のは水洗式排気ブース です。  
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水洗式排気ブース は、 ブース 内に水膜と 水シャ ワ ーを 設けてス プレ ーダス ト を洗浄

し て排気する も のです。  

 

な 

捺染 

染色法の一つで、 染料を 生麩糊、 アルギン酸ナト リ ウ ム、 ある いはカルボキシメ チ

ルセルロ ース ナト リ ウ ム等を 用いて作った糊に混ぜて色糊と し 、 捺染機を 使って色糊

で布地に模様を プリ ント し ま す。 乾燥、 蒸熱、 洗浄の工程を 経て仕上げま す。  

 

nm（ nanomet er ） ＝ナノ メ ート ル 

10億分の１ ｍ（ 10-9ｍ） を表す長さ の単位で、 普通は光の波長を表すのに用いら れま

す。 従来用いら れていたmμ（ ミ リ ミ ク ロ ン） はnmと 同じ 長さ の単位で、 Å（ オングス

ト ロ ーム）  はこ の10分の１ を示す単位です。  

可視光線と 波長の関係は次のと おり です。  

赤： 700～640nm、  橙 ： 640～590nm、  黄： 590～570nm 

緑： 570～510nm、 青緑： 510～480nm、  青： 480～450nm 

藍： 450～420nm、  紫 ： 420～400nm 

 

の 

ノ ルマルヘキサン抽出物質量 

水中に含ま れる 比較的揮発し にく い炭化水素、 炭化水素誘導体、 グリ ース 、 油状物

質等「 油脂」 と 呼ばれる 物質を ヘキサン（ ノ ルマルヘキサン） に溶かし て分離し 、 ヘ

キサンを 揮散さ せて測定し たも のです。 し かし 、 コ ロ イ ド 状硫黄等、 油脂でないも の

も ヘキサンに抽出さ れる ので、 注意が必要です。  

下水排除基準は、 主と し て不揮発性炭化水素である 鉱物油が５ mg/L以下、 それ以外

の動植物起源の油脂（ 動植物油脂） が30mg/L以下です。  

 

は 

排水区域 

公共下水道によ り 下水を 排除する こ と ができ る 地域で、 法第９ 条第１ 項の規定によ

り 公示さ れた区域を いいま す。 【 法第2条第7号】  

 

破過曲線 

吸着法ある いはイ オン 交換法において、 重金属類等を除去する 場合、 はじ めは処理

効率が良いが、 時間が経つと と も に処理効率が悪化し ま す。  

一定の通水条件の下で、 処理水濃度が許容値に達する 点を 「 破過点」 と いいま す。

破過点を 超えて通水を 続ける と 、 処理水濃度は急激に増加し て原水濃度に近づき ま

す。 こ の関係を 示し たも のを「 破過曲線」 と いいま す。  
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PAC( Pol y-Al umi ni um chl or i de) =ポリ 塩化アルミ ニウ ム  

 塩化アルミ ニウ ムにアルカリ を 加えて反応さ せた塩基性多核錯体であり 、PACと も い

いま す。 現在市販さ れている も のは、 純粋なポリ 塩化アルミ ニウ ムではなく 、 あら か

じ め重縮合促進剤と し て硫酸イ オンを 適当量混合し 、 熟成さ せたも のです。  

 ポリ 塩化アルミ ニウ ムの特徴と し て、 水中ででき る フ ロ ッ ク が硫酸バン ド の場合よ

り も 重いので沈降速度が速く 、 ろ水性がよ いので凝集沈殿処理設備を 小型化でき 、 最

適pH範囲が広い等の利点があり ま す。  

 

バッ チャ ープラ ント  

セメ ン ト 、 骨材等を主原料と し 、 水と 混練する こ と によ り 生コ ンク リ ート を製造す

る ためのプラ ント の総体を いいま す。  

 

バルキング  

排水を 活性汚泥処理法によ り 処理する 際に、 活性汚泥が「 膨化」 し 最終沈殿槽で沈

殿し にく く なり 、 処理水と 汚泥の分離ができ なく なっ た状態をいいま す。  

こ の原因の一つと し て、 正常な活性汚泥微生物に代わっ て糸状性の細菌が異常に増

殖する こ と があげら れま す。  

一般に、 溶解性有機物を 多量に含む排水は糸状性細菌の発生する 危険性が高いと い

われま す。  

 

ひ 

PS版 

Pre-Sensi t i zed Of f set  Pr i nt i ng Pl at eの略称で、 あら かじ め感光剤が塗布し てあ

る レ ディ ーメ ード の印刷版と いえま す。  

PS版の感光物質には、 有機性のジアゾ化合物が使われており 、 支持体にはアルミ ニ

ウ ムベース が使用さ れていま す。  

 

pH（ ピ ー・ エイ チ、  ペーハー） ＝水素イ オン 濃度指数 

水素イ オン濃度を 示す単位で、 常温付近の希薄溶液ではpHが７ のと き 中性、 7よ り 大

き いと き アルカリ 性、 ７ よ り 小さ いと き 酸性を示し ま す。  

pHが６ 以下の酸性域、 ある いは９ 以上のアルカリ 性域では、 微生物の働き が著し く

阻害さ れる ので、 生物処理はpH６ ～９ で行う 必要があり ま す。  

下水排除基準は、 ５ ～９ （ 製造業又はガス 供給業の用に供する 施設から の下水につ

いては5. 7～8. 7）であり 、両端の値を 除いた範囲が排除基準に適合する pHと なり ま す。  

 

BOD（ Bi ochemi cal  Oxygen Demand） ＝生物化学的酸素要求量 

微生物が河川水や排水中に含ま れている 有機物を 分解する 際に消費する 溶存酸素の

量を 表し ま す。 普通は20℃、 ５ 日間の消費量を標準と し ていま す。  

一般に、 BODの値が大き いほど 、 水中に存在する 有機物の量が多いこ と を意味し 、 有

機物によ る 汚濁の程度が大き いこ と になり ま す。  
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下水排除基準は600mg/L未満ですが、製造業又はガス 供給業の用に供する 施設から の

下水は300mg/L未満です。  

 

BOD： N： P 

排水中のBOD、 窒素、 り んの比率のこ と です。  

生物化学的処理において最適の処理効率を 得る ためには、排水中のBODと 窒素と り ん

のバラ ンス がと れている こ と が必要です。 一般的にこ の比率は100： 5： 1が良好な栄養

状態です。  

家庭下水には微生物の要求を 満足する 量の窒素と り んが含ま れていま すが、 工場排 

水にはこ れら の栄養塩類が欠乏する こ と が多いので、 補給する 必要があり ま す。  

 

BOD負荷 

活性汚泥処理の際に単位量の活性汚泥が処理すべき 排水中のBODの量を いい、普通は

MLSS１ kgあたり のBOD量（ kgBOD／kgMLSS／日） で示し ま す。  

通常、 BOD負荷は0. 5kgBOD／kgMLSS／日を 目安と し 、 こ れ以下ではBOD除去率は90％

以上を 期待でき ま すが、 それ以上になる と 、 バルキングを 起こ し やすく なる と いわれ

ていま す。  

こ の他に、 反応槽１ ㎥あたり 処理すべき BODの量を いう こ と も あり ま すが、 普通こ れ

は「 容積負荷」 と 呼び、 kgBOD／㎥／日で示し ま す。  

散水ろ 床法においてろ 材１ ㎥あたり 処理すべき BODの量も BOD負荷量と いいま す。 こ

れは、 標準法で0. 3kgBOD／㎥／日、 高速法で1. 2kgBOD／㎥／日が管理の目安と なって

いま す。  

 

比較電極 

ガラ ス 電極や金属電極の電位を測定する ための基準と し て使用さ れる 電極です。 一

般には塩化銀電極が用いら れま す。  

例えば、 ガラ ス 電極のガラ ス 薄膜上で発生し た電位と 比較電極の電位を pHメ ータ ー

に導き 、 pHを 測定し ま す。  

 

比重 

ある 温度である 体積を 占める 物質の重さ と 、 それと 同じ 体積の標準物質の重さ と の

比を いいま す。 普通は、 ４ ℃における 水又は０ ℃１ 気圧における 空気が標準物質と し

て用いら れま す。  

４ ℃における 純粋な水を 標準にと る と 、 物質の比重はその密度にほと んど 等し く な

り ま す。 比重が１ よ り 大き い物質は水に沈み、 １ よ り 小さ い物質は水に浮き ま す。 し

かし 、 比重が１ よ り 大き い物質でも 、 気泡を 付着さ せたり 、 形を 変えて中に空気等比

重の小さ な物質を入れたり し て、 全体と し て比重を 小さ く する と 浮かせる こ と ができ

ま す。 こ の場合、 見掛けの比重が小さ く なっ たと いいま す。  
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微生物 

一般に肉眼では確認し にく い微小な生物を総称し ていいま す。 排水中の有機物の処

理には細菌、 原生動物等の微生物の働き が利用さ れま すが、 処理に有効な微生物の種

類は限ら れていま す。  

一般に微生物は環境によ って優先種や数が変化する ので、 水質の変化に対応し て処 

理施設の運転条件を 調節する 必要があり ま す。  

 

ppm（ par t s per  mi l l i on）  

水中の成分濃度を 表すのによ く 用いら れる 単位で、100万分の１（ １ ％の１ 万分の１ ）

を 表し ま す。水溶液の場合に用いら れる のは重量百分率で、例えば溶液1, 000, 000mg（ ＝

１ kg） 中に含ま れる 溶質の量( mg) で示し ま す。 比重が１ と みなせる よ う な希薄溶液で

は、 ppm、 mg/Lのいずれで表示し ても 実用上は同じ 値になる と し てさ し つかえあり ま せ

ん。  

 

ppb（ par t s per  bi l l i on）  

ppm単位で表すと 小さ い値になる よ う なご く 微量の成分の濃度を 表す際に用いら れ

る 単位で、 10億分の１ ( ppmの千分の１ ) を 示し ま す。  水溶液の場合、 こ れは溶液１ kg

中に含ま れる 溶質の量( μg( 千分の１ mg) ) で示さ れま す。  

 

ふ 

富栄養化 

水中の栄養塩類、 特に窒素化合物やり ん化合物が異常に増加する こ と を いいま す。

排水等によ っ て河川や海等が汚濁さ れ富栄養化が起こ る と 、 藻類等が異常発生し 、 水

中の溶存酸素を 消費し てし ま いま す。 東京湾での赤潮の発生等はこ の顕著な例です。  

 

フ ェ ラ イ ト  

一般には亜鉄酸塩の総称で、 MFe2O4（ Mは鉄・ マンガン・ 亜鉛・ ニッ ケル・ コ バルト

等の二価の金属を表す） で表さ れる も のを さ し ま す。 Mが鉄の場合は磁鉄鉱と し て知ら

れていま す。  

フ ェ ラ イ ト は各種の重金属を 構成成分と する 結晶を つく る こ と ができ 、 磁性体であ

り 、 さ ら に水に溶けにく いこ と 等から 、 重金属排水の処理に応用さ れていま す。  

 

プレ コ ート  

ろ過原液中に懸濁し ている 固体粒子が微細で量が多いと き には、 ろ 過能率が低下し

やすいですが、 ろ材の表面を ケイ ソ ウ 土、 活性炭等のス ラ リ ーで覆う と 、 目づま り を

防ぎ著し く ろ 過能率を 高めら れま す。 こ の場合、 単に機械的に作用する だけでなく 吸

着剤と し て働く こ と も あり ま す。 こ のよ う にろ材の表面を ろ過助材のス ラ リ ーで覆う

こ と を「 プレ コ ート 」 と いいま す。  
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フ ロ キュ レ ーショ ン  

イ オン や分子よ り は大き いが長時間放置し ても 沈降し ない微粒子を コ ロ イ ド 粒子と

いいま すが、こ れは適当な凝集剤を 添加する と お互いに結合し て集合体を つく り ま す。

こ れを「 凝結」 又は 「 凝集」 （ フ ロ キュ レ ーショ ン） と いいま す。  

水処理においてはさ ら に広い意味に用いら れ、 化学処理における 金属イ オンの沈殿

生成や共沈現象、 ある いは生物処理における フ ロ ッ ク 形成も フ ロ キュ レ ーショ ン と 呼

ばれる こ と も あり ま す。  

 

ほ 

飽和 

一定の条件の下で水中に溶ける 物質の量には一定の限度があり 、 それ以上は溶けま

せん。 こ の限度に達し たと き 、 こ れを 飽和に達し たと いいま す。 飽和に達する と 、 溶

ける 速さ と 溶けていた物質が析出する 速さ と が釣り 合っている ので、 温度等の条件を

変えない限り 、 それ以上は溶けま せん。  

ま た、 イ オン 交換反応において、 樹脂の交換基がすべてイ オン 交換し た場合にも 飽

和に達し たと いいま す。  

 

ま  

マス キング剤 

ある 物質を 定量し よ う と する 際に、 試料中に共存する 物質がいろいろな面でその測

定を 妨害する こ と が多いです。 こ の場合に、 その共存物質と 結合さ せて妨害作用を抑

制する （ こ れを 「 マス キング」 と いう 。 ） ために添加する 試薬を 「 マス キング剤」 と

いいま す。  

 

み 

水面積負荷 

単位水面積あたり の流入量で、 沈殿槽において１ 日の流入水量（ ㎥） を 槽の表面積

（ ㎡） で除し たも のを いいま す。  

一般に、 沈殿槽における 沈殿除去率は、 水面積と 粒子の沈降速度に比例し 、 流入量

に反比例し ま す。 し たがっ て、 水面積負荷は、 沈殿槽の効果を測る 重要な指標です。  

 

め 

メ タ ン発酵 

メ タ ンを生成する 発酵のこ と を いいま す。  

メ タ ン 細菌は、 有機物が嫌気的に分解さ れて生成する 二酸化炭素及び有機酸から メ

タ ンを 合成し ま す。 こ れには、 37～38℃を 適温と する 「 中温発酵」 と 、 53～54℃を適

温と する 「 高温発酵」 と があり ま す。  

メ タ ン発酵は、余剰汚泥、し 尿その他BODの高い産業排水の処理に利用さ れていま す。 
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ゆ 

有害物質 

ごく 微量でも 人体に多大な害を 及ぼす物質のこ と で、 水質汚濁防止法及び下水道法 

によ り その排出が制限さ れていま す。 法律には、 カド ミ ウ ム・ シアン・ 鉛・ 六価ク ロ

ム・ ひ素・ 総水銀・ アルキル水銀・ 有機り ん化合物（ パラ チオン・ メ チルパラ チオン・

メ チルジメ ト ン及びEPN） ・ ポリ 塩化ビ フ ェ ニル及びト リ ク ロ ロ エチレ ン・ テト ラ ク ロ

ロ エチレ ン等が規定さ れていま す。  

 

有機物 

従来は、 有機体即ち生物の働き によ ら なければ生成さ れない物質を 「 有機物」 と 呼

び、 それ以外を 「 無機物」 と 呼んでいま し た。 し かし 、 現在では、 炭素の酸化物や炭

酸塩を除く すべての炭素化合物を「 有機物」 と 呼びま す。生物に関する 物質と し ては、

炭水化物、 脂肪、 タ ンパク 質その他があり ま す。  

 

よ  

よ う 素消費量 

よ う 素は中性から 酸性にかけて酸化力が強く 、 硫化物等がある と こ れを 酸化し ても

っ と 安定な化合物に変えま す。  

「 よ う 素消費量」 は、 よ う 素によ っ て酸化さ れる 排水中の還元性物質が消費する よ

う 素の量で、 硫化物や亜硝酸塩・ 第一鉄塩等がこ れに寄与する と さ れていま す。  

下水排除基準は、 220mg/L未満です。  

 

り  

流域下水道 

も っぱら 地方公共団体が管理する 下水道によ り 排除さ れる 下水を受けて、 こ れを排

除し 、 及び処理する ために地方公共団体が管理する 下水道で、 ２ 以上の市町村の区域

における 下水を 排除する も のであり 、 かつ、 終末処理場を有する も のを いいま す。  

【 法第2条第4号】  

 

硫酸バンド  

硫酸アルミ ニウ ム のこ と で、 純粋なも のは無色の結晶です。 工業製品は不純物が多

く 、 固形化品はアルミ ナ分14～17％の塊状物又は粉末と し て、 液状製品はアルミ ナ分

８ ％以上の液体と し て市販さ れていま す。 主と し て上水道や工業用水の浄化及び工場

排水の処理に、 凝集沈降剤と し て使用さ れていま す。  



 

東京都下水道局   

 

 

★ 水質管理責任者の業務(掲示用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連  絡  先 電 話 番 号 

下水道事務所 （       ）  

 （       ）  

 （       ）  

 （       ）  

 （       ）  

※ 所管する警察署、消防署、保健所、区役所等必要な連絡先を記入してください。  

 

 

 

 

 

 

 水質管理責任者は、事業場内で発生するすべての汚水発生施設の状況等

を把握し、常に公共下水道に排除する下水が下水排除基準内の水質である

ことを確認する必要があります。 

 また、汚水の処理に係る故障又は事故が起こった場合は、迅速に対処してく

ださい。 

 水質管理責任者の業務は、以下のとおりです。 
 
1 日常の運転管理 

(1) 汚水発生施設の使用方法、汚水の発生量と水質の適正な管理 

(2) 排水処理施設の維持管理､運転日報の作成､その他必要な措置 

(3) 排水処理施設から発生する汚泥の把握 
 
２ 公共下水道に排除する下水の量、水質の測定と記録 (５年間保存) 
 
３ 事故時及び緊急時の必要な措置 

◎ 自らの身の安全の確保 

◎ 施設・作業の停止等による被害拡大防止 

    (停止することにより、被害が拡大する場合は除く。) 

◎ 関係者や事故の影響が及ぶおそれがある人たちへの通報・連絡 

水質管理責任者の業務 

４ 東京都下水道局による指導の窓口 

(1) 東京都下水道局が行う立入検査時の対応(窓口) 

(2) 東京都下水道局への必要な報告 

(3) 東京都下水道局への水質規制に関する各種届出 

各種届出書類は、東京都下水道局のホームページからダウンロードできます。 

https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/contractor/d2/todoke/suisitu/index.html 

事業場内掲示用 

https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/contractor/d2/todoke/suisitu/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質管理責任者資格講習テキスト 

 

編集・ 発行 東京都下水道局施設管理部排水設備課 
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